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    ［プロローグ］


    



    　夫婦の間に新たな生命が誕生し、その稚ち児ごは周囲から大いに祝福を受けた。


    　幸せの約束された理想の世界で、親の愛情を受けながら不自由のない生活を過ごす。この幸福がずっと続くのだと、少女は信じて疑わなかった。前途洋々の未来が待っているのだと。


    　瞬またたく間に六年の月日が経たち、誕生日を迎えると少女は親と共に病院へ向かうこととなった。


    　六歳になったと同時に、子供たちはみな『センスチェック』を受ける義務があるからだ。


    　センスとは、人に備わった新たな能力である。


    　身体能力が向上するのであれば、スポーツ選手や力仕事。


    　自然現象を操ることができるのであれば、災害対策業務や農業従事。


    　理ことわりを操作できるのであれば、研究者や学者。


    　センスの強さや性質によって、今後歩くべき道は限られてくるが、それでも〝グノーシス〟の用意した天職に就くことができる。


    　向かない仕事をする必要がなく、無駄もなく、効率的に世界の役に立てるのだ。


    　それが幸せなのだと、皆は口々に言う。


    　センスは遺伝。


    　先天的素養ですべてが決まる。


    　少女の父も母も、多くの人が羨うらやむ類たぐいまれなセンスを持っており、少女は自分にも有用なセンスが備わっていると強く確信していた。


    　どのようなセンスを持っているか。


    　どれほどの力を秘めているか。


    　それで進むべき道、人生において成すべきことが決まる。


    　焦点はたったそれだけのはずだった。


    　しかし──。


    「この子には、センスを発現するための素養がありません」


    　いつの時代にも、例外はある。


    　いかに両親が優れていようと、ちょっとした神の悪戯いたずらですべてが覆くつがえってしまう。


    　時代が、技術が、センスがいくら進んでいても、解決不可能なことは存在した。


    「センスの潜在能力そのものはあるのですが」


    　潜在能力があろうとなかろうと、センスを発現させられなければ絵に描いた餅もちと同じことだ。


    　医師の言葉を最後まで聞く前に、少女の母親は半狂乱になって泣き崩れた。


    　それも当然の話だった。


    　この世界は、センスがすべてだ。


    　センスが弱い、特定状況下でしか使えない、一度発現させると一か月使えないといった、実用性に乏しいだけならば、まだ生きる道はあった。


    　だが、センスが使えないとなると話は別だ。


    　センスがすべてを決める世界で、センスを持っていない者など、足あし手で纏まといにしかならない。


    　センス自体を後天的に使えるようにする手段が、公的に確立されていない以上、少女にはこの世界で生きる権利がない。


    　たった今、世界から生命そのものの存在価値を否定されたのだ。


    「残念ですが、規則に従わなければなりません」


    　少女のセンスチェックが終わってから、慌あわただしく周囲にいたスタッフたちが動き出す。


    　仕事中だった少女の父親が呼び出され、神妙な顔で医師から詳しく説明を受けていた。


    　少女は何が起こったのかすらわからず、困惑するしかない。


    　ずっと無言のまま、よからぬことが起こったのだと幼心に思うだけだった。


    「この子は施設に送られます。望み薄ですが何かしらの遺伝子疾しつ患かんによってセンス機能を消失させる変異が起こっている可能性もありますので」


    　センスの使えない者は、『センスレス』として扱われ、両親から引き離され、とある施設で過ごすこととなる。


    　しかし、その施設から戻ってきた者はいない。そこで行われていることは厳重に秘ひ匿とくされており、中に入った者がどうなるか、誰も知らないのだ。


    　ただ、確かなのは──。


    　この先、少女と両親が一緒に過ごすことは、生涯ないということだ。


    　さらにもうひとつ。


    「あなた方も、地下──フェーズⅢへ異動です」


    　地球の空に作られた新たな地上であるフェーズⅡに住まう者は、多大なるセンスを持つ者でなければならず、遺伝子もまた優秀でなければならない。


    　そんな優秀であるはずの者が、センスレスを産むなど許されないことだった。


    　遺伝子の劣った者に、フェーズⅡに住まう資格などあるはずもない。


    　しかし、これまでの彼ら個人の実績と、優れたセンスがあったからこそ、かつての大地であるフェーズⅢに留とどまることができるのだ。


    　もし彼らが凡百の人間であれば、さらに奥深い地下へと追いやられ、事実上の幽閉となっただろう。


    「そして、もう子供を産むことは許されません」


    　さらに、世界の革新を妨げる異端分子には命を繋つなぐ資格すらなくなる。


    　再びセンスのない子供を産む危険性があるからだ。


    　世界を停滞させることなく、さらなる革新をもたらすために、人は競争に身をやつし、センスを向上させ続けなければならない。


    　故ゆえに、子供は親から引き継いだセンスをさらなる高みへ昇華させる必要がある。


    　それができなければ、人は先へと進めない──。


    「嘘うそ、でしょう……？」


    　少女の母親はまだ事態を把握できずに号泣している。


    　そんな母親を心配して服を引っ張るが、そこで見たのは怒りに歪ゆがんだ醜みにくい顔だった。


    「あなたなんか産まなきゃよかった……。なんでわたしたちがフェーズⅢなんて太陽の届かない場所に落ちなきゃいけないの。あなたが、少しでもセンスを使えていれば……」


    　施設に送られる前、最後に聞いた母親の囁ささやきは呪じゆ詛そのようで、少女を呆ぼう然ぜんとさせた。


    　叱しかられるよりも遥はるかに鋭利で、少女の心をいとも簡単に切り裂く。


    　愛情に包まれてきたはずだった。


    　不自由など何も知らなかった。


    　だが、センスがないと判明した途端、何もかもが瓦が解かいする。


    　幼い彼女が理解したのは──この理不尽が、世界のルールなのだということだけだった。


    



    　こうして後のちにエリシアと呼ばれる少女は、平和な理想郷から追放された。

  


  
    ［第一章　光なき世界］


    



    　いつの頃からか不自由という概念は薄れ、そして消えていった。


    　大企業プレローマ・インダストリィの一部署、〝グノーシス〟の研究によって、人にはセンスと呼ばれる潜在能力が備わっていることが判明したのだ。以降人類は革新を成し遂げる。


    　生まれながらに備わるという六種類のセンス。


    　身体からだの強化。


    　自然への介入。


    　理ことわりの操作。


    　虚像の生成。


    　魂こん魄ぱくの支配。


    　想像の具現化。


    　おおよそ昔からは想像もつかないような絶大な力を獲得し、人々は大いに熱狂した。


    　それは、停滞していた人類が進化の階段を一気に駆け上がった瞬間でもあった。


    　自然現象を操り、理を操作することで、食糧はどの人々にも安定供給されることとなり。


    　身体能力の強化によって、病気や事故もなくなり。


    　魂こん魄ぱくの支配によって、紛争は穏やかに終結へと向かった。


    　天災すらも予知し、消し去ることができる。


    　精神制御によって心の平穏を得た。


    　そして、センスによる恩恵はその程度に止まらない。


    　人々の長年の夢だった、不老不死。そこに手が届きつつある。


    　そんな、誰もが安全で、誰にとっても理想の世界が築かれており、すべての人が穏やかな平和を享受していた。


    　しかし──いつの時代にも、例外という存在はいる。


    　世界からあぶれた者たちにとって、平和という特権などあって無きが如ごとしだった。


    



    「二番ドウーエ、六番セーイ、八番オツト。所定の部屋に入れ」


    　薄暗い施設の一室、簡素な長なが椅い子すが置かれた窓のないコンクリートの部屋に、ノイズ混じりのアナウンスが響く。


    　そこに座っていた三人が力なく立ち上がって、それぞれ番号の振られた扉へと向かった。


    　灰色のシャツに六番と書かれた少女も、二〇六と書かれた扉の前に立つ。


    　ガラスの小さな窓に、自身の顔が映し出された。


    　眇すがめたような細い目に、薄暗い瞳ひとみ。くすんだ銀髪は、手入れもされておらず、不規則に乱れている。


    　年は八歳といったところだろうか。


    　だが、八歳とは思えないほど、その姿に明るさは微み塵じんもなく、暗い雰囲気を纏まとっていた。


    　もっとも、ここで番号を割り振られた被験者たちは、ほとんどが似たようなものだが。


    「六番。早く入れ」


    　指示に従い、扉を開けて部屋の中へと入る。


    　中には人ひとりが収まる台座と、その上には天井から五本のアームが吊つり下げられていた。


    　台座の上に横たわると、五本のアームが一斉に動き、両腕、両足、腰を束縛するように掴つかみ、小さな針を容赦なく突き刺す。


    「フェイクセンス、セット。カテゴリ、心奏」


    　アナウンスが流れた瞬間、少女の身体からだが大きく跳ねた。


    　肌を焼かれたような痛みが襲おそう。


    　今、少女には強制的にセンスが埋め込まれているのだ。


    　ここは、後天的にセンスを発現させるための研究施設。


    　先天的にセンスを持たない者や使えない者に対して、無理矢理センスを植え付けて行使させることができるかどうかの試験を日々行っていた。


    　少女はこの施設の一被験者であり、研究の成果を確認するための実験体でもある。


    「が、あ……」


    　初めてこの実験を受けた時は、喉のどが焼けんばかりに大きな悲鳴をあげていた。


    　しかし、どれだけ泣き叫んでも親はもういない。助けてくれる近しい者もいない。


    　スタッフたちが手心を加えることもなかった。


    　その事実に絶望し、声をあげるのにも疲ひ弊へいして、いつしか少女は反射的にしか声を漏もらさなくなる。二年間の変わらない日々によって、身体からだも心も痛みに慣れてしまっていた。


    「セットエンド」


    　約十分後、処置が終了し、アームが少女の手足から離れていく。


    　身体から痛みがすうっと消えていった。


    「速やかに訓練室に移動せよ」


    　すぐにアナウンスが響き、少女は朦もう朧ろうとした意識のまま、身体を起こす。


    　ふらつく足をどうにか動かして部屋を出た。


    　通路に出て、ゆっくりと指示された場所へ向かう。


    「おい、退どけ退け！」


    　背後から大きな声と車輪の音が聞こえて、少女は機械的に端へ寄った。


    　ふたりのスタッフが、大きなストレッチャーと共に、六番の少女を横切って追い抜いていく。


    　その上には、少女と同じ年ぐらいであろう三人の子供たちの身体が重なって積み上げられていた。


    　ストレッチャーは乱暴に動かされているにもかかわらず、上の身体はピクリとも動かない。


    　──ああ、耐えきれなかったんだな。


    　珍しいことではない。後天的にセンスを埋め込むことは大きな危険を伴う。


    　拒絶反応を起こして細胞が機能を停止し、死に至るのだ。


    　あるいは痛覚の限界を超えて、乱心することもある。そうなってしまったら、もう元に戻ることはできない。そのまま薬によって処分される。


    　ここの被験者たちはすべて『センスレス』。


    　世界で生きる権利を奪われた存在だ。どれだけ惨むごい目に遭おうとも、拒否する権利はない。


    　死ぬのが早いか、遅いか、その違いしかない。


    「………」


    　そんな哀れな彼らを見送る少女の陰気な瞳ひとみには、微かすかに羨せん望ぼうの色が混ざっていた。


    　死ねた方が幸せだろう。もう苦しむことがないのだから。


    　それが、この施設で二年過ごした少女の偽いつわらざる気持ちだった。


    　ここに来た者たちは最初の一週間で二割が死亡する。半年以内に五割が死亡する。


    　一年を過ぎた頃には七割が死亡する。


    　それを過ぎると、ほとんど死ななくなる。


    　少女はその分ぶん水すい嶺れいを超えてしまった。


    　──死亡者は埋まい葬そうすらされずに、どこかに捨てられるという話だが……。


    　それを酷ひどいとも、可か哀わい想そうとも思わない。


    　ただただ、死ぬことのできる者を羨うらやんだ。


    　この理不尽な世界から消えることができる者は幸せだと嫉しつ妬とした。


    　──早く死にたい。


    　──今すぐ死にたい。


    　──せめて正気を失いたい。


    　──自我がなくなればいいのに。


    　この施設の中でできるのは、ただただ死を賜たまわりたいと願うことだけだった。


    　それは誰に向けたものでもない。


    　少女は願いを聞き届けてくれる者の存在など欠か片けらも信じていないし、神の概念などとうに忘れてしまっていた。


    　……いや、でも彼女は──と頭に過よぎりかけた顔を、少女はすぐ消去する。


    　救世主などいないのだ。


    



    　六番の入った訓練室は広く、長いテーブルが置かれ、その周りには粗末な丸椅い子すがある。


    　天井も高く、部屋の壁上部には被験者たちの様子を見物するには充分な大きさのガラスが張られており、その奥では研究者たちが機材の前に座って、中を見下ろすように覗のぞき込んでいた。


    　訓練室で他の被験者たちと合流し、テーブルにつく。それから各々が上に置かれたヘルメット型の機材を手に取った。子供たちに不釣つり合いなほど巨大で、被かぶると頭の上から鼻まで覆おおわれる。


    　ヘルメットの内部にはディスプレイが備え付けられていたが、今は何も表示されておらず、ただただ黒かった。周囲の光景が何も入らないように、完全に視界が遮さえぎられている。


    「デベロップエンセファロン、起動」


    　機材からアナウンスが流れて、ディスプレイに、微かすかに白黒のノイズが走った。


    　その瞬間、視界が一気に切り替わる。


    　自分以外のすべてが真っ白になった。


    「電子世界インデイヴイデユアリズムへの移行完了」


    　先程までいた部屋ではない。


    　見渡す限り、白が広がっており、まるで浮いているようでもあった。


    　足場はしっかりとしており、足の裏に冷たくも温かくもない感触を伝えてくれる。


    「何度も言うようだが、貴様らは現実世界でセンスを発現できない。この電子世界でセンスの感覚を磨みがけ。ここでなら元がセンスレスの貴様らでも発現は容易だ」


    　担当官からの言葉が脳内へ直接響く。


    　それは何度も何度も耳にして、聞き飽きた文言。


    　センスを発現できないからこそここに堕おちているのに、まるで自分の立場を忘れるなと念押ししているかのようだった。


    「では六番。弓を持て」


    「……はい」


    　何もなかった空間に突如、弓が出現する。少女の身長よりもやや小さいロングボウと呼ばれる武器だ。


    　弓の胴を手に取るが、必需品のはずの矢がない。


    「いいか。今回、貴様に埋め込んだセンスは魂たましいの力を具現化し、エネルギーとして放つセンスとなる。矢の生成と相性がいいだろうという予測が出ている」


    　再び脳内に声が響く。


    　つまり、矢をそのセンスで作れと言うことだと六番は察した。


    　前方、約三十メートル先に円形の的が生み出される。六番からは小さく見えたが、的の直径は四十センチ弱か。


    「最初は矢の生成をこちらで行う。構えろ」


    　言われた通り、弓を構えて、弦を引く。


    　どういう素材なのかは不明だが、大した力のない少女の腕でも弦は強く引くことができた。


    「生成」


    　担当官の合図と共に、身体からだから力が抜けるような感覚が迸ほとばしる。強い吐き気と倦けん怠たい感が同時に襲おそってきた。


    　埋め込まれたセンスは遺伝子が拒否するのか、使用時に副作用をもたらすことが多い。


    　以前、似たようなセンスを埋め込まれた時、膝ひざをついたら酷ひどく叱しかられ、体罰を受けたことを思い出す。


    　少女は気をしっかり持って、足に力を入れた。倒れそうな身体をどうにか立て直す。


    　少しずつ不可思議な力が、身体を通って手へ集まっていくことを感覚で理解した。指先が淡く輝き始め、そこから指の先へと光が伸びていく。


    　気付くと自身の手に光の矢が生成されており、あとは放つだけとなっていた。


    「放て」


    　言われて、光の矢から指を離し、矢を放つ。


    　光の矢は彗すい星せいのように光の尾を引いて飛ひ翔しようし、狙ねらい通り的に突き刺さった。


    　同時に光は霧散し、弾はじけてしまう。


    「……ふむ。思った通り、相性は悪くなさそうだな」


    　アナウンスを聞きながら、反応の良さに小さく安あん堵どした。


    　上う手まくいかないと癇かん癪しやくを起こされ、罵ば倒とうの時間が続くことになる。それが体罰に繋つながるのは、少女としては御ご免めん被こうむりたかった。


    「今の感覚を覚えておけ。今度は光の矢の生成から自分でやってみろ」


    　次々と的が現れていく。すべてに矢を当てろということだろう。


    　弓を構えてから先ほどの感覚を思い出し、身体からだの中で不可思議な力を集めていった。


    　気を抜けば拡散してしまいそうなエネルギーを、どうにか指に集束させると、再び光の矢が生まれる。


    　できあがった矢を放ち、的に当てた。


    　先ほどと同じことを繰り返し、さらに繰り返し──ひとつひとつ、丁てい寧ねいに的を射る。


    「素晴らしい。すべてに当てたな。今日は終わりでいいだろう。六番。センス抹消処理を受けてから部屋に戻るがいい」


    　吐き気も倦けん怠たい感も少しずつ体から抜けていき、少女は大きく息を吐いた。


    　視界が白からブラックアウトする。


    　腕や肩を小さく動かしながら現実に戻ってきた感覚を確認して、頭につけた機材を取ってテーブルに置いた。


    　いつもの、作業だ。


    　今日は偶たま々たま上手くいったが、代わり映えなどしない。


    　だが、いつまでこんなことをしなければならないのか等といったことを、少女はもう考えなくなっていた。考えれば考えるほど、気が滅め入いっていく。


    　これは死ぬまで続くのだと、ぼんやりと思っていた。


    「二番！　早く腕を動かせ！」


    　すぐ傍そばで怒号が響く。甲高いヒステリックな声だった。


    「わかっているのか？　貴様に埋め込んだセンスは特別製なんだぞ！　相性のよさは遺伝子的に証明されている！　発現できないわけがないんだ！　たとえ失敗作と言えど、《星を継ぐ者アイオーン》であれば──」


    　その後ろから、研究者たちの不安そうな声が漏もれてくる。


    「マズいだろう。あれだけの資金を受け取っておいて、できませんでした、では」「フェーズを落とされてしまうぞ……」「そもそも研究の前提が間違っていたという可能性はないのか？」「もうそんなことを言っている時期ではない」「成果を出せなければ、我々は破滅だ。やるしかない」「ナハシュ様が査察に来るまで、まだ猶予はある。それまでには……」


    　センスの研究は、今の世界を牛耳る〝プレローマ〟の一部署──〝グノーシス〟が担当している。


    　そして、〝グノーシス〟はフェーズの管理も行っていた。


    　二〇四八年に、〝プレローマ〟によってセンスの革命が起こり、一年もしないうちに世界が統一されて以来、人々の住まう場所には階層が生まれている。


    　フェーズⅠ、フェーズⅡ、フェーズⅢ、フェーズⅣ、フェーズⅤ。


    　センスの有用性や潜在的な力に応じて、人々を分ける政策。


    「終わりなき競争こそがセンスを向上させる」


    　そんなプレローマの社是の下、身分制度ができあがっていた。


    　フェーズⅠは特権階級のみで構成され、所持しているセンスが専門的であるか、多大な力を持っている者に限られる。


    　フェーズⅡには、才気溢あふれるセンスを持っている者が入る。


    　フェーズⅢには、一般的なセンスを持つ者。多くの者がこことなる。


    　フェーズⅣは、センスの劣る者が入る。


    　フェーズⅤは、センスの存在しない、この時代においては異端な、役に立たない者が入る。


    　フェーズⅡを土台に、フェーズⅠが高い場所に住まう。


    　ここまでが太陽という特権を得られる者たちだ。


    　フェーズⅢは本来人の住んでいた七大陸だが、フェーズⅡという星を覆おおう空の大地──《天てん蓋がい大陸》が築かれて以降、太陽の恩恵を受けることはできなくなった。


    　フェーズⅣはさらにその地下となる。


    　人工の光と、フェーズⅢに微かすかに注ぐ太陽の、さらに漏もれる光だけが彼らを照らすのだ。


    　そして、フェーズⅤはさらなる地下。


    　世界から切り離された死の階層で、太陽の恩恵など、まったく受けることができない。


    　そこは闇やみであり、死の蔓まん延えんする世界だという。


    　大半の人は存在すら気にすることのない、人口一％未満の世界。


    　センスは遺伝であるため、個人の意志によるフェーズの出入は困難となる。最初から潜在能力や有用性が明かされているため、上に行くには尋常ではない努力と発想が必要だった。


    　そのため人々の住まう大地は、ほぼ世襲制と言える。


    　だが、競争を促うながすためか、「上に行ける」「下に落とされる」という飴あめと鞭むちは確かに存在していた。


    　それすらも〝グノーシス〟が決定権を持つため、彼らの匙さじ加か減げんで、人々の住まうフェーズが決まるのだ。


    「このグズが！　最初からやり直せ！」


    　フェーズを落とされまいと必死だからこそ、誰しも怒りで我を忘れてしまう。


    　剥むき出しの感情が訓練室に響いていた。


    　──わたしには関係のないことだ。


    　この施設が解体されるようなことになったらどうなるのか。


    　あるいは、今後こそ処分されるかもしれない。


    　この地獄から抜け出せるなら、それでもよかった。


    　ただただ、痛みに耐え、物のように扱われ、尊厳を穢けがされる日々。


    　それは少女から幾つもの感情を奪っていった。


    



    　訓練室を出て、二〇六の部屋に戻り、抹消処理を受ける。


    　センスを埋め込んだままでは身体からだによくない……と説明を受けたが、センスを持ったままうろつかれる方が面倒なのだろう。


    　被験者たちが共同で住まう寝室に戻ると、他の者はまだ帰ってきていない。


    　ここには机もなければ椅い子すもない。窓もない。蛍光灯の光はいかにも頼りない。


    　ただ、粗末な布ふ団とんと、申し訳程度の上掛けがあるだけだ。常に一定の室温に保たれているとはいえ、実に心こころ許もとなかった。


    　ここに来る前は厚手の敷き布団に、ふわふわの掛け布団だったことを考えると、とてつもない落差である。もっとも、もうあの頃の感触など記憶から消えてしまっているが。


    「ただいまー」


    　しばらくすると部屋の扉が自動で開き、二番と印字された服を着たひとりの少女が入ってきた。


    　六番の少女よりも頭半分ほど大きく、以前、年齢を尋ねた時に、四つほど上だと聞いている。


    　多少くすんでいるが、生来のものであろう金髪と蒼あおい瞳ひとみは、こんな環境であってもひときわ目立っている。


    　先ほど訓練室で怒鳴られていた少女だった。


    　それにもかかわらず、彼女はあっけらかんとした顔をしていた。


    　こんな施設でありながら、ほんわかとした場違いな雰囲気を醸かもし出している。


    　彼女は普段から変わることなく、このように振る舞っていた。


    「あ、六番ちゃん。今日は早く終わったんだねー」


    「……ちゃんづけやめて」


    「えー。いいじゃないの。いじわるー」


    「意地悪でもなんでもない。というか、二番。あなたがここの最古参なんだから、もっとしっかりと……」


    「こんな施設でしっかりとしてたって意味ないよー。ほとんど自由がないんだから、この部屋の中ぐらい自由に、怠惰に、楽しく過ごそうよー」


    　この施設内で、とんでもない物言いである。研究者たちに聞かれていたら、非協力的という名目で体罰を受けかねない。


    　だが、彼女は六番の少女が来た当初からこうだった。


    　精神が強いのか、あるいは精神がやられてこうなのか、六番には判断がつかない。


    「だけど、あなたはずっと怒鳴られてるわりに死なないね。わたしよりも、二年も前からいるのだろう？」


    「ねー。身体からだが頑がん丈じようなの。親に感謝するべきなのかな。売られたけど」


    　反応しにくい返答である。


    　そもそも頑丈なのは身体ではなく、心ではないかと言いたくなったが、やり取りが面倒くさくなって口を噤つぐんだ。


    「ところで六番ちゃん、こんなに早く帰ってきたってことは上う手まくいったってことだよね？」


    　だからと言って、会話を止めるような相手でもないのだが。


    　六番は溜ため息いきを吐つきながら応対する。無視しても、しつこく纏まとわりつかれるだけなのだ。


    　他にやることがないということは、コミュニケーションぐらいしかやれることがないということでもある。
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    「幸か不幸か、後付けのセンスだけど光の矢を出せた。かなり上機嫌だったから、たぶん、これを突き詰めていくんだと思う」


    「もし、そのまま上手くいって、完かん璧ぺきに制御できるようになったら、この研究所では初になるはずなんだよね。どうなるんだろう？」


    　六番には成功したケースの末路などわからない。どんな形にせよ、ろくな展望しか思いつかなかった。


    「今まで誰もいなかったのか」


    「いないねー。一番くんも、三番さんも、四番ちゃんも、五番くんも成功一歩手前で死んじゃったし。六番ちゃんも気をつけてね」


    「どうやって気をつけろと言うんだ。そもそも、わたしはさっさと死にたい」


    「そんな悲しいこと言っちゃダメだよー」


    　すると、二番は六番に近づき、優しく抱きしめた。


    　これもよくやってくるスキンシップだった。彼女は六番をまるで妹のように可か愛わいがっている。


    「ちょっと、やめてほしいんだが」


    「えー。いいじゃない。あたし、六番ちゃんが温かくて好きだしー」


    「暑苦しいからやめて。他の皆みんなにやって」


    「昔はみんなこういうことやってたみたいだよー。誰彼構わず、何かあったらすぐにハグして、ほっぺにキスして」


    　そう言って二番は六番の頬ほおに軽くキスをした。


    「ああ、もう。感触が気持ち悪いから。というか、昔の話っていつの話だ」


    「百年は経たってないけど、そのぐらいだったかなー。ここに来る前に、本で読んだことがあるんだ。でも、その本、発禁本でね。それで親が捕まっちゃって、親が賄わい賂ろを使って罪を逃れたんだけど、賄賂のお金のために、あたしを売ったんだ。それで巡り巡ってここにいるの」


    　二年間、ずっと一緒に過ごして初めて聞く話だった。


    　同情する話だが、ここにいる者たちの中では、よくある話の域を出ない。


    　ただ、今の話にはひとつ、抜け落ちている説明があった。


    「センスがなくて落ちたんじゃないのか？」


    　ここにはセンスのない、あるいはセンスがあるのに、発現する術すべを持たない者が集つどう。


    　センスがあれば、ここで実験を受ける必要もない。


    「あたしは皆とはちょっと違うんだよね。ただ、センスが役に立たないってことで、ここに来てるんだ」


    「……じゃあ、二番はセンスそのものは発現させられるのか」


    「うん。できるよ？　でも、自分の意志では無理なんだ」


    　二番はそれが当然のことのように言う。


    「しかも、成長しても役に立たないんだよね。将来性もないって言われたし」


    　それを聞いて少し俯うつむく六番。


    　まさか、センスがあっても、落とされるとは思ってもいなかった。


    　六番の悲しそうな表情を見た二番は、さらに強く抱きしめた。


    「同情してくれるの？　六番ちゃんは優しいねー」


    「し、してない。それと、いい加減離してくれ。そろそろ皆も帰ってくる頃だろうし」


    「いいじゃない。あたしたちの仲を見せつけましょうよー」


    「意味がわからない！」


    　ついつい憎まれ口を叩たたいてしまうが、六番が正気を保っていられるのは、彼女の存在が大きいだろう。


    　何度も何度も世話を焼いてくれる最年長の彼女がいなければ、とっくに心の折れている子供たちは多いはずだ。六番もそのひとりといっていい。


    　六番は死にたかったし、正気を失った方が楽になれるとも思っている。それは間違いなく本心であり、この世界に未練などあるわけもなかった。


    　が──こうして二番とやり取りする時間は嫌いではない。


    　死後も続けられればいいと、空想するぐらいには……。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　あの日から埋め込まれるセンスは、すべて同じものとなった。


    　二週間ほど連続で、六番は電子世界インデイヴイデユアリズムで光の矢を放っている。一本ずつしか生成できないが、的にはすべて命中していた。以前から成長した点を挙げるとすれば、立て続けに射られるようになっていることか。


    　何度も味わってきたことが理由か、センス注入時の痛みも薄まってその制御も容易になっており、扱いに慣れてきたようだった。


    　施設に来た当初はセンスがなかったことが原因で落とされたこともあって、センスを恨んでいたが、こうして使うことができるようになると六番としては複雑な気持ちだった。


    　これが最初からできていれば、ここに来ることもなかったのに、と。


    「よし、いいだろう。明日も頼むぞ、六番」


    「これなら完全に固着できそうだ。反動も副作用もほとんどない。やはり経路さえできてしまえば、どうとでもなる。あとは他の者にとって、どうかという話だが……」


    「いや、遺伝子情報との兼ね合いで、可能か不可能かを判断できる方がいいだろう」


    「塩基配列と密接に繋つながるなら計算すればいいだけだがな。数秒で済む」


    　この日は大勢の研究者たちが六番の訓練を覗のぞいていたらしく、今も議論が白熱していた。いつも通り、作業をこなした六番は会話に耳を傾けることなく寝室に戻る。


    　この日は長い訓練だったこともあり、既に他の全員が部屋に戻っていた。


    　六番は特にやることもなく、壁に寄り掛かって時間が経たつのを待つ。遊び道具があるわけでもなく、本が置いてあるわけでもないため、体力を使わないようにするのが一番いい。


    　周囲を見渡すと、部屋の中では二番が他の子供たちと、よくわからない遊びをしていた。先ほどから握り拳こぶしを縦にして、数字を言い合いながら親指を立てたり倒したりしている。何気に盛り上がっているが、ルールを知らない六番としては首を傾かしげるばかりだ。


    「そーいや、二番さ。最近、ずっと同じセンスを埋め込まれてるんだって？」


    　十三番トウレデイチと印字されたシャツを着た少年が、何気なくそんなことを二番に尋ねる。


    　短髪で気の強そうな少年だった。年は六番と同じぐらいだろうか。


    　二番は十三番の質問に小さな笑みを返した。


    「そういう十三番くんも。最近はずっと同じみたいだよね」


    　どうやら六番以外にも、同じセンスを埋め込まれ続けている者がいたらしい。


    「十八番デイチヨツトもそうだろ？」


    　十三番は十八番に水を向ける。


    「う、うん……」


    　十八番は十三番と違い、見るからに気弱そうな少年だった。


    　ともすれば女子に間違えられそうなほど線が細く、髪も長い。


    「確か六番ちゃんもそうだよね？」


    　水を向けられた六番は話の流れとしては予想通りだ、と億おつ劫くうになりつつも小さく頷うなずく。


    　ここには今、合計で十三人の子供がいるが、他の子供たちは手を挙げない。


    　どうやらここ数日内で同じセンスを埋め込まれているのは、四人だけのようだった。


    「何が起こったんだろうな。向こうも説明は一切なしだし気色悪いぜ」


    　十三番がぶっきらぼうに毒づく。


    　彼はあまり優等生ではなく、事あるごとに研究者に刃向かい体罰をもらっている常習犯だった。


    　彼曰いわく、「それで死ねれば儲もうけものだろ」とのことだったが、その望みは今の今まで叶かなっていない。


    「というか、十三番くん。ゲームの負けをそんな話で誤ご魔ま化かすのはナシだからね。ちゃんと今度、掛け布ぶ団とんを譲ってよ」


    「だーっ！　まだ負けてねぇ！　勝負はついてねぇからな！」


    　無駄に元気だな、と六番は溜ため息いきを吐つく。


    　訓練が終われば、寝室で待機しているだけなのだが、時折、追加の訓練がある。


    　不測の事態のためにも、六番としては体力の消耗は避けたい。動くのも面倒だった。


    　──しかし、この日。


    　いつもとは、違うことが発生した。


    「………」


    　突如、部屋の扉が開き、無言で三人ほどの研究者たちが、ずかずかと我が物顔で部屋へと入ってくる。両脇には武器を携たずさえた屈強な兵士らしき者がふたり立っていた。


    　普段、研究者がこの部屋に入ってくることはない。何かあるとしても、備え付けられたスピーカーからのアナウンスで言い渡されるだけだ。


    　そんな珍しいことに、子供たちは何が起こるのか怯おびえ、遠巻きにしている。二番は近くにいた年少の子たちを庇かばうようにしていた。


    「二番、六番、十三番、十八番。立て」


    　そんな様子になど構うことなく、代表らしき研究者がそう口にする。


    　六番が率先して立ち上がると、呼ばれた他の番号の者たちも続いた。


    　先ほど同じセンスを埋め込まれ続けていると明かした者たち四人だ。


    「部屋替えだ。ついてこい」


    　研究者たちはそれだけ言って無言で部屋を出ていく。


    　いきなり言われ、理解が追いつかないが、ついていかないと後で何かしらの折せつ檻かんがあるだろう。特に抵抗をすることもなく、六番たちは彼らに続いた。


    　部屋に愛着があるわけではないが、共に過ごした子たちと離れるのは、あまり話したことがないと言っても些いささか寂さびしい気持ちになる。


    「お前たちは、おそらく最初の成果物となる」


    　兵士らしき者たちに囲まれながら歩いていると、六番の傍そばにいた研究者が突如そんなことを言い出した。いきなり連れ出されたことへの、せめてものフォローなのかもしれない。


    「だから、他の者とは環境を変える必要があるのだ」


    　長い階段を上り、無駄に複雑な通路を進み、ようやく目的地へと到着する。


    　研究者がセンサーにカードをかざすと扉が開いて、部屋の内部が視界に収まった。


    　今までのようなたこ部屋ではない。窓はなく、扉は施せ錠じようされるタイプのものだが、布ふ団とん付きの二段ベッドふたつに、それぞれの机がある。トイレや洗面所までついていた。


    　殺風景ではあるが、元々いた場所よりは遥はるかにマシな環境。


    　最低限、人が住むに値する部屋と言えた。


    「お前たちはこれから、ここで生活しろ。何か質問は？」


    　厳いかつい顔の研究者に対して、二番がおずおずと手を挙げる。


    「あ、あの……。元いた部屋の子たちは……」


    「やつらはあのままだ。何かしら成果を出し始めたら、その限りではないがな」


    「せめて寝る時以外向こうの部屋に行きたいんですけど」


    　残してきた子が心配なのだろう。


    　二番が抜けると、今まで面倒を見ていた一番の古株が抜けることとなるのだ。


    　向こうの部屋の彼らもこれからどうすればいいのか不安に感じるだろう。


    　だが、研究者は鋭い眼光で首を振った。


    「ダメだ。これから向こうと交流することは一切、許可しない」


    「……そう、ですか」


    　二番が寂さびしそうな表情を浮かべたことに、研究者が不愉快そうにムッとしたが、特に罰を与えられることはなかった。


    　そのまま研究者たちは出ていき、扉が閉まり、鍵かぎをかけられた。真新しい部屋の中に四人が残される。


    「ひとまず、よろしくね。みんな」


    　二番が率先して周囲を見渡して挨あい拶さつした。


    　彼女はいつだって好奇心の塊かたまりのように、コミュニケーションを取ってくる。


    　六番が施設に来た時もそうだった。根掘り葉掘り聞かれたものだ。


    「元々、一緒の部屋だったんだし、今いま更さらよろしくもないだろう」


    　六番が言うと、二番は不満そうにぷくっと頬ほおを膨ふくらませた。


    「でも、環境も変わったんだから、一応挨拶はしておかないと。ね？　男子ふたりもあたしを虐いじめないでね」


    　二番はいたずらっぽく十三番と十八番に視線を向けた。


    「ま、よろしく。というか、お前は虐められる性格じゃねーだろ。手痛いしっぺ返しを喰くらいそうだし」


    「……は、はい。よ、よ、よろしく……」


    　ふたりとも戸惑った様子で、二番と挨拶を交わす。


    「知らない仲じゃないわけだし、こうなった以上は少しでも楽しく過ごそうね！」


    　二番がそんな感じでまとめた。


    　それからしばらくすると夕食の時間になり、食事が配はい膳ぜんされてくる。


    　今までのような、よくわからない固まりや、冷たくも熱くもないスープではない。


    　豪勢には遠いが、最低限の自尊心を持てるぐらいの見栄えとなっていた。物から人としての扱いに変わったと思えるほどだった。


    　怪しいと思ったのか、六番と十三番は訝いぶかしげに食べ物を睨にらんでいる。


    「……毒でも入ってるんじゃないだろうな」


    　十三番が警戒してフォークで突くが、それで何かが起こるわけでもない。


    　だが、


    「あっ。味ついてるよ。これ」


    「ほ、本当だぁ……」


    　二番と十八番は気にしていないのか、あっさりと口にした。


    　特に十八番は今までに見たこともないような表情で、幸せそうに咀そ嚼しやくしている。


    「ふたりも食べてみなよ。美お味いしいよ」


    　二番に言われて、恐る恐る六番と十三番も口に入れた。


    　確かに味がある。それは今までにない複雑なものだった。


    　気付いた時には、すべてを平らげていた。誰かが半分勝手に食べたのでは？　と思ってしまったほどだ。


    「オレらの待遇、マジで変わったのか……？」


    　十三番が疑い深く言うが、まだ一日目のため、それはわからない。


    「これを向こうの皆みんなにも食べてもらえればいいんだけどね」


    　そして、二番はこんな時でも残してきた子どもたちのことを心配していた。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　待遇がよくなったとはいえ、被験者として日々やることは変わらない。


    　埋め込まれたセンスを磨みがくように訓練する。それだけだ。


    　ただ、変わった点は幾つかあった。


    　以前一緒に過ごしていた面々と、訓練の時間もずらされて会えなくなったこと。


    　これは二番が特に寂さびしがった。理由を知らされることなく、どんな風に過ごしているかもわからない。それがまた二番を不安にさせている。


    　そして、もうひとつ。訓練をする環境も変わった。


    　今まで電子世界へ行って補助を受けながらセンスを使っていたものを、現実で使うようにシフトしていったのだ。


    　すぐには慣れなかったが、二日もすると現実でもセンスを使えるようになっていく。


    　二番は、分子破壊。


    　六番は、光こう矢し精製。


    　十三番は、透明化。


    　十八番は、精神感応。


    　それぞれ、己がセンスのように使いこなしていた。お互いのセンスがわかったのは、訓練を広々とした大きな部屋で一緒に行っていたからだ。


    　今まで訓練は個別の電子世界で行われていたため、他人がどんなことをしているかなどわからないし、使っているセンスすらわからなかった。


    　これにどのような意味があるのかもわからなかったが、六番たちは特に何も考えずに、訓練を行っている。


    　それにも慣れてくると、またも大きな変化が起きた。


    　訓練が終わったら取り除かれていたセンスを固着されたままになったのだ。


    「普段使いして馴なれさせよ」


    　とのことだが、センスは使い方次第でとてつもない武器になる。


    　研究者たちの命令には従うほかないのだが、彼らには自分たちが害されるという考えはないのだろうかと非常に不気味だった。


    「よし、六番。目標を達成したな。部屋に戻れ」


    　この日の訓練が終わって、六番が部屋に戻る。


    　中には誰もいない。静かなものだった。


    　だが──。


    「……十三番。見え見えだぞ」


    「ちぇっ。なんだよ。六番は鋭いな」


    　誰もいなかった部屋に六番の姿がスッと現れる。ばつの悪い顔をしている。


    　普段使いせよという言葉通り、自身のセンスをこの平常時に使っていた。


    「息遣いが聞こえるし、微かすかな物音もしたしな。君のセンスを日頃から見ていれば、看破するのは容易たやすい。そもそも先に帰っているのをこっちは知っているのだから、もっと注意するべきだろう」


    「呼吸かよ。そこまで意識しなきゃダメって、お前の方がこえーわ」


    　十三番はやられたとばかりに大きく項うな垂だれる。


    　一緒に過ごしてわかったのだが、彼は非常にイタズラ好きだった。


    　実害はないものの、何度かちょっとしたイタズラをやられたことがある。


    　身体からだに触れられることは何度もあった。その度に無言ではたいている。


    「ただいまー」「た、ただいまです」


    　二番と十八番も一緒に帰ってきた。仲良く手を繋つないでいる。姉弟のようで微笑ほほえましい光景だった。


    「待遇が変わってから、本当に楽になったよね。訓練時間は少し長くなったけど」


    　二番が言うと、十三番が強く頷うなずいた。


    「ホントにな。センスがあるってこういうことなんだって思うぜ。センスを使いながら生活してると、今までと全然違うし。透明化してれば、ちょっとうろついてもバレないし。研究者と擦すれ違っても全然平気なんだぜ」


    「十三番くんは危ないことしてるなー。バレたらきっと怒られるよ」


    「大丈夫だっての。透明なまま蹴けっても気付かねーんだぜ、あいつら。怒りながらキョロキョロして、不思議そうな顔してんの。ざまあねえぜ」


    「だ、駄目だよ。そんなの」


    「なんでだよ。あいつらなんか、別に死んでた方がいいようなクズじゃんか」


    　不機嫌そうに吐き捨てる。


    　これまで実験で痛めつけられてきた恨みが噴出しているのかもしれない。


    「否定はしないけど、危険な真似まねは駄目だよ。十三番くんが傷付くかもしれないんだよ」


    「この程度、ちょっとしたおふざけみたいなもんだっての。それにあいつらはオレたちを研究成果とか言ってるから、手荒なことはされねーだろ。向こうも必死みてーだしさ」


    「それはそうかもしれないけど……」


    「今のオレなら触れた人間を透明化することもできるし、なんなら一緒に散歩しねーか？　色々と発見できるし、興味深い話も聞けるぜ。上司の愚ぐ痴ちとか、浮気のこととか」


    「あたしは遠慮しとくよ。さすがにそんな勇気ないし」


    　十三番は楽観的に言うが、二番は逆に不安がっていた。向こうがセンスを普段使いさせることにどんな意味があるのか、その意図がわからないからだろう。


    「ぼ、僕もセンス使ってて楽しいよ。向こうの子たちと喋しやべれるし……」


    「……精神感応をそういう風に使ってたのか。最近、随分と明るいと思っていたが」


    　十八番の言葉に、六番は得心がいったように手を叩たたく。


    　当初はずっと暗いままで、緊張のせいか口調もおぼつかなかったが、最近妙に笑顔が増えていたのだ。


    「そうだったんだ！　皆みんなは大丈夫？　泣いてる子はいたりしない？」


    「八番の人オツトがどうにかまとめてるみたい。少し寂さびしがってるけど、元気にやってるって」


    「そっかー。よかった」


    　残された向こうの状況がわかって、二番は安あん堵どしたように息を吐いた。


    　こんな時でも、自分よりも他人の心配かと、六番は呆あきれてしまう。


    「ね。ね。精神感応って、どの辺りまで伝達できるの？」


    「前はすぐ近くまでしか無理だったけど、今ならたぶん、この施設の中は全部かな……。うっすらと心を読むこともできるし」


    「すごいね！　あたしたちのも読めちゃうの？」


    「皆のは読んだりしないよ。ただ、どんな気分なのかは、何もしなくても見えちゃうんだけど」


    「そうなんだ。じゃあ、あたしは今、どんな気分かわかる？」


    「オレンジ色に見えるから、きっと楽しいんじゃないかな」


    「十三番は？」


    「黄色だから、興味を持ってるとか？」


    「六番は？」


    「いつも色が薄いんだよね……だからわかりにくい」


    　六番は少しホッとした。心を読まれるのは、あまり好きではない。


    「そういや、六番は光の矢を出してるけど、あれって弓がなきゃダメなのか？」


    　十三番に話を振られて、六番は仕方なく向き直る。


    　しつこいから最終的にはどうせ言わされるため、最初から言っておいた方が面倒がない。


    「指だけでもできる。ただ、弓があった方がイメージしやすい」


    「へー。見せてくれよ。訓練室じゃ、自分の方に集中してて、そこまで見えないからな」


    　六番は渋々、指を動かす。


    　人差し指を十三番に向けて、小さな光の針を作り上げてから、そのまま放った。


    　光は十三番のあごに突き刺さり、霧散する。


    「何かチクッとしたぞ」


    「威力は抑えてるからね。本気で放ったら、身体からだに穴が開くぞ」


    　すると二番が嬉うれしそうに手を叩たたいた。


    「六番ちゃん、制御できるようになったんだねー。前は壁とかに穴を開けてたでしょ？」


    「も、もうそんなヘマはしていない！」


    　恥を晒さらされて、頬ほおをほんのりと染める六番。


    「あ、恥ずかしがってるねぇ。色が見えるよ」


    　十八番にまでからかわれ、六番はきまりが悪そうに俯うつむく。


    　逆に十三番は青い顔をしていた。


    「下へ手たしたら壁に穴を開けるようなもんを喰くらったのかよ……」


    「だからそんなヘマはしないと言っただろう！　そもそも、それは弓を使ったらの話だ。指だけであんな威力は出せない！」


    「へーへー。……って、あれ？」


    　十三番は眉まゆを顰ひそめて、首を傾かしげる。


    　頻しきりに針の刺さった顎あごをさすっていた。


    「センスが使えねぇ……。透明化できねぇぞ。もしかして、埋め込まれたセンスが消えたとかか？　埋め込まれてから結構時間経たってるし……」


    「え？　僕は使えるよ」


    「あたしも使えるけど……。それに自然に消えるなんて話、聞いたことないけどなぁ」


    　六番も密ひそかにセンスを使ったが、先ほどと同じように指に光の針は出た。


    　十三番がしばらく困った顔をしていたが、


    「あ、戻った」


    　彼は一瞬、透明化してすぐに姿を現す。


    　使えるように戻ったが、原因がわからないためか、納得できないように口を真一文字に引き結んでいた。


    「六番の光を喰らった瞬間、妙な感覚があったんだけど……」


    「わたしは光の矢を小さく作った以外、何もしてないぞ」


    　すると、二番が考え込むように訝いぶかしげな顔を作る。


    「もしかして……」


    　と言いながら、六番に近づいた。


    「六番ちゃん。今、十三番くんに撃ったやつ、あたしにも撃ってくれないかな？」


    「え？　いや……」


    「いいからいいから」


    　気の進まない顔をしながら、六番は二番に向かって、ごく小さな光の針を放つ。


    　手の甲に刺さり、二番は「ちょっとチクッとした」と言って、手を振っている。


    　そして、手近にあった紙を取り、何事か念じていた。


    　何も起こらない。紙は微かすかに揺れているだけで、変化はなかった。


    「……やっぱり」


    　二番は納得したように頷うなずいているが、六番たちは不思議そうな顔をするだけだ。


    「何がやっぱりなんだよ。ひとりで納得してないで説明してくれっての」


    「ちょっと待って。もうひとつ確かめなきゃいけないから！」


    　二番は表情に好奇心を隠していない。人差し指を立てて、待てとジェスチャーしている。


    　しばらくすると、再度二番は紙を持って念じ始めた。今度は紙が粒子になって崩れ去っていく。彼女の埋め込まれたセンス、〈分子破壊〉が発現したのだろう。


    「今の行為に何の意味があるんだ？」


    　六番が尋ねると、二番は嬉うれしそうに手を叩たたく。


    「六番ちゃんのその光の矢ね？　たぶんだけど、人のセンスを一時的に使えなくするんだと思うよ。今、まったくセンスの流れを感じられなかったっていうか、堰せき止められたというか、そんな感覚があったの」


    　二番以外の三人が揃そろって目を見開いた。


    「本当かよ!?　確かに刺さった瞬間、そんな感覚があったかもしんねー！」


    「す、すごいねぇ……。そんなことができるんだ……」


    　当の六番にはそんな自覚もなく、ただ光の矢を放っただけなのだが。


    「六番ちゃんに心当たりはない？」


    「よく、わからない」


    　光の矢を生成するだけだと思っていたし、研究者たちの説明ではそれ以外になかった。付与される効果など何も聞いていない。


    「それってさ、自分たちに使われたらヤバいから隠してたんじゃねーの？」


    　十三番がまるで自分たちが上に立ったというように、嬉しそうに言う。


    　センスを封じるというのは、その人のアイデンティティを奪うということに等しい。


    　それは外ほかならぬ彼ら、被験者たちが一番よく知っている。


    「それに扉とかのセキュリティにセンスが使われてるところもあるでしょ？　そのセキュリティも、光の針を使えば解除できるんじゃない？」


    「そ、その可能性はある気がするね……。六番さん、すごいよ……」


    　二番に続いて十八番も追随してくるが、当の本人である六番はあまり実感が湧わかなかった。


    「センスを使えなくできても一瞬じゃないか。そこまで意味はない気がするが」


    「訓練次第で伸ばしたりできるんじゃねーの？　光の矢に、その使えなくする何かが詰まってるってことだろ。意識して放ってみれば、完全にセンスを使えなくすることもできるかもしれないじゃん。一時間ぐらいセンスを使えなくさせることができれば、かなりすげーぜ？」


    　六番が放った光の矢は、針と言えるぐらい小さく細いものだ。


    　これがもっと大きな矢だったらどうなるのか？


    　同室の者相手に使う気にはならないが、試してみたい好奇心は少しずつ湧わいてきた。


    「……次から担当に言って意識的に訓練してみるさ」


    　センスを封じると言っても使いどころはないのだ。


    　下へ手たをすれば、人の革新を阻はばむセンスとして処分されかねない。


    「いや、ちょっと待て！　向こうが気付いてないことを、こっちから言うのは……」


    　十三番が一度言葉を止め、意味ありげな視線で、全員を見渡す。


    「なあ……ここって監視とか盗聴されてるのかな？」


    　内緒話をするように、小さな声で囁ささやくように言った。


    「されてないと思うよ。向こうはあたしたちがこの部屋で何をしてるか、把握してないみたいだし。そうじゃなかったら、十三番くんがぼや出した時に、止やめろって警告されてたでしょ」


    「あれは、まあ、やり過ぎた。悪かったって」


    　十三番はニヤリと笑い──そして、驚くべきことを告げた。


    



    「なあ、全員でここを脱出しないか？」


    



    　被験者たちが夢にも思わなかったことを……。


    「何を言ってるんだ……」


    　六番が呆あきれた視線を向ける。


    　だが、十三番の表情は真剣そのものだ。冗談として捉とらえることを許さないほどの圧力がある。


    　彼は子供らしからぬ重い口調で続けた。


    「もちろん調べなきゃいけないことはたくさんある。だけど、逆に言えば、調べることさえ調べれば、オレたち四人なら脱出が可能だと思わないか？」


    　三人は呆あつ気けに取られたまま無言でいる。


    　その反応を見て、彼はさらに説明を掘り下げていった。


    「いいか？　オレが全員に触れて透明化して、どこにいるかわからなくする。二番が通路や障害物を破壊しながら進む。六番は万が一、オレたちの邪魔をする連中が出てきた時、センスを封印して無力化する。事前に脱出経路さえ決めておけば、絶対に成功させられるはずだぜ」


    　だが、二番と十八番の表情はいかにも気が進まなさそうだった。


    「でも、あたしたちだけで逃げるのは……薄情だよ」


    「そうだよ。僕たちはたまたまここにいるけど……」


    　そんな反論も十三番は想定内だったようで、すぐに補足する。


    「だから、そのために十八番の〈精神感応〉を使うんだよ。現状、オレらは直接、あいつらと話せねーけど、お前ならそれができるだろ。連絡取り合って、示し合わせて逃げるんだ。オレは見捨てるつもりはねーし。最初からあいつら込みだっての」


    　自信たっぷりに言い放つ十三番の提案は、彼らにとって非常に魅力的だった。


    　この地獄から抜け出せる。


    　外に出れば、痛みに怯おびえる日々は終わる。


    　外に出れば、物ではなく、人になれる。


    　そこは、ここよりも遥はるかにまともなはずだと──ここよりも酷ひどい場所はないと信じていた。


    　──杜ず撰さんな計画だ。だけど、失敗しても……。


    　危険なほど甘い甘い誘惑。


    　真っ当な精神の持ち主だったら、「馬ば鹿かなことを……」と一笑に付していたかもしれない。


    　だが、吊つり下げられた餌えさは、あまりにも魅力的で──賭かけるだけの価値を見み出いださせてしまった。彼らは理想をぶら下げられて、強く抗あらがえるほど成熟しているわけでもない。


    　それに十三番の言う通り、すべて上う手まく行けば脱出が叶かなう──。


    　だから、全員がつられたように頷うなずいた。


    「よーし。じゃ、まずはこの施設の構造を丸裸にしようぜ。オレが透明化して、通路を調べながら地図を作ってくる。地図が完成したら脱出経路を決めて、実行する時期を決めりゃいい」


    「僕の〈精神感応〉で、向こうと連絡を取り合いながらやるんだね？」


    「ああ、そうだ。あいつらがセンスを埋め込まれてから、消される前に脱出しようぜ。多少は役に立つセンスを持ってるかもしれねーし。外に出たらセンスも必要だろうからな。だけど、これはあくまでおまけだ。期待はしてねーし、状況次第で埋め込まれてなくても連れて行く」


    　もう十三番の頭は、完全に脱出へと切り替わっているようだった。


    　十八番もそれに追随している。


    　二番も六番も、すでに心は大きく傾いていた。


    　この計画に二番が同じように乗ったことは、六番からすると少し意外だったが、それでも彼女の力は必要不可欠だろうと口を噤つぐむ。


    「ただ、まだ早いぜ。もっとセンスを磨みがいてからだ。特に六番の力で、長時間、センスを使えなくすれば、いざという時に大きな力になる」


    「わかった。訓練の時間で色々と試してみよう」


    「あたしは、〈分子破壊〉でどんなものでも、早く壊せるようになればいいんだね？」


    「じゃあ、僕は外まで範囲を広げるのがいいのかな？」


    「おう。オレも透明化の時間をできる限り、長くしてみせる。目め処どがつくまでは、我慢だ」


    　迷いがないわけではない。


    　しかし、脱出したいという望みは、すでに制御できないぐらい大きく膨ふくれあがっていた。


    「絶対に、オレたちはこんなところから、おさらばするんだ」


    　四人は──示し合わせたように頷うなずく。


    　脱出計画は、とても静かに、強い意志でもって動き始めた。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　目的が決まると訓練にも自然と身が入った。


    　六番は矢を放つ時に、少しずつ気付いてくる。


    　センスを無力化するセンスの存在に──。


    　それがわかると、どうすれば光の矢に力が込められるのか、込めないようにするにはどうしたらいいのか、感覚で理解できてくる。


    　むしろ、今までなぜ知覚できなかったのかが不思議なぐらいだった。


    　訓練が行われる度に、自身に固着されたセンスと、謎なぞの力を掌握しつつあった。


    　そして、他の三人も同じようにセンスを先鋭化させていく。


    　二番は壁を速やかに破壊し、復元することもできるようになった。脱出のために必要な通路を無理矢理作ることが容易になるだろう。


    　十三番は触れた者が触れた物まで透明化できるようになり、透明化の範囲や時間を大きく広げている。透明化してから離れても、すぐに解除されないため、二手に分かれることも可能なことがわかった。それをいいことに、施設内の備品を幾つかくすねている。


    　十八番もまた〈精神感応〉の領域を広げ、施設外まで届くようになっていた。


    　定期的に資材を搬入しに来る業者まで把握しつつある。


    　特に外にいる者の心がわかるのは大きな発見だった。相手のいる座標がわかるおかげで施設全体の大きさも概おおむね分かりつつあった。


    　十三番が施設の内部構造を把握するのが、予想よりも早く進行しているのも、その恩恵が大きい。施設のマップも、三分の二が紙に書き込まれている。


    　テーブルいっぱいに書き込まれたそれは、線が歪いびつながらもしっかりとマップとなっていた。


    　最大の功労者である十八番曰いわく、


    「研究所の人とは話せないし、もっと色んな人と話をしてみたいって思ったら、意識がすごい外に広がっていったんだ」


    　とのことだった。


    「この中のことはあんまり話せないけど……いろんな人がいたよ。僕と同じ〈精神感応〉を持ってる人もいたんだ。それでコツとか聞いたり……」


    　どうやら今は外の人とも会話を楽しんでいるらしい。


    「外の人に助けって求められねぇの？」


    　十三番が尋ねると、十八番はぴくりと肩を震ふるわせてから、小さく首を振った。


    「この施設のことは何も知らない人が多いみたいだし……それに反応してくれる人はほとんどいないから……」


    「やっぱり無理か。そりゃそうだよな」


    　十三番はすぐに諦あきらめたようで、ベッドの上に寝転がる。


    　そんな会話の様子を、六番は壁に寄り掛かって座りながら静かに見ていた。


    　とても気け怠だるげな様子で……。


    　──身体からだが、寒い……。


    　普段から会話に混ざることは少ないため、二番も気にすることなく十八番と話をしている。


    「……うーん。ねえ、六番ちゃん。どうにかして外の人と連絡を取れないかなぁ？」


    「………」


    　だが、話しかけたところでようやく、二番もいつもと違うことに気付いた。


    「う……」


    　六番がズルズルと倒れ込む。


    「六番ちゃん？」


    　息が荒い。


    　肌が白いために気付きにくかったが、顔が真っ青になっていた。


    「六番ちゃん！」


    　すぐに二番が倒れた六番に近づく。


    　六番の身体をベッドの上に横にして、慌あわただしく声をかけた。


    「大丈夫？　六番ちゃん」


    「……だいじょうぶ。さむい、だけだから……」


    　声にいつもの張りがない。


    　室温は変化していない。寒気を感じているということだ。


    「十八番くん！　連絡のボタンを！」


    「う、うん！」


    　十八番は部屋の隅に備え付けられたボタンを押す。室外に連絡を取る唯一の手段だ。


    『何事だ』


    「六番ちゃんが倒れたんです！　早く看みてあげてください」


    『……その程度のことで呼ぶんじゃない。こっちだって忙しいんだ』


    「そ、その程度って……」


    『お前らの待遇を他の連中と比べてよくしているのは事実だが、だからと言って医者を呼べる立場とでも思っているのか？』


    「な、なら！　せめてお薬を……」


    『貴重な薬をお前らごときに使えるか』


    　それで通信は無慈悲に切れた。


    　何も言えない。


    　結局、待遇がよくなろうと、根本においては物扱いであることには変わりがないのだ。


    「くそっ！　なんなんだ、あの連中！　薬なんかどうせ余ってんだろ！」


    　十三番が毒づいて壁を強く叩たたく。


    「で、でも、どうしよう……。このままじゃ……」


    　十八番が心配そうに六番の顔を覗のぞき込んだ。いかにも苦しそうで、呼吸がとても速い。


    「せめて熱を下げる薬がないと……」


    　二番が六番の額に手を当てていると、六番が震ふるえた唇くちびるで声を出す。


    「べつに、構わない……」


    「六番ちゃん？」


    「むしろ、このまま死ねれば、わたしとしてはありがたい……」


    　すると十三番が顔を顰しかめた。


    「おいおい。何言ってんだよ、お前は！」


    「そ、そうだよ。死ぬなんて……」


    　十八番も慌あわてたように視線を彷徨さまよわせる。


    「六番ちゃん。脱出するんだよ、あたしたち……」


    「……このままずっと苦しみ続けることになるのなら、わたしは……死にたい」


    　それを聞いた十三番が激げき昂こうする。


    「じゃあ、なんで脱出計画に乗ったんだよ！」


    「……ここで物として生き続けるよりは……マシだと、思ったからだ……。もし、脱出が失敗しても……処分されるだろう……？　……死ねるのなら、それが、幸せだ……」


    　それは六番がここに来てからずっと抱いていた本音だ。


    　耐えきれずに死を迎えてダストシュートに入れられるのであろう者たちが羨うらやましくて仕方がなかった。


    　病気が進行し、天に召されるのであれば、それは幸福なのだと思っている。


    「ダメだよ」


    　二番が厳しい顔付きで、六番を見る。


    「……自分の命だ。どう使っても……いいだろう」


    「無理だよ。六番ちゃんは生きるんだもの」


    「なぜ……」


    「それが決まっていること……だと思うから」


    　六番は苦しみとは別の意味で眉まゆ根ねを寄せた。


    　二番の言っている意味を理解できていない。二番自身も半信半疑のようだった。


    「……気休めは、いい。……脱出の手助けをできないことは……謝罪するが……」


    　寒気はより悪化し、六番の声にも力がなくなっていく。


    　皆に最悪の事態を予感させるほど弱々しい。


    「ふざけんなよ！」


    　十三番が叫びを上げる。


    「こんなの脱出云うん々ぬんじゃねーよ！　ただ、苦しんでる仲間を──家族を放置できねーだけだ！」


    　本気で憤いきどおっているようだった。固く拳こぶしを握り、六番を睨にらみつける。


    「十三番……」


    　不思議なことに。


    　十三番の言葉が耳に入った一瞬、六番の身体からだの震ふるえは収まった。


    　温かい何かが心に泌しみ込んできたかのように……。


    「く、薬のある場所がわかったよ！」


    　すると、十八番が急ぐように言葉を紡つむいだ。


    「どうやって……って、施設の連中の心を覗のぞいたのか！　いいぞ！　どこだ!?」


    　十三番がこれまで書き込んできたマップを広げる。


    　十八番があるポイントを指さした。


    「話からすると、三階上のこの辺り。ここの奥に常備されてるっぽい」


    「まだオレが行ってねぇところだな。どうりで薬のある場所なんて覚えがねぇはずだ」


    「ま、待て……。どうする気だ」


    　十三番が扉に向かおうとするのを、六番が引き留める。


    「薬を探しに行くに決まってるだろ。十八番、お前も来い。一緒に捜すぞ」


    「う、うん」


    　十八番がこくりと頷うなずくが、六番はなおも食い下がった。


    「……馬ば鹿かな。なんで、そんなことを……」


    「六番、いいか。よく聞け。死んだら、そこで終わりだ。何も始まらない。終わるだけだ」


    　まるで誰かの死を看み取とったことがあるような重みが、その言葉にはあった。


    　そんなのはもうゴメンだと、彼は言外に言っている。


    「二番は傍そばにいてやってくれ。じゃ行ってくるぜ。あいつらが溜ため込んでる薬を、さくっと見つけて、すぐに戻ってくるからよ」


    「十三番くん……。わかった。お願いね」


    　二番が〈分子破壊〉で壁を破壊して通路への穴を開くと、そこを通って十三番と十八番が透明化して部屋から出ていく。二番は再び壁を復元した。


    「……なんで、あのふたりはここまでするんだ……」


    「ふたりとも、六番ちゃんに生きてほしいからだよ。脱出とか関係なくね」


    「……理解できない」


    「もちろん、あたしもだよ」


    「……死なせてくれないのか……」


    　すると、二番が困ったように笑う。


    「言おうかどうか迷ったんだけど、六番ちゃんは死なないんだよ」


    「……なんだ、それは……。さっき言ったのと……関係があるのか？」


    「夢というのも、違うんだけど……識しっちゃうんだ」


    　真顔で二番はそう語る。


    「数年後だと思うんだけど、あたしも六番ちゃんも生きてるんだよ。それを識ったから」


    「……なんだ、それは？」


    「あたしのそれって当たるんだ」


    　不思議に思っていたことがある。普段から気楽そうに生きている彼女が、なぜ、こんな無謀な計画に荷担したのか、だ。


    　六番にとっては気休めにしか聞こえないが、二番はそれを多少なりとも信用しているようだった。勢いに流されたのではなく、二番なりに生き延びる目算があったのかもしれない。


    「映像も音も見えたわけじゃない。ただ、未来であたしも六番ちゃんも一緒に生きてるんだよ。わかってるのはそれだけだけどね」


    「……はた迷惑な話だ……」


    「えー。酷ひどいな、六番ちゃんは」


    　拗すねたように頬ほおを膨ふくらませる二番。


    「生きなきゃダメだよ。死ぬのはいつだってできる。覚悟さえあれば舌を噛かみ切って死ねるんだから」


    　身体からだが微かすかに震ふるえ始めた。


    　ここに来て初めて、死の苦しみや痛み、絶望というものを六番は実感し始めている。


    　死は温かいものだと思っていた。苦痛から解放される唯一の手段だと思っていた。


    　だがこうして、苦しみ続けていると、どこまで痛みが膨れあがっていくのかと、恐怖を抱いてしまう。死後も続くのかもしれないという錯覚に陥おちいった。研究や訓練による刺激とは異なる、自身の身体から生まれる痛みは今までに味わったことがない。


    　六番は死を理解していたわけではなかった。ただただ身近で、単純で、容易なものだと勘違いしていただけだったのだ。そんな短絡的なものじゃないはずなのに……。


    　身体からだに纏まとわり付く寒さが、痛みとともにさらに強くなった。


    　まるで吹雪の中に放り出されたように、孤独という寂さびしさが心を埋めていく。


    「大丈夫。ここにはあたしがいる。十三番くんも十八番くんもいるから。あたしたちはもう家族みたいなものだもん」


    　二番が六番の抱く怖れを振り払うように、ギュッと六番の手を握り、頭を撫なでる。


    　微かすかな温かさで苦しみが少し安らいだ気がした。


    「ちょっと待ってね。あたしのセンスで、どうにかできないか看みてみるから」


    「……できる、のか？」


    「元々、あたしの〈分子破壊〉は分子を操作してる結果だから。怪け我ががある程度治せるようになったから、病気も治せると思うんだけどね。元々、六番ちゃんの身体は解析済みだし、本来存在しないウイルスを破壊できれば……」


    　二番の手がほんのりと光り始め、粒子が六番の身体の中へと入っていく。


    　すると少しずつ六番の呼吸が安定し始めた。


    「ここまでかな。さすがにこれ以上やるとウイルスと一緒に、壊しちゃいけないものまで壊しちゃいそうだし」


    「……でも、楽になった」


    「えへへ。訓練の成果かな。植え付けられたセンスなのに、ありがたいよね」


    　それからしばらくすると、十八番から〈精神感応〉で戻ってきたという連絡が来る。


    　二番が壁に穴を開けると、そこから十三番と十八番が入ってきた。


    「薬、持ってきたぜ」


    「どれがいいかわからなかったから、色々持ってきちゃったけど」


    「今、あたしが六番ちゃんに入ったウイルスを解析したから、大体必要なものはわかるよ」


    　穴を塞ふさいでから二番が選別した薬を、六番は水と一緒に飲み干す。


    「これで大丈夫だよ、六番ちゃん。少しすれば楽になると思うから」


    　すると、六番が二番に向かって手を伸ばす。


    「……少し、手を、握っててくれないか」


    　少しだけ照れくさそうに、それでいて甘えるように。


    　二番は笑みを浮かべて六番の手を握った。


    「もちろん。今晩はずっと手を握っててあげる」


    　二番と手を繋つないだ六番は、すぐに寝息を立て始める。


    　それを二番たちは温かく見守った。
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    　六番が翌日、目を覚ますと、眼前に二番の顔があった。


    　弛し緩かんしきった顔で、楽しい夢でも見ているのか、面白い顔をしている。


    　思わず二番の頬ほおを引っ張ると困った表情を浮かべて、離すとまた面白い顔になった。


    「……治ってる」


    　六番の身体からだからはすでに病魔は消えており、体調は元に戻っていた。


    　寒気もなく、怠だるさもない。ほとんど快復しているようだ。


    「起きたか、六番」


    　十三番が、のそのそと目を覚まして、起き上がった。


    　それにつられたように十八番も目ま蓋ぶたを開ける。


    「た、体調はどう？　六番さん」


    「問題ない。もう万全だ」


    「そりゃよかったぜ」


    　十三番がはにかむように笑った。


    「心配をかけた」


    　すると、十三番は照れたように目を逸そらす。


    「別にオレは心配なんかしてねーし」


    「え、でも十三番くん。薬探す時は、ずっと心配してたじゃない」


    「だーっ！　あれはそういうんじゃない！」


    　彼らの言っている内容はわからないが、ずっと身を案じてくれていたらしい。


    「脱出にはお前の力だって必要だからな」


    「また、憎まれ口を……」


    「うっさい！　十八番」


    　軽く十八番の頭を叩たたく十三番。


    　何気ない日常が、いつものように流れていく。


    　死に怯おびえていた昨日が嘘うそのようだった。


    「ありがとう」


    　そんな言葉が六番の口を衝ついて出た。


    　ごく自然に、まるで家族と接しているように。


    　だが、言ってから恥ずかしくなって六番は頬をほんのりと染めて俯うつむいてしまった。


    　素直な気持ちを伝えたはずなのに、心が浮ついているのを自覚してしまう。


    「……お前って、お礼言えるんだな」


    　十三番が失礼なことを言う。だが、六番も気にしたりはしなかった。


    　彼はそういう男だ。悪気があるわけでもない。本音を隠さないだけなのだ。


    「……あふ。おはよー。どうしたのー？」


    「べ、別になんでもない」


    　二番が寝ぼけ眼まなこで起きてきて、この日も家族たちと過ごす、いつもの一日が始まった。


    　ほんの少しだけ、モノクロの世界に光が灯ともった気がした。
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    　六番はあの日から体調を崩すことなく過ごしていた。


    　一層、訓練に力を入れ始め、脱出のためのセンスを磨みがいていく。


    　訓練が終わって四人が部屋に戻ると、十三番が意気揚々と施設内の構造を書き起こした紙を机の上に置いた。


    「へっへっへー。ようやく完成したぜ。以前の薬探しは予定外だったけど、かなり有意義だったからな」


    　不幸中の幸いと言うべきか、期せずして目的を達成できたと言うべきか。


    　ついに、施設内の構造を完全に把握できたらしい。


    「さて、皆みんなの話とかも含めて、こんな感じだ」


    「改めて見てみると凄すごいな、これは……」


    　想像以上だったのか、六番が感嘆の息を吐く。


    　脱出への覚悟の強さが窺うかがえる、精せい緻ちなマップになっていた。


    「歩ける部分は全部書いたはずだぜ。セキュリティのあるところは、連中が通った時にすり抜ければいいだけだし」


    　以前見たマップから、さらに様々なものが書き加えられている。


    　通路や部屋以外にも、監視室、研究室、休憩所、会議室、警備員待機所等が書かれていた。


    　警備員の巡回時間や巡回ルートまで仔し細さいに書き込まれている。


    　人がいる場所には、星マークがつけられており、研究室にはこれでもかというほど何十個も乱雑に描かれた星があった。人が多いということだろう。


    「この星マークをできる限り、避けていけばいいのかな？」


    「……そうだな。逃げる時に追っ手は少ない方がいいだろ」


    　二番の質問に、十三番は少しだけ言葉を詰まらせたように言う。思うところでもあるのか、特に研究室を鋭い視線で見ていた。


    　その瞳ひとみの色は、いつものような明るいものではなく、どこか黒い感情が紛れているようだった。


    「どうかしたのか？」


    　六番が尋ねると、十三番は二番に視線を移す。


    「……二番さ。お前の〈分子破壊〉って、人は壊せねーの？」


    　二番は訝いぶかしげな顔をしたが、正直に答える。


    「無理だよ。〈分子破壊〉をするには構造を把握してないと無理だし。人の場合、個人個人の構造がわかってないと駄目だから。壊すことも治すこともできるけど、一度は、解析をしておかないと……。解析には時間がかかるし、その間にやられちゃうんじゃないかな」


    「クソ……。六番。お前の光の矢はどうだ？」


    「……それを聞いて、どうするつもりだ」


    　そう尋ねると、十三番は言うか言うまいか迷うように口を噤つぐんだ。


    　一呼吸置いてから、彼は口を開く。


    「連中を、殺したい」
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    　偽いつわりのない強い視線で、恨みの籠こもった声を出した。


    　表情から察していたが、その理由がわからない。


    「なぜだ。脱出に当たって、必要はないだろう。透明になって逃げるのだから」


    　十三番は怒りを堪こらえるように首を振る。


    「……殺されたんだよ」


    　そして、拳こぶしを強く握ったまま、震ふるえる声を出した。


    「ここに来て、弟が殺されてるんだ」


    「……やっぱり、十四番くんクワツトロデイチのことだよね……」


    　二番が尋ねると、十三番はすぐに頷うなずいた。


    　六番もその番号は微かすかに覚えがある。ただ、彼はすぐに姿を見なくなった。


    　理由はひとつ。


    「オレの弟は実験の後、苦しんであっさりと死んだ。あいつらに殺されちまったようなもんだ。その、仇かたきを取りてぇんだよ」


    　被験者として、無惨な最期を遂げたということだ。


    　彼がやる気に満ちているのは脱出のためだけではなく、復ふく讐しゆうする機会を窺うかがうためでもあったのかもしれない。


    　そして、六番が苦しんでいるのを見て必死になっていたのも、弟の姿に重なるものを見たというのもあったのだろう。


    　六番も彼の気持ちに応こたえたい思いはある。


    「悪いが、賛同はできない」


    　だが、首を振りながらそう告げた。


    　二番もまた同じように「あたしも、無理だと思う」と表明する。


    　十三番が十八番に顔を向けると、彼は答えから逃げるように視線を逸そらしながら口を開いた。


    「あ、危ないよ。それってやらなくてもいいことだよね？」


    　十八番の言う通り、逃げるためには必要のないことだ。


    　脱出がバレるのだとしても、この施設の者たちを殺す理由はない。むしろそれが原因で危険に陥おちいる。失敗する可能性が高まるだけだろう。確実に逃げるならば、全員を殺さなければならないが、それこそ多勢に無勢すぎる。


    　研究者たちは全員が何かしらのセンスの使い手だ。気配を探られれば透明化などすぐに判明してしまう。間違いなく手て強ごわい相手であり、どんなセンスを使うのかすら不明なのだ。


    　できる限り、静かに。そして、気付かれずに脱出するのが理想のはずだ。


    　十三番は一度大きく息を吐き、


    「……はは。だよな。今言ったことは忘れてくれ」


    　三人の言葉を素直に聞き入れたのか、諦あきらめたように呟つぶやく。


    　そして、再び書いたマップに目を落とす。


    「それじゃ最後の締めと行くか。このマップに間違いがないか確認のために、誰かオレと一緒に回ってくれ」


    「あ、じゃあ、また僕が行くよ。透明化、よろしくね。十八番くん」


    「オーケー任せろ。二番、壁に穴を開けてくれ」


    　いつものように壁に穴を開けてから部屋から透明化した十三番と十八番が出ていき、二番はすぐに穴を塞ふさいだ。


    　二番と六番だけが残される。


    「弟くん、か」


    「二番は覚えているのか？」


    「うん。素直ないい子だったよ。……十三番くんは、彼が倒れた時、妙な顔をしてたけど」


    「どんな？」


    「……上う手まく言えないなぁ。いろんな感情が混ざったような顔だったよ」


    　連想されるのは、悲しみと怒りだろう。


    　だが、それであればわかりやすいはずだった。二番も濁にごして言うことはないだろう。


    「六番ちゃんは死んじゃ駄目だよ。もう死にたいなんて言ってもダメだからね」


    「……わたしたちは生きることが決まってるんじゃないのか」


    「さーて。どうだったかなー」


    　二番がゆっくりとした仕草で、六番に抱き付いた。


    「離してくれ。暑苦しい」


    「いいじゃない。ふたりもいないし、ここそんなに暑くないし。六番ちゃん抱いてると、落ち着くんだよね」


    「わたしが落ち着かないんだが」


    「まーまー。いーからいーから。柔らかくて気持ちいー……」


    　いくら言ってもやめないので、結局六番は溜ため息いきを吐ついて諦あきらめた。


    　二番に緊張感がないのはいつものことだが、脱出が決まってから、拍車がかかったように見える。


    「本当に気楽そうだな……。これから大変なことをするというのに」


    「だって、脱出できるかもしれないんだよ。外に出られたらどうしようって考えちゃうし」


    　そう言って、二番は六番の耳元で囁ささやく。


    「脱出したら、六番ちゃんは何がしたい？」


    　特に決まってはいなかった。


    　脱出することだけが目的となっていて、その後のことについてはノープランだ。


    「……何がしたいも何も、どうやって生きるかを考えないと駄目だろう。わたしたちは外がどんなところかもわかっていないんだ。全員分の食糧をどう調達すればいいのか、寝床はどこにすればいいのか、第一どこまで逃げるべきか──」


    「六番ちゃんは真ま面じ目めだなぁ」


    「二番が楽観的すぎるんだ」


    「でも、脱出しても、皆みんなと一緒に行動するってことは前提なんだね。そういうとこ、あたしは嬉うれしいな」


    　言われてみれば、まったく自覚がなかった。


    　自分ひとりでどこかに行くという選択肢は最初から持っていない。一緒に逃げ、ずっと皆と生活するのだと、自然に考えてしまっていた。


    　それが家族なのだと……。


    『家族を放置できねーだけだ！』


    　あの時の十三番の言葉が過よぎり気恥ずかしくなって、六番は二番から目を逸そらす。


    　しかし、そんな行動すら可か愛わいいと思ったのか、二番は頬ほおを擦こすりつけた。


    「六番ちゃんが生きようとしてくれるのも、よかったって思うんだ」


    　ここに来た時から。いや、それから数年過ごしていても。


    　ずっとずっと六番は死にたいと思っていた。死んだ方がマシだと確信していた。


    　フェイクセンスを入れられ、拒否反応を起こして死んでいく被験者たちを羨うらやましがった。


    　死ねない自分の身体からだを呪のろったこともあったし、どうにか楽に死ぬ手段はないかと模索したこともある。


    　だが、今は少しだけ変化していた。


    　生きたいというささやかな願いを持っている。


    　きっと脱出という共通の目的が生まれたからだろう。


    　四人での家族のような共同生活も、その願いを後押しした。


    　目的を達成するまで、死ぬことはできない、と──。


    「六番ちゃんは知ってる？　昔──大昔のあたしたちぐらいの年の子たちはね。同じ場所で学んで、陽の光の下で一緒に遊ぶんだって」


    「……なんだ、それは？」


    「あたしのお父さんがね、なんかよくわからないけど、本を持ってきたの。大昔の本。禁書だったんだけど、そこには昔の日常が描かれてたんだ」


    　二番が夢心ごこ地ちで語り始める。


    「毎日を家族と他た愛わいのない話をして過ごして、毎日皆みんなと楽しいことをして、毎日親の作った美お味いしい料理を食べて……痛いこともなくて、ずっとずっと幸せな世界」


    　二番にとって、それこそが理想的な世界なのだろう。以前の部屋で一番話をしていたのも彼女だし、皆を巻き込んで遊んでいたのも彼女だった。


    「誰もが夢を追える世界だったんだって」


    「今は……わたしたちのような施設の人間じゃなくても、そんな非効率的なことはしないらしいからな。時間を無駄にすることが悪とされてるし……」


    　すべてが管理され、将来すらも決められる。


    　その中ですら競争が起こり、脱落した者は下へ落とされ、這はい上がるのは難しい。


    　傍はた目めから見れば、苦痛な世界。


    　被験者たちは、さらに劣悪な世界にいる。


    　脱出しても、大きく環境が変わるわけではない。


    　むしろ、食うに困る可能性だってある。


    　この世界は夢だけではない。むしろ、夢じゃない理不尽なことの方が多いと、すでに六番は肌身に沁しみていた。


    「二番は脱出して何かやりたいことでもあるのか？」


    　何気なしに、そんなことを尋ねると、二番は仄ほのかに頬ほおを染めた。


    「笑わない？」


    「どういうことだ」


    　気兼ねなしに尋ねると、二番は困ったように少し笑う。


    「あたしは脱出したらね……恋がしたいの」


    「恋？」


    「うん。素敵な恋」


    　六番はいまいちピンと来ないような顔を浮かべている。


    　恋という単語の意味すら曖あい昧まいだ。


    「好きな人と出会って、その人と一緒に過ごしたいんだ」


    「二番は周囲の人間全員を好きそうだけど」


    「あはは。その中でも六番ちゃんは一番好きだけどね」


    「……そう言われても」


    「でも、残念だけど、その好きじゃないんだ。もっと、自分の心が制御できないぐらいに、誰かを好きになってみたいの。経験したことがないから、全然わかんないけどね」


    　やはりピンと来ない顔をする六番。


    　だが、二番がそれに並々ならぬ意志を持っていることは窺うかがえた。


    「六番ちゃんも、外に出たらやりたいことを決めておいた方がいいよ」


    「そう言われても困る……。ただ──」


    「ただ？」


    　六番がほしいと思っているもの。


    　まだ明確ではないが、記憶に微かすかながら残っている太陽と、それに照らされた世界の姿。その先を──自分の見たことがない世界をこの目で見てみたかった。


    　その隣に、二番がいて、十三番がいて、十八番がいて。他の子供たちがいて。家族と言ってくれた仲間と共に生き、共に苦楽を分かちあい、共に同じ景色を見ることができたのなら、それはどれだけ素晴らしいことなのだろうと思う。


    　しかし脱出しても、それができずに、苦難が待ち受けていることは想像に難くない。


    　だから──。


    「わたしは皆みんなと外に出られるだけでもいい」


    「六番ちゃん……」


    「たぶんだけど……脱出さえできれば、きっと皆みんなで外でも生きていける。センスさえあれば、どうにでも……」


    　それは六番らしからぬ根拠のない言葉だった。


    　二番の気持ちを踏みにじりたくないという気持ちが上回ったのかもしれない。


    　今はそれで充分だというように、二番は小さな笑みを返す。


    「そうだね。頑張ろう、六番ちゃん」


    　そして、押し倒すように強く抱きしめた。


    「だ、だから、不用意に抱き付くなと言ってるだろう！」


    　六番は撥はね除のけようとしたが、少しだけ温ぬくもりが愛いとおしくなり、されるがままになる。


    　こうして気楽に触れ合えるのは、最後になるかもしれないから好きにさせてやろう、と……。


    　脱出計画の実行は近い。


    　すべての準備は着実に整いつつあった。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　施設の構造は把握した。開けるべき扉、壊すべき扉、合流場所に、脱出経路。すべてを頭の中に叩たたき込んでいる。


    　人の配置と流れ、動き方もすべてリスト化していた。警備員が警戒に当たる時間や範囲も、できうる限りすべてだ。


    　別室の被験者たちとの連絡も取れている。


    　あとは日程を調整するだけだったのだが、そこで朗報が舞い込んできた。


    「お偉いさんが来る日があるんだと。その日はほとんどのスタッフが、そっちにかかりきりになる。俺たちの訓練が終わった後に、長い会議をやるらしい」


    　十三番が興奮気味に言う。すべての風が、自分たちに向いてきているかのように。


    「あたしたちに気付くかもしれない優秀な人たちが、一緒のところに集まるってことだね」


    「そういうこった。警備の連中は大したセンスを持ってねー。透明化するだけで簡単に素通りできる。研究者の連中が一番の障害だと思ってたけど、ほとんどがそっちに集まるなら出し抜けるはずだ。何しろ、俺たちの監視が緩ゆるむって意味でもあるからな」


    　満場一致で決行日は決まった。


    　時間は四人の訓練が終わった後だ。


    　解散となって研究者たちが会議に入ってから、動くこととなる。


    　そして──当日。


    　別室にいる被験者たちのセンス固着が行われ、いつものように訓練へと移る。


    　ほぼ同時に、別の部屋で四人の訓練も行われた。


    　いつもよりも視察している人数が多い。見慣れない人物も多かった。おそらく彼らが、ここの施設の者が口にしていたという『お偉いさん』なのだろう。


    　話し合っているのが見えるが、内容まではわからない。


    　四人は普段と同じように、逸はやる気持ちを抑えながら冷静に訓練をこなす。


    　訓練前に実行した方が、疲労がないまま脱出を実行できるという話を二番がしたが、


    「でも、訓練後の方が研究所の人たちの行き来が少なくなるみたいだよ」


    　という十八番の情報が大きく影響した。


    　その上、この日に多くの研究者が、脱出口から最も離れた会議室に集まるというのであれば、多少疲れることを考慮しても、訓練後の方がいいという話に落ち着いている。


    「今日はこれで終わりとする」


    　いつものアナウンスが響く。これに続くのは、「部屋に戻れ」なのだが……。


    「二番のみ待機せよ。他は部屋に戻れ」


    　よりにもよって、この日は違っていた。


    　予想していた展開から外れて、四人の身体からだが一瞬、固まる。


    「どうした？　二番以外、早く帰れ」


    「……はい」


    　かろうじて動揺を抑えた六番が、十三番と十八番の背中を軽めに叩たたく。


    　そして、引き連れるようにして部屋へ戻った。あのまま居続けても怪しまれるだけだ。


    「くそ。どうして今日って日に限って……！」


    　部屋に戻ると、すぐに十三番は毒づいた。


    「外部からの介入がある以上、例外は考えて然しかるべきだった……」


    　六番は冷静に言うが、十三番はそれが気に食わなかったらしい。


    「んなこと言ってる場合かよ！　四人揃そろわないと脱出なんて不可能なんだぞ」


    「お、落ち着いてよ。十三番くん。今、二番さんと〈精神感応〉で連絡を取ってるから……！」


    　ここで一番冷静だったのは、十八番だったのかもしれない。


    　彼はすでに二番と情報のやり取りを開始していた。


    「どうだ？」


    「もうちょっとで部屋に戻るって。話を聞かれただけらしいよ？」


    　すると、六番と十三番はほっと息を吐く。


    「ったく。だったら訓練前に聞けっての。お偉いさんとやらは、よくわかんねーことするな」


    「それでどうする？　日を改めるか？」


    「いや、このまま連中が会議に入るのは間違いないはずだ。だったら、成功確率が高いのは、やっぱり今日を置いて他にないはずだぜ」


    「でも、他の皆みんなはもうセンスを外されちゃってるよね……？」


    「仕方ねーよ。できれば少しでもセンスがほしかったが……オレたち四人でも問題ないはずだ。その前提で計画を立ててきたんだからよ」


    　そして、二番が緊張した面持ちで部屋と戻ってくる。


    「ただいま」


    「何の話だったんだ？」


    「うーん。変なおじさんに身体からだの調子を聞かれただけだけど……」


    「なんで二番だけ？」


    「さあ……」


    　二番は首を傾かしげる。


    「気味の悪い話だが、どっちにしろこれで四人揃そろった」


    　十三番が言うと、彼女はすぐに理解したように頷うなずいた。


    「脱出開始だ」


    　十三番が二番、六番、十八番へと触れていく。


    　触れた場所から周囲の風景に溶け込むように、透明化していく。


    　二番も六番も十八番も姿が見えなくなった。


    「いいか。手て筈はず通りに進めるぞ。オレと六番は、監視カメラを切ったり警報装置を切ったり、脱出経路に繋つながる通路のセキュリティを切っていく。二番と十八番は向こうにいるあいつらを連れてきてくれ」


    　もう姿は見えない。


    　だが、お互いが頷いたのがわかった。


    「行くぜっ！」


    　十三番の合図とともに、二番が壁に穴を開けて今まで過ごした部屋を出る。


    　二組に分かれ、それぞれの目的地へと向かった。


    　後戻りはできない。


    　脱出か、失敗か。どちらかひとつだ。


    



    　施設内にはいくつもの監視カメラがつけられている。


    　透明化していると言っても、異変にいつ気付かれてもおかしくない。


    　警備員たちは騙だませても、一部の研究者たちは騙せないはずだった。


    「まずは連中の目を潰つぶす。監視室やシステム関連の部屋のロックは、全部センスで固められてたからな。六番、お前のセンスで解除できるだろ」


    「何度も試した。問題ない」


    　監視室の扉のロックを解除し、中へと入り込む。


    　壁一面に備え付けられたモニターが、リアルタイムで施設内の状況を映し出していた。


    　そして、監視員三人がモニターをじっと見続けている。


    　突然扉が開いたことに、中にいた彼らは不思議そうな顔をしていたが、六番たちの存在にはまったく気付いていない。


    「おい。今、誰が開けたんだ？」


    「さあ……」


    　ひとりが扉を閉めに向かう。


    　その隙すきを衝ついて十三番は機材の前に堂々と立ち、タッチパネルを操作していく。


    　突然、モニター群が消えた。


    　監視員たちが動揺する。


    　──この監視員たちは、すぐに連絡できるように〈精神感応〉のセンスを持っている。


    　ならば、六番のやることはひとつだけだ。


    　持ち出してきた弓を手に、六番は構えた。


    　自身の姿も見えなくなっているため、すべて感覚でやらなければならないが、身体からだが覚えていた。


    「ぐっ……！」


    　矢を次々に放ち、監視員たちのセンスを使用不可にしていく。


    　そして、十三番は透明化した縄で彼らを雁がん字じ搦がらめに縛り上げた。


    「な、何だッ!?」「何かが絡からみ付いてッ……」「お、おい！　誰の悪戯いたずら──」


    　恐慌状態に陥おちいる監視員たち。彼らからすれば、わけがわからないだろう。


    　彼らの身体は複雑に絡み合い、もう立ち上がることすらできなくなった。


    　口にテープを貼って、声も出せなくなれば、彼らが助けられない限り、情報が伝わることはない。


    　すべてを終えて監視室を出たところで、十八番から六番に連絡が来る。


    　──全員と合流したよ。そっちはどう？


    　──順調だ。そっちは全員無事か？


    　──訓練が終わって少し体調の悪い子もいるけど、大丈夫。


    　──わかった。では、変更はなしだな。最初に決めた通りの場所で落ち合おう。


    　六番が話した内容を十三番に伝えると、彼は頷うなずいた。そしてふたりは合流場所へ急ぐ。


    　だが、その途中で突如、十三番は足を止めた。


    「……どうした？」


    　十三番が足を止めたのは、研究室の扉の前だ。


    　センスの研究を行い、センスを固着する時に見ている者たちがいる場所。訓練室も眺めることができる部屋であり、研究者たちの仕事場とも言える。


    　今も会議に参加していない研究者たちがいる気配があった。


    　十三番は根が生えたように動かず、憎しみを込めた目つきで睨にらんでいる。


    　ここは、十三番が執しつ拗ようと言えるほど星マークをつけていた部屋でもあった。


    「ここに用はないはずだろう、十三番。もう納得したはずだ」


    「……なんか脱出に有用なものがあるかもしれないだろ」


    「そんなことをしてる場合か？」


    「それにこいつらを倒しておけば、脱出後の安全も確保される」


    　めちゃくちゃな言い分だった。冷静とは思えない。


    　危険なのは今、会議に参加している連中であり、ここで仕事をしている者たちではないのだ。


    「計画にない」


    　そう言っても、十三番は動かなかった。


    「……やっぱり、許せねぇんだよ！」


    　突然の叫びに、六番は驚きびくりと肩を震ふるわせる。


    「センス固着の実験をミスって、弟は何の成果も残さずに死んでいった。弟の死体が台車に乗せられた時に、連中がなんて言ったと思う？　『役立たず』だぞ!?　あいつら自身のミスで死んだって言うのに……！」


    　十三番の慟どう哭こくめいた叫びは止まらない。


    「でも、何よりも……！　オレはそれを聞いて何もできなかった！　ブルっちまって、ただただ弟を殺した連中に従った！　その上、『死ねた方が幸せだったんだから、弟はそれでよかった』なんて言い訳までして……！　そんな自分が許せねぇんだよ！」


    　十三番はもう扉から目を逸そらさない。


    　二番の言葉を思い出す。


    『十三番くんは、その時、妙な顔をしてたけど』


    　大事な人が死んだ怒りと悲しみを、心を殺す言い訳で誤ご魔ま化かしていたからこそ、そんな顔をしていたのかもしれない。


    「六番。オレは止められても行くぞ」


    　目を見て、止められないと六番は悟った。


    　だが、このまま彼をむざむざ見捨てるようなことをさせたくはない。


    「ダメだ。わたしはお前を止める。皆みんなが──家族が待ってるんだから」


    「へへ。家族か。お前から、そんな言葉が聞けるなんてな」


    「茶化すな。わたしは真剣に──」


    「お前は先に行けよ。そうしないと、あいつらも合流できないしな。途中に立ち塞がるかもしれない研究者や警備の連中を相手にするにはお前の力が必要だろ？」


    　そう言って、十三番は扉に向かって一歩前に出た。


    　自動的に扉が開いてしまう。これで中にいた者たちは不審者の存在に気付いただろう。


    　脱出のために、ここで研究者たちを食い止める者が必要になってしまった。


    「オレがお前らを透明化した時点で、オレの役目は終わってるんだ。だから、行ってくれよ。六番。オレみたいな馬ば鹿かを置いてさ。──あいつらを、頼む。家族を守るのがお前の役目だ」


    　十三番は小さく笑った。


    　自身の選択を、決して後悔はしないとでも言いたげに……。


    　そして、躊躇ためらうことなく扉の中へと侵入した。


    「くっ……！」


    　役目を託され、六番は断腸の思いで、その場から離れる。


    　ここで自分が立ち止まって合流が遅れれば、それだけ脱出失敗のリスクは高まるのだ。


    「お前の透明化が切れるのがリミットだ。それまでは待つ。……絶対に」


    　彼に言葉が聞こえたかどうかはわからない。


    　だが、もはや彼が生還することを祈るしかなかった。


    　六番は、後ろ髪を強く引かれる気持ちを断ち切って、二番たちとの合流を急いだ。


    



    　六番は二番と十八番、そして、別室の被験者たち九名と合流する。


    　姿は見えないが、複数の微かすかな呼吸音ですぐにわかった。


    「十三番くんは？」


    「……後で来る。出口で合流する」


    　理由は問われなかった。二番も十八番も理由を察していたのかもしれない。


    　元々、仇かたきを取りたいといった時に、いきなり物分かりがよくなったのは不自然だった。


    　最初からそんな予感はあったのかもしれない。


    　それに十三番のかけた透明化が解けるまで、三十分。


    　時間はまだ充分あるという精神的な余裕もあっただろう。


    「急ごう」


    　それだけ言って脱出する出口へと向かうべく走り出すと、そこでけたたましい警報が鳴り響いた。


    　ついに施設側に脱出が露見したのだ。慌あわただしくなってくる。


    　被験者たちが動揺していくのが、見えずとも気配でわかった。


    「大丈夫だ。向こうにこちらは見えないし、わたしがいれば敵は無力化できる」


    　六番がそう言っても安心できないのか、不安そうな空気は払ふつ拭しよくされない。


    　だが、今は強制的に進ませるしかなかった。


    　通路を進み、六番が扉のロックを解除したり、二番が強制的に破壊したりしながら最短で脱出ポイントへ向かう。


    「そこにいるのはわかってい──」


    　最後まで喋しやべることはできなかった。


    　六番が弓を構え、光の矢を生成し、放つ。


    　向かってくる敵のセンスを、矢が次々と霧散させ、敵の身体からだに命中した。


    　直撃を受けた者が昏こん倒とうし、彼らが怯えたところに、さらに二の矢、三の矢が襲おそう。


    　あっという間に敵を無力化し、事無きを得る。


    　追っ手を簡単に無力化したことで、ようやくついてきた者たちも安心したらしい。少しずつ不安そうな雰囲気が霧散していく。


    　おかげで進むスピードも一段と速くなり、予定通りの時間に、脱出ポイント前の部屋に辿たどり着いた。


    　施設の裏口であり、機材の搬入口。


    　今は電気もついておらず非常に暗い。


    　目の前にあるドアから出てしまえば脱出だ。


    　誰もおらず、追っ手もまだここには来ていない。ひとまず十三番を待つため待機した。


    「十三番くん来ないね……」


    　警備員たちは、こちらに来ていると思っていないのか、足音すら聞こえてこない。


    　だが、それは十三番も来ていないということにもなる。


    「十八番。十三番と連絡は取れないのか？」


    「さ、さっきからずっと呼び掛けてるんだけど……全然反応がないんだよ……」


    　何かが起こったことは容易に察せられる。


    　六番は、無理矢理にでも止めるべきだったと今いま更さらになって後悔してしまう。


    「……来ると、信じよう」


    　だから、そんな楽観論に任せた言葉しか言えなかった。


    　ここまで脱出計画はすべて順調だった。


    　想定外のことが一度も起こらず、全員で脱出できるところまで来ている。


    　予定にないのは、十三番が離脱してしまったことだけだ。


    「あと五分で透明化が切れる……」


    　そうなれば、もう十三番を置いて脱出するしかない。


    　ここまで来て、全員連れ戻されるなんていう結果は最悪にもほどがあるのだから──。


    　そこで、来た方からこつこつと足音が響いた。


    　十三番が来たのだと、皆の期待する雰囲気が部屋の中に広がる。


    　だが、


    



    「ここまでやれれば合格点じゃろう」


    



    　突如、部屋の電気が一斉につき、目が眩くらむような光が六番たちを包みこむ。


    　目が慣れると、六番たちを囲むように警備員や研究者たちが立っていた。


    　まるで、見えているかのように、こちらを注視している。


    「もう君たちの透明化は解けているのじゃよ。こちらでセンスを切らせてもらったでな」


    「な……」


    　事実だった。お互いの姿がすでに露あらわとなっている。


    　まだセンスが切れるまで、猶予はあったはずなのに……。


    「この区画は、スイッチひとつで貴様らに固着したセンスを使用不可にできる。保険はかけておくものじゃよ。何事にもな」


    　二番が電気を放とうとするが、何も起こらない。


    　完全にセンスを使用不可にされている。


    「……六番ちゃんに封じられた時と、同じ」


    　絶体絶命の状況だったが、それよりも六番は気になったことがあった。


    「合格点とはどういう意味だ」


    「簡単な話じゃよ。施設の中で君たちが脱出に向けて、どこまでできるかという実験をしただけじゃ。魂たましいの物質化、透明化、粒子操作、精神感応というセンスを固着させられた者たちを同じ部屋に集めて、各々のセンスを把握させれば、脱出という考えに至ると思っての」


    「……つまり、わたしたちは、掌てのひらの上で踊らされていただけ……？」


    　聞きたい言葉を聞けたというように、老人が笑みを浮かべる。この施設の研究者たち特有の下げ卑びた笑みを……。


    「計画の発端となったこやつは、我々の思惑通りに動いてくれたわ」


    　老人の後ろにいた警備員が、被験者たちに向かって大きい何かを放り投げた。


    　どさりと重い音を立てて、転がったそれは傷だらけとなった十三番の惨むごたらしい姿だった。


    「ひっ……」


    　十八番が小さな悲鳴をあげる。


    　精神感応で呼び掛けても、ここまでされたら応答があるわけがない。


    「……すま、ねぇ……。ドジ、った……。ほん、と、ごめ──」


    　絞り出すように言って、力を失ったように事切れる。


    　もう息をしていない。完全に絶命していた。


    「な──」


    　六番の頭の中が真っ白に染まる。


    「なぜ殺した!?　殺す必要などなかっただろう……！」


    　理不尽な光景を前に、零こぼれ落ちそうな涙を堪こらえながら、溢あふれ出る感情のままに吠ほえた。家族と言ってくれた者の最期に、今まで死を無関心に眺めてきた少女は冷静さを失っていく。


    　だが、老人は無感情な様子で受け流した。


    「最後の最後に自身の力を過信し、我々に刃向かった報いじゃ。脱出のためだけに動けばいいものを、被験者ごときが我々を害するなど度し難い蛮行よ」


    「………」


    「それに合格は、六番。お前だけじゃ」


    「わたしだけ、だと……？　な、なぜ……？」


    「十八番のセンスはありふれているし、二番も高い金を出して譲ってもらったのに期待外れじゃったからな。お前はセンスがないと思っていたようじゃが、少々違う。お前には元々素晴らしいセンスが備わっていた。だが、それを外へ発現させる術すべがなかったんじゃよ。水を出そうとしても、蛇口が塞ふさがっていたら、どうしようもないじゃろう？」


    「……まさか、この光の矢は」


    「敏さとい娘こは嫌いじゃないぞ。その通りじゃ。光の矢は蛇口じゃなく、まったく別口の穴を開けて使っているのじゃ。かなり無理矢理ではあるがな」


    「そん、な……」


    「それがお前が元々持っていたセンス、〈封印〉じゃ」


    　最初からすべて知っていたのだ。


    　六番が〈封印〉で、センスを使えなくできることも。


    　それでセキュリティを切れるということさえ──。


    「六番。お前は儂わしらの傑作になる。じゃが……」


    　老人が手を挙げると、一発の弾丸が放たれ、十八番の額を貫つらぬいた。


    「残りはいらぬ」


    　僅わずかな血ち飛沫しぶきしか出ない。だが、たったそれだけのことで十八番も物言わぬ遺体となる。


    　呆あつ気けなく。


    　何の言葉も残すことなく。


    　ただ怯おびえた顔をしたまま、家族だった彼は死んでいった。


    「もうこの研究施設は終わりなんじゃよ。援助資金を食い潰つぶしてしまってのう。そこで被験者たちに研究所を破壊された、研究成果は六番、最高の成果であるお前だけしか生き残らなかったというストーリーが必要なんじゃ。〝グノーシス〟に対して、我々が立場を維持するにはな」


    　六番の耳には、もう何も入ってこない。完全に心が折れていた。


    　再び老人が手を挙げると、六番の周囲にいた被験者たちが次々と撃ち殺されていく。


    　ぱたりぱたりとひとりずつ、血を流しながら倒れていった。


    　何の抵抗もできず、死を与えられていく。


    　六番が以前まで望んでいた死が、周囲へ理不尽に撒まき散らされていった。


    「あ、ああ、あああああああああああああああああああああああああああああああ……!!」


    「もっと叫ぶがよい。悲鳴をあげて、悲しむがよい。心の大きな動きこそ、センスを革新へと導くのだから」


    　そして、銃口が最後に残った二番に向く。


    　二番は動かない。


    　ショックを受けたように立ち尽くしているだけだ。


    　ふと、二番の言葉が六番の脳裏を過よぎる。


    『数年後だと思うんだけど、あたしと六番ちゃんは生きてるんだよ』


    　やはりあれは気休めだったのだ。


    　パンと、すべてが終わる乾いた銃声が鳴り響く。


    　六番は目を瞑つむった。


    　数瞬後には、死体となった二番の姿があるのだろう。


    　すべてを諦あきらめきった、その時──キン、と甲高い音が鳴り響いた。


    　弾丸が人を貫つらぬく音ではない。


    　まるで弾丸が固い金属に当たったような音。


    　恐る恐る目を開けると──視界は一変していた。


    　二番の前に、刀を携たずさえたひとりの男が、赤いオーラを発しながら立っている。
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    　すぐ傍そばに割れた弾丸が落ちた。


    　──まさか、斬きった？


    　突然の乱入者に、六番の頭が混乱する。


    　二番もまた、男の背中を呆ほうけたように眺めていた。


    　男は周囲を見渡し、幼おさな子ごたちの遺体を見て、


    「遅れて、すまなかった」


    　絞り出すような声を口にした。


    「要救助者二名確保！　全員突入！」


    　研究者たちの入ってきた扉から、次々と物々しい格好をした者たちが雪崩なだれ込んだ。


    「リーダー！　先走りすぎだ！」「そうよ！　何勝手に動いてるの！」


    「そうしなきゃ助からなかったやつがいるんだよ！　ゲルカもエイジーも、さっさとやれ！」


    　研究者たちも突然の侵入者に慌あわてふためく。


    「なっ……！　くそ、話にあったレジスタンスども──〝アステローペ〟か！」


    　警備員たちが抵抗するが、彼らは非常に強く、次々と周囲を駆逐していった。


    　二番と六番が見入ってしまうほど、彼らのセンスは極まっている。


    　特にリーダーと呼ばれた男は際立っていた。あらゆる攻撃が炎の如ごとき赫かく灼しやくたる輝きの前では、簡単に溶かされていく。


    「闘気、使い……」


    　何度か訓練でも見たことがあるセンスだが、そのどれとも違う。


    　赤き闘気は敵意ある物体をすべて蒸発させていた。そんな闘気使いが身体能力を強化し、赤せき熱ねつ化したような肉体を躍らせ、巨大な剣で切り伏せてくるのだ。中途半端なセンスでは止めようがない。あれほど恐れていた施設の者たちを、彼は容易たやすく無力化していった。


    「くそ！　まだナハシュ様が近くにいるはずだ！　連絡を──」


    「無駄よ。ここら一帯の通信網や〈精神感応〉センスは無力化させてもらっているからね」


    　今度は銃器を構えながら、黒い肌の女性が入ってきた。


    「早く！　君たちはこっちよ！」


    　彼女はすぐさま、二番と六番の身体からだを抱きかかえる。


    　無力さを抱いたままふたりは脱出計画で利用するはずだった扉から脱出した。


    　施設を出て走り、追っ手が来ないことを確かめてから、彼女はふたりを地面へと下ろす。


    「さ、ついてきて。今は何も言わずに。細かい話は後でにしましょう」


    　女性とともにふたりは薄暗い階段を下りて、地下へと潜もぐっていく。


    　今は彼女についていく以外の選択肢がなかった。


    「……皆みんな、死んじゃった。結局、何も変えられずに……」


    　その途中、二番が虚うつろな表情で呟つぶやいた。


    　何もかもが急すぎて、起こったことを受け止めるのに必死なのだろう。


    　六番も同じだ。夢であってほしい。


    　だが、肌に纏まとう空気が、消えない血の匂においが、十三番の最期の言葉が、脳裏に浮かぶ十八番の死に顔が、これは現実だと容赦なく告げてくる。


    　脱出を誓い合った仲間が、家族が──無惨にも殺された。


    『〝グノーシス〟に対して、我々が立場を維持するためにはな』


    　連中が保身を図ったことによって。ならば、それを引き起こした連中は何なのか。この希望も何もない世界なのか。あるいは、自分の知らない誰かの差し金なのか。


    　湧わき上がってくるのは鋭く尖とがった闇やみ色の怒りのみ。


    　無惨に殺された家族たちと、同じ目に合わせなければ気が済まないという復ふく讐しゆう心しん。


    　それが、ただただ今の六番に残された感情だった。


    「……絶対に、仇かたきを討つぞ」


    　六番は涙を零こぼしながら、誓いを口にする。


    　生き長らえた理由は、もうそれしかないというように──。


    　強く拳こぶしを握り込む。爪が食い込み、血が流れでた。


    「うん……」


    　二番は涙を堪こらえながら大きく頷うなずき、痛みを分け合うように六番の手をそっと包み込んだ。

  


  
    ［間章　～the side of Lucia act.1～］


    



    　──しっかりしなきゃ。せめてこの子六番ちやんだけでも守らないと……。


    　救出された二番が六番としばらく一緒に歩き続けてから、視界を支配していたのは光も届かない地下だった。


    　フェーズⅢですらすでに太陽の恩恵が僅わずかにしかないというのに、フェーズⅣのさらに地中深くにある、ここフェーズⅤには自然の光など何ひとつない。


    　すぐ傍そばにいる六番の手の温ぬくもりだけが、自分がまだ生きているという実感をくれる。


    　六番のためにも年長である自分が落ち込んでいてはいけない。


    　悲劇に心が潰つぶされようとも、嘆きで身体からだが動かなくなっても、無理矢理にでも動くために二番は暗くら闇やみの中で、ひとり心を叱しつ咤たした。何度も、何度も、心が闇に染まらないように。


    「少し待ってね」


    　その言葉とともに、周囲に微かすかな光が灯ともった。


    　先導していた女性がランタンに火を点つけたらしい。


    　薄暗いが、微かに土つち塊くれや壁が見えてきた。


    　人工物すらほとんど見当たらなかった。炭坑のような洞穴で、どこか蟻ありの巣を思わせる構造。


    　歩いていると、ところどころに炎の灯りや電灯の明かりが、脈絡なくぽつぽつと点ついているのだが、どれも今にも消えそうなほど頼りない。


    「……ごめんなさいね。施設の方が明るかったでしょう？」


    　女性が申し訳なさそうに言う。


    　年は二十代後半だろうか。ショートカットで肌が黒いが、闇やみの中で見失うほどではない。


    　美人ではないが非常に愛あい嬌きようのある表情のせいか、とても馴な染じみやすかった。


    「わたしたちの居住区や行き来する場所はそこまで明るくなかった。問題ない」


    　六番が無感情にそう返す。


    　二番もまた何か言わなきゃ、と口を開いた。


    「あの出口で照らされた時、すごく眩まぶしかったし……」


    　女性が少し話題に困ったような表情を浮かべ、咄とつ嗟さに別の話を振ってきた。


    「……えーっと。あ、そうだ。ふたりとも、名前は？　呼べないと不便でしょ。私はシェイ」


    「名前はない。六番と呼ばれていた」


    「あたしも。二番です」


    　シェイと名乗った女性は悲しそうな表情を浮かべる。


    　目を瞬かせて困惑していた。


    「あなたたち、親からの名前は？」


    「覚えていない。忘れてしまった」


    「あたしも記憶にないな。お父さんはいたけど、名前で呼ばれてた記憶がもう……」


    　二番にも六番にも、施設に来る前はちゃんと名前があった。


    　だが、長い月日の経過と、ずっと行われていた苛か烈れつな実験。そして、番号で呼ばれ続けたことで、お互いとうに名前など記憶から消えていた。


    「施設でも名前をつけてもらえなかったの……？」


    　二番が頷うなずくと、六番も頷く。


    　シェイは仕方なさそうに溜ため息いきを吐ついて、肩を竦すくめた。


    「……ま、こんな世界だものね。そういうこともあるか」


    　足を止めて、こちらを振り返る。


    　そして、まとめて抱きしめられた。赤子を抱くような、温かく優しい抱ほう擁ようだった。


    　六番は、どこか郷きよう愁しゆうに浸ひたるような表情を浮かべている。二番も張りつめた心が解ほぐされたように安心していた。


    「でも、こんな世界は間違ってるのよ。あなたたちは番号で呼ばれるような存在じゃない。消費物でもない。人間なの。だから戻ったら、ちゃんと名前をつけてあげるからね。今のうちに素敵な名前を考えておいてもいいわ。皆みんな、それで呼ぶからね」


    　シェイは立ち上がり、こちらと手を繋つないでから再び歩き出した。


    　まるで子を守る親のように頼もしい。


    「遅くなったが……ありがとう、助けてくれて」


    　少しずつ今の状況を飲み込むことができた六番が改まって頭を下げる。


    　彼女たちがいなければ、どうなっていたかわからない。


    　少なくとも自分は殺されていたはずだし、六番とてろくでもないことに巻き込まれたであろうことは誰の想像にも難くない。


    「いいのよ。それが私たちの目的だったんだから。それにお礼ならセインズ──リーダーに言うといいわ」


    「あたしを助けてくれた、あの人？　大丈夫なのかな……？」


    　思い出すと、心が温かくなってくる。まるで寒空の下で導いてくれる篝かがり火びのように、心の闇やみを照らし、身体からだを毛布に包まれているような気分になった。


    　二番は彼の強大なセンスを目まの当たりにしているが、施設の者たちとて弱くはない。


    　まだあの人たちは戦っているのだと思うと、今になって心配になってきた。身体が震ふるえてくる。


    「大丈夫よ。あれはそう簡単に死なないわ。拳けん銃じゆうの弾ぐらい見切れるし、どんな攻撃にも耐えるセンスと身体を持ち合わせているから。敵意のある攻撃が届く前に蒸発させるしね」


    　シェイはこちらを安心させるように笑う。


    「それに、セインズが助けに行くって決めたんだからね。責任、持ってもらわないと」


    「あなたたちは……どうして、わたしたちを助けてくれたんですか？」


    「どうしてって……あなたたちが助けてくれって声をあげたからでしょう」


    　二番は首を傾かしげた。そんな記憶はない。


    　六番を見ると、彼女も不思議そうな表情を浮かべていた。


    　そもそも外部と連絡を取れたとしたら──。


    「私も〈精神感応〉のセンスを持ってるのよ。どちらかというと受信の方が強いけどね。それで男の子が助けを求めているのを聞いたの」


    「まさか……」


    「十八番くん……？」


    　彼の〈精神感応〉は施設の外にまで広がっていたと言っていた。


    　もう想像することしかできないが、彼は求めていたのだ。探していたのだ。


    　自分たちを救ってくれる人を……。


    「……なぜ、言わなかったんだ」


    　六番が歯を食いしばって口惜しそうに囁ささやく。二番も泣きそうになってしまった。


    「……たぶん、言えなかったんでしょうね。私たちが彼の訴えを聞いたのは本当に数日前なの。脱出計画がこの日に実行されることを知ったのは昨日だったし。私はすぐに返答ができなかったわ。アジトに戻ってから、セインズとも相談しなきゃいけなかったからね」


    　シェイも確約できないことを言えなかったのだろう。


    　十八番もまた確約されていないからこそ、希望を持たせるのを躊躇ためらった。


    　もっと時間があれば、結果は変わっていたかもしれない。


    　だが、もう結果は出てしまったのだ。


    　今はただ、微かすかな希望を繋つなげてくれた十八番に感謝するのみである。


    　十八番がいなければ、二番も六番も死んでいたのだから……。


    「ところでわたしたちは、どこに向かっているんだ？」


    　六番が不思議そうに尋ねる。


    「言ってなかったわね。私たちのアジトよ。私たちはレジスタンスで、反逆者。その拠点ね」


    「反逆……？」


    　六番が言葉を反はん芻すうした。


    「と言っても、もう着いたけど」


    　そんな説明を受けているうちに、シェイは立ち止まった。


    　目の前には両開きの鉄製扉がある。


    　左右で素材や模様が違うようで、あり合わせで作ったようだった。歪いびつで頼りない。


    　シェイはコンコンと扉を叩たたく。


    「日は昇った」


    　続けて符ふ牒ちようめいた言葉を呟つぶやくと、扉が内側に開いていった。


    　シェイは中に入って二番と六番に向けて手を差し出してくる。


    「ようこそ。レジスタンス、〝アステローペ〟へ」


    



    　レジスタンスのアジトに入ってから、残っていたのであろうメンバーたちへ銘々に挨あい拶さつしたあと、二番は六番と共に部屋へと案内された。


    　洞穴内をどうにか整地して作り上げたような部屋で、環境的には施設内よりも貧相かもしれない。


    　だが、どこか温かみを感じた。壁に括くくり付けられた小さな灯ともし火びが、羽毛のように柔らかな安心感を与えてくれる。


    「どこもこんな部屋なのよ、悪いわね」


    「いや……寝る場所があるだけでも上等だ」


    「でも、妙に広いですよね。ここ……」


    　ふたりの寝室としては非常に広い。ここなら十人近く寝ることができるだろう。


    「本当ならね」


    　シェイは悲しそうに眉まゆを下げた。


    「あなたたちの仲間全員を救い出して、ひとまずここに寝泊まりしてもらう予定だったのよ。もうひとつ、男の子用の部屋もあったんだけどね」


    　二番は不意に、脱出前の光景を思い出す。


    　十三番も十八番も、何ひとつ残せないまま逝いってしまった。


    　取り残された幼おさな子ごたちも、抵抗もできぬまま死んでしまった。


    　思い出すと悲しみと怒りが自然と湧わき出てくる。だが、隣を見ると六番は歯を食いしばって涙を堪こらえていた。


    　二番も涙を堪えて、小さく拳こぶしを握る。決して忘れないように、と……。


    「ま、セインズが帰ってきたら、改めて皆みんなを紹介するわ」


    　その言葉とほぼ同時に、小さな鈴が鳴り響いた。


    「……さっそく帰ってきたわね。この鈴は入り口の扉が開いたってことよ」


    　部屋を出て、再び三人で入り口の広間に向かう。


    　そこには十数人の物々しい装備をつけた者たちが、労ねぎらいを受けていた。


    「お帰りなさいセインズ。ふたりはここよ」


    「お。ふたりとも、無事だったか」


    　助けてくれたリーダーの男が、二番たちの前にやってくる。


    　ぼさぼさのだらしない髪だったが、体つきも含めてとても若々しく、戻ってきたメンバーたちの中で一番若く見えた。むしろ、少年とも言うべき年かもしれない。


    　だが、非常に身体からだが大きく、頼りがいに溢あふれている。


    　そんな雰囲気があるからこそ、若くしてリーダーをやっているのだろう。


    「俺はセインズ。一応、ここ──〝アステローペ〟のリーダーをやってる。よろしくな」


    　セインズはこちらを安心させるように、小さな笑みを浮かべた。


    　普段見せない表情なのか、少しぎこちない。


    「地下は怖かっただろう。だが、ここじゃ、お前らを縛るものは何もない。生きていく術すべが見つかったら、出ていっても構わないしな。これからどうするかはゆっくりと考えて……」


    　セインズの言葉が終わる前に、二番の隣で六番が首を振った。


    「わたしも、ここで戦いたい」


    　そして、周囲の者たちが驚くことを口にする。


    「……は？」


    「わたしは、皆の仇かたきを討ちたい」


    　──強いな。六番ちゃんは……。


    　もう前を向いていることに、二番は恐れ入る。


    　そして、塞ふさぎ込んでいる場合じゃないと、自身も拳を握り、セインズに向かって一歩前に出た。


    「あたしも。何ができるかわからないけど、十三番くんと十八番くんと、理不尽に殺された皆みんなが生きた証明をしたい」


    　セインズは勘弁してくれよといった目でシェイを見る。


    　シェイは、私は何も知らないし、言ってないとばかりに首を振った。


    「……ま、しばらくはどうにもできないし、ここで生活して色々と世界を知っていけ。えーと……お前ら、名前は？」


    「それがリーダー。この子たち番号で呼ばれてたらしくて、名前はないのよ」


    「ろくなことをしないな、あいつら……。じゃ、名前をつけないとな。お前らに呼ばれたい名前はあるか？」


    　二番も六番も困った表情を浮かべた。


    　いきなり言われても、思いつかない。考えようにも取っかかりすらなかった。


    「んー。誰かなんかあるか？」


    　セインズは囲んでいる人たちに視線を巡らせる。


    「私、その手の感性死んでるし」「名付け親とか責任重大じゃないッスか」「ちと無理ー」


    　皆一様に顔を逸そらしてしまった。セインズに見られると、さらに視線を背そむける。


    「……セインズがつけなさいよ。こういうのもリーダーの役目」


    「んなこと言われてもなぁ……」


    　腕を組んで、頭を掻かきながら悩み始めるセインズ。どうやら彼もこういうことは苦手らしい。


    　改めてこちらを見る。


    　そして、口に手を当てて、一頻しきり考え込んでから、


    「じゃ、年上っぽい方がルシアで、小さい方がエリシアでどうだ？」


    「なんです、その名前？」


    　すると、傍そばにいた青年が不思議に思ったのか、そんなことを尋ねる。


    「ま、なんつーかな。俺の験げん担かつぎみたいなもんだ」


    　周囲も含めて、その言葉は理解できなかったようだが、シェイだけは少し顔色を変えた。不安そうな瞳ひとみをセインズに向けている。


    「あんた、それ……」


    「何も言うなよ」


    　セインズが人懐っこい顔を浮かべて、こちらに向き直る。


    「それで、どうだ？　この名前。気に入ってくれると嬉うれしいんだけどな」


    　セインズが、優しげな瞳で問うた。


    「ルシア……。うん、気に入ったよ」


    　二番──ルシアは、その響きが気に入った。自然と笑みが零こぼれる。


    「エリシア。了解した」


    　六番──改めエリシアもまた、不満もなく頷うなずいた。


    　セインズはオーケーとばかりに手を叩たたく。


    「それじゃ、これからしばらくよろしくな。ルシア。エリシア」


    「「はい」」


    　セインズに差し出された手を、すぐ傍そばにいたエリシアが握り、次にルシアも握った。


    　自分を守ってくれた逞たくましい手に、ルシアの頬ほおが熱くなる。


    「どうかしたか？」


    「う、ううん。なんでも、ないの……」


    　セインズの瞳ひとみを見つめながら、ルシアはわき出す感情に戸惑うしかなかった。

  


  
    ［第二章　生存圏］


    



    　ふたりが施設から救出されてから、一か月が経過した。


    　エリシアとルシアの生活は施設の頃から一変し、レジスタンスの中で慣れないことも多かったが、少しずつ馴な染じんでいく。


    　フェーズⅤという状況もあって制限は多かったが、以前より遥はるかに過ごしやすかった。


    　ここには自由意志と、自身で行動を選択できる土壌がある。


    「ルシアちゃーん、洗濯物お願いします」「ルシアー、こっちの土の成形をお願い」


    「はーい。ゲルカさんの方、先に行きますねー。ネードさんはちょっと待っててください」


    　ルシアは主にアジトの中の家事を行っていた。


    　またアジト内を〈分子破壊〉のセンスで整えたり、壊れた道具を元に戻したりなど精力的に働いている。


    　レジスタンスにとってルシアのセンスは貴重で、アジト内は日ごとに小こ綺ぎ麗れいになっていた。


    　扉も立派なものに一新されている。兎うさぎが描かれていることだけはセインズに不評だが。


    　怪け我が人や病人を治すこともできるため、非常に重宝されている。元々の愛あい嬌きようもあってか、周囲のメンバーたちに可か愛わいがられていた。


    「エリシア、こっちの荷物を運んでくれ」「エリシアちゃん、倉庫の整理と掃除を頼む！」


    「了解。バフスム、どこに運べばいいかの指示を。あとエイジー、優先度がほしいんだが」


    　エリシアもまたレジスタンス内の雑用を手際よくこなしている。


    　愛あい嬌きようはないが、特に反抗などすることもなく、最年少ということを忘れてしまうぐらい溶け込んでいた。しっかりと自立できていることもあり、すっかりメンバーの一員となっている。


    　しかし、


    　──こんなことをしてていいのか。


    　エリシア自身は今の立場が、顔に表れるぐらい不満だった。


    〝アステローペ〟が実際に世界を掌握する敵〝グノーシス〟と戦っているらしいことはわかる。


    　セインズをはじめとするセンス使いたちが、外に出ているのを何度も見てきた。


    　しかし、エリシアはその輪の中に入れない。


    　この日も外に向かうセインズを引き留めたのだが、


    「ダメだ」


    　と一いつ蹴しゆうされてしまった。


    「ちゃんといい子で過ごせよ」


    　あまつさえ、そう言われて頭を撫なでられる始末だ。


    「頭を撫でるな」


    「いてっ。つねるなよ。いいじゃねーか、お前の髪って絹みたいに柔らかくて気持ちいいし、撫でやすい位置にあるからさぁ」


    「戦いに加えてくれるなら、いくら撫でさせてもいい」


    「そりゃ困ったなぁ」


    　まったく困っていない表情で言うセインズ。


    　エリシアは苛いら立だちばかりが募っていく。


    「じゃ、行ってくるからな」


    　またもセインズはエリシアの頭をぽんぽんと叩たたいた。


    　エリシアは膨ふくれっ面つらになって、


    「諦あきらめないからな！」


    　と、捨て台詞ぜりふのように言って遠ざかるセインズを見送る。


    　ルシアが近づいてきて、心配そうにエリシアの顔を覗のぞき込んだ。


    「エリシアちゃんってば。焦あせりすぎじゃない？」


    「セインズはわたしたちを軽んじてる。腹立たしい……」


    「そんなこと言っちゃダメだよ。セインズだって、ちゃんとあたしたちのことを考えてるんだから」


    「……ルシアはいつもセインズの肩を持つね。この前も、ハルカとセインズが喧けん嘩かしてた時に、セインズに味方してたし」


    「そ、そんなことないけどなぁ？　あれはハルカさんの方が悪かったと思うし。それにあたしだって戦いに行ってセインズたちを助けたいんだよ。でも、困らせたくはないし……」


    「わかってるさ。迷惑をかけるつもりはない」


    　エリシアの抱いている焦燥感は一向に消えてくれなかった。


    　雑用で仇かたきは取れない。戦うことでしか望みは叶かなわないのだ。


    　十三番と十八番の無念を思うと、どうしても平静ではいられない。


    「どっちにしろ、今のあたしたちの仕事をしようよ。それがセインズたちの役に立つんだし」


    「……了解」


    　それぞれ担当の雑用に精を出す。朝はいつもこんな調子だった。


    「ルシア、エリシア。時間よ」


    　割り当てられた仕事が終わると、今度はシェイにこぢんまりとした部屋に連れて行かれる。


    　そこには黒板とチョークに教卓、机と椅い子すが二セットずつ隣り合っていた。


    　黒板の前にシェイが立ち、ルシアとエリシアはそれぞれ椅子に座る。


    「さて。今日は歴史だけど、前回はどこまでやったっけ」


    「昨日は〝プレローマ〟が出てきたところです。シェイ先生」


    「あー、そうだったそうだった。あと、ルシア。シェイ先生は照れるからやめて」


    　朝の雑事が終わってからの時間、ふたりは様々な勉強を行っていた。


    　一般的な常識から世界の歴史、その他生きるのに必要な知識。


    　セインズが「戦うことよりも教養を身につけることを考えろ」と言って、博識なシェイが教師役となって、多くのことを教わっているのである。


    　フェーズⅤは見捨てられた世界だ。存在しない世界と言ってもいいだろう。そんな中で子供が勉強できることは奇跡に等しい。


    　ルシアもエリシアも、戦えないことに不満はあったが、この時間は楽しみにしていた。


    　知識をつけて視野が広がるのを体感できるのが、とても面白いのだ。


    　この点はエリシアもセインズに強く感謝している。


    「セトを代表とする〝プレローマ〟や、その下部組織〝グノーシス〟が表だって出てきたのもこの辺りね。彼らは自分たちの住んでいた国の政府を掌握すると、瞬またたく間に世界を席せつ巻けんしていったらしいの。私はまだ生まれてなかったから実際に見たわけじゃないけどね」


    「昔は大小様々な国があったんですよね？　抵抗はできなかったんですか？」


    　ルシアが挙手して質問する。


    「当時は火薬や電気を使った兵器が主だったからね。それらを陳腐化したセンスには手も足も出なかったとあるわ。第二者ナハシュの洗脳によって内部から切り崩されたり、第三者カインが真正面から叩たたき潰つぶしたり……。その他の幹部や兵隊たちも精鋭揃ぞろいで手も足も出ずに、すべてが無条件降伏。半年も経たたずに世界はセトの手に落ちたの。亡命政権すら叩き潰してね」


    「ですが……本には民衆たちがセトを歓迎したと」


    「プロパガンダってのもあるけどね。最初は歓迎してたんだよ。セトは、センスがどういうものであるかを説明して、人のセンスを引き出して世界を革新していった。その上で彼はセンスで世界を豊かにするのだと思われてたわ。センスを持たない人間をどうするかは省いてね」


    　それが今のこの世界なのだ。


    　センス無き者に生きる資格はないと言わんばかりの、フェーズごとに分けられた身分制度。不満は燻くすぶっているが、圧倒的な力で世界を統一した支配者に文句を言えるはずもない。


    　その不満すら、頑強な支配の一翼となっているように思えるほどだ。


    「さらにセトに力を貸す者の中でもひときわ、常軌を逸いつしているのが研究者アサヒね。彼女が作り上げたと言われる《歴史創造ノルンシステム》は思い描いた未来を自由に選択する、とんでもない代物よ。これがあるからこそ、彼らは簡単に世界を掌握できたの。今の彼らは天災すらも操れるわ」


    　聞けば聞くほど、強大な敵だった。


    　いかに敵の思想が間違っているとはいえ、立ち向かうには高すぎる壁。


    　彼らは太陽すらも手中に収めているかの如ごとき存在なのだ。


    「そんな人たちと、よく戦えてますね？」


    　疑問が生まれるのも当然だろう。


    　ルシアのまったく悪気のない質問に、シェイが苦笑いを浮かべた。


    「実際のところは戦えてないよ」


    「えっ、でも……」


    「向こうが本気を出せば、私たちなんか一網打尽。だけど、言ったでしょう？　セトは競争を促うながしてるって。向こうはこちらの存在だけは知った上で私たちを見み逃のがして、泳がせているんだよ。向こうは大きな危害を加えられてるわけでもないしね」


    「で、でも、戦いには行ってるんですよね？」


    「〝アステローペ〟は傭兵崩れに襲おそわれてる村とか、殺人鬼が入り込んだ街とか、そういった助けが必要なところに出張して解決することで、金銭を得ていたりするだけさ。もちろん、そこで〝グノーシス〟と関わることもある。あんたたちがいた施設を強襲した時のようにね」


    「………」


    「あの施設も含めて、私たちが戦ってるのは末端に過ぎないんだよ。そんなところを潰したり勝ったりしたところで、〝グノーシス〟にとっては痛くも痒かゆくもないはずさ」


    　吹けば飛ぶような、そんな集団に過ぎないんだと自じ虐ぎやくするシェイ。


    「じゃあ、これからもずっと、このままなのか？」


    　エリシアが厳しい視線で問う。


    　すると、シェイは悩ましげに肩を竦すくめた。


    「その辺りはセインズ次第じゃないかねぇ。一応、幾つか大打撃を与える方法は考えているみたいだし。私たちはあいつの言う通りに、日銭を稼いでいるわけさ。ただ、今は周囲の人たちを救うので手一杯ってだけさね。人手もまったく足りていないんだよ」


    　そして、シェイは授業を続ける。


    「さて、次は世界統一後のフェーズについてね。人口的にはフェーズⅡが一番多くて──」


    　シェイが喋しやべる中、エリシアは少し不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せていた。


    



    　そして、この日のセインズたちは、やるべきことを終えてすぐに戻ってきた。


    　帰ってこない時は二週間以上戻らないこともあり、日帰りは珍しいことだった。


    「あー、疲れた疲れた。まったく賊ぐらい、上の方で対処してほしいもんだ。治安維持部隊がフェーズⅢまでにしか配置されてないとはいえ、たまにはⅣまで出張に来たっていいだろうに」


    　愚ぐ痴ちを言いながらセインズたちがアジトの中に入ってくる。


    　彼らは水浴びを済ませると、夕食まで食堂で待機することが多い。


    　エリシアはそこを狙ねらって、セインズのすぐ傍そばに座った。ルシアもその隣に座る。


    「おー、エリシア。ルシアも。ちゃんといい子にしてたか？」


    「少なくとも迷惑はかけていないつもりだ」


    「よくしてもらってます」


    　すると、セインズは満足そうに頷うなずいた。


    「うんうん。シェイの教育が行き届いているな」


    　丁ちよう度どいい位置にあったのか、セインズはエリシアの頭をぽんぽん叩たたく。


    　それをエリシアは不機嫌そうな顔ですぐにはたいた。


    「元からいい子たちよ」


    　シェイが朗ほがらかに言う。


    「それよりもセインズ。この前言ってたのは嘘うそだったんだな」


    　エリシアが厳しい視線で詰問すると、セインズは腕を組みながら首を傾かしげる。


    「えー、何がだよ。俺は嘘なんか吐ついてないぞ」


    「人手は足りてるって話だ。以前、わたしがセインズたちを手伝うと言ったら、人手が余ってるから子供は出る幕じゃないと。今日、シェイが言ったぞ。人手不足だって」


    「おい、シェイ……」


    　セインズは気け怠だるそうに溜ため息いきを吐いて、シェイに視線をやる。


    「嘘で誤ご魔ま化かす方が悪いわよ。この子たちにそんな嘘、すぐバレるに決まってるでしょ」


    　シェイは肩を竦すくめて素知らぬふりだ。


    「わたしは戦える！　役に立てる！　だから、皆みんなと一緒に戦わせてくれ！」


    「……お前、今、何歳だっけ？」


    「八歳か、九歳、ぐらいだと思う……」


    「あのな。お前みたいな年のやつはな。本来ならこんな血ち腥なまぐさいところにいるべきじゃねーんだよ。外で太陽の光を浴びながら、大人にはよくわからない遊びをするもんだ」


    「で、でも！　太陽の光なんて届かないじゃないか……」


    「そういう意味じゃねーよ。今は俺たちみたいなことをするよりも、やるべきことがあるって言ってんだ。勉強もさせてるだろ」


    「………」


    「明らかに納得できねーって顔してるけど……今は見識を広げようぜ。それで見えてくるものもあるさ。今の世界は俺らがどうにかして、元に戻してみせるからよ。子供たちが自由に外で遊べる世界ってのが、俺の望みだしな」


    「元に戻す……？」


    「昔はこんな世界じゃなかったってこった。その辺りはまだシェイの授業じゃ習ってないか。かなり昔だから、俺も伝聞でしか知らねーけどさ」


    「ではそのように見識を広げれば、わたしも戦いに加えてくれるのか？」


    「まったくわかってないな、お前……」


    　セインズは頭をボリボリと掻かきながら、疲れたように溜ため息いきを吐ついた。


    「どうなんだ。見識を広げればいいんだろう？」


    「ん、んー……まあ、俺が認めるぐらいになったら」


    　エリシアはこくりと深く頷うなずく。


    「言げん質ちを取ったからな」


    「……変な言葉ばっかり覚えやがって。シェイの教育が悪いんじゃないのか」


    「失礼ね。ガンガン覚えていくから教え甲が斐いがあるだけよ。この子たちはスポンジだからね。あんたたちの学力なんて、とうに超えてるわ」


    　セインズは頭を掻きながら、天井を見上げた。


    「ま、見識を広げること自体はいいことなんだぜ。ほら、手を出せ。ルシアも」


    「は、はい」


    「これ、お前らふたりで使え」


    　エリシアは差し出されたものを受け取った。


    　どうやらどこかの部屋の鍵かぎらしい。


    「これは？」


    「お前らが開かずの間とか言ってるところの鍵だよ。あそこは図書室だ。図書室っていうにはしょぼいけどな」


    「ああ、あの部屋か。そんな部屋だったんだな」


    「ようやく整理が終わったらしいからな。あそこにある本なら適当に読んでいいぞ」


    「なんで、鍵かぎなんてかけてたんだ？」


    「色々あんだよ。見られたらいけない本とかな」


    「どーせ十八禁のスケベな本でしょう」


    　シェイが呆あきれ顔で指摘する。


    「バッカおめぇ、アレがどんだけ貴重なもんだと思ってんだ。破られたり捨てられたりしたら、たまんねえだろ。男たちの士気に関わる」


    　セインズが言うと、食堂が男たちの大笑いに包まれた。


    　シェイは冷たい目で溜ため息いきを吐つく。


    「まったく、男ってやつは……。こんな男に騙だまされちゃダメだからね、エリシア。ルシアも」


    「えっ。あ、は、はい……」


    　ルシアはシェイにいきなり声をかけられ、驚いたように身体からだを震ふるわせた。


    　そんな様子にシェイが肩を竦すくめていると、


    「シェイ。十八禁の本とは何だ。それも見識を広げるために必要なら読むべきだろう」


    　と、エリシアが言って、周囲は一斉にざわついた。


    　隣にいたルシアは困り顔で頬ほおを染めている。
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    「あ、あのね。十八禁っていうのは、十八歳になってないと見たらいけない本で、読むと呪のろわれるの。だから、今は気にする必要ないからね」


    「呪のろわれる？　馬ば鹿かな……。今の時代に、そんな前時代的な……」


    「センスで復活しちゃったのよ。読んだら魂たましいを奪われるからね」


    　シェイは誤ご魔ま化かすのに必死になり、その後ろでセインズは噴き出すのを堪こらえていた。


    「嘘うそはいけないんじゃなかったのか、シェイ」


    「こういう時の嘘は方便って言うのよ」


    　セインズとシェイが、こっそりとそんな会話をしていたことは、エリシアには秘密だった。


    



    　さっそくエリシアとルシアが鍵かぎを開けて図書室に入ると、整理されたあとなのか、埃ほこりがまったくなかった。


    　ただ、一般的な図書室と名乗るには非常に狭い。ちょっとした書庫といった方が正しいだろう。壁面に置かれたところどころ錆さびた鉄製の棚に、乱雑に本が納められている。


    　本は棚いっぱいに入っているというわけではなく、かなり少ない。


    　だが、図書室を知らないエリシアとルシアにとっては、これまでに見たことのない量の本が積まれていること自体、宝の山のようだった。


    「どんな本があるんだ？」


    　さっそく棚を調べていくと、『センスについて』『グノーシス』『フェーズの真実』『世界統一』等々、世界に関わる本が置いてある。


    　どれも煤すすけており、少なくとも十年以上前の本のようだった。


    「……エリシアちゃん、これ、たぶん発禁本だよ」


    「前に聞いたルシアの親が捕まったというやつか」


    「同じ本じゃないけどね。たぶん、普通の書店とかに置いてたらダメなやつだと思う」


    「〝グノーシス〟側には、不都合な真実なわけだな」


    　ルシアはゆっくりと頷うなずく。


    　セインズたちは、それを回収していたのだろう。


    　歴史の真実を守るために。


    　それからその日は図書室に籠こもり、ふたりで読書にふけった。


    「フェーズの真実……か」


    　ルシアが手に持った本をめくっていく。


    「フェーズは……確か、フェーズⅠからフェーズⅤに分かれているんだったな」


    「そうだね。元々はフェーズⅢが地球の大地だったらしいけど……〝プレローマ〟が世界統一後の一大事業として、その上に大陸を作ったって書いてあるね。山を破壊し、大地を削って、海を吸い上げた『天てん蓋がい大陸』……。それがフェーズⅡで、さらにそこを見下ろせる場所に作られたのがフェーズⅠだって」


    「フェーズⅢは太陽の光さえ届かないのか……」


    「一応、微かすかに穴は開いてるみたい。そこから少し陽が差し込むみたいだけど……ここに映ってる写真を見る限りだと、頼りない光だね」


    「フェーズⅤよりかは、遥はるかにマシなのだろうけど」


    　物もの怖おじしない言い方に、ルシアは苦笑する。


    「実際、フェーズⅢの建物はまだ綺き麗れいだね。家とかビルとか、しっかり建ってるよ」


    「フェーズⅣはどうなってるんだ？　わたしたちのいた施設はフェーズⅣだったが、結局外なんてほとんど見てないし……」


    「地下都市を中心に広がってるらしいよ。ほら」


    　ルシアが開いたページを見せてくる。


    　その写真は地下に作られた広大な都市だった。フェーズⅢに比べると少々みすぼらしいが、道もあるし、家も建っている。巨大なビルは見えないが。


    「そんな地下都市が、世界に三十個以上作られてるんだって。小規模なものを合わせれば千に届くって書いてあるよ」


    「で、さらにその地下がフェーズⅤか。ここに比べると、フェーズⅣもまだ文明的だ」


    「実際、その通りらしいよ。フェーズによって、文明レベルが〝グノーシス〟に管理されてるみたい。治安維持もフェーズⅢまでって書いてるし、フェーズⅣから下は人々が固まって賊になる傾向があるって」


    　その意味では〝アステローペ〟も賊の一種だろう。少なくとも〝グノーシス〟にとっては。


    　それから、ルシアは自分で取った本を集中して読み始める。


    　エリシアも本棚をさらに漁あさった。


    　その中で、ひとつのタイトルがエリシアの心を捉とらえる。


    「……『《ユニオン》という実験場』？」


    　発刊は〝グノーシス〟が世界を掌握した翌年となっていた。


    　そして、中に書かれていたのは、かつて《ユニオン》という電子ゲームを装ったセンスの実験場があったということだ。


    　幻想に彩いろどられた、電子の異世界。


    　そこは人々を惹ひきつけるユートピアのようであったという。


    　彼らはセンスによって、心躍る冒険をしていたと綴つづられていた。


    　身体からだに流れる力を己おのれの意のままに象かたどることができるセンス、『闘気』。


    　精霊を使役して、その精霊の持つ力を放つセンス、『魔導』。


    　人の心を読み取り、魂たましいに働きかける能力を持つセンス、『心奏』。


    　物の形や、物の性質を変化させることができるセンス、『変幻』。


    　夢や空想をそのまま創つくり出すことのできるセンス、『夢境』。


    　世界の理ことわりを掌握し、一時的に操作するセンス、『天理』


    　それは、今の世界の六種類と同じ。


    　著者は当時を生きていた人間のようで、〝グノーシス〟を傍観してしまったことに対して幾つもの後悔が文章に滲にじみ出ていた。


    



    《ユニオン》のサービスが始まった当初、子供だった私たちは無邪気に楽しむだけで、その中で深遠な謀略が働いていたなど知る由よしもなかった。


    　センスを駆使して戦う期待に胸はずむゲームは、その実、センスを訓練するためのシステムだったとは想像もできなかった。


    　気付いた時にはもうすでに遅く、中東から始まった革新の戦争。それを止める術すべをどの国も持たない。


    　彼らには領地への大義名分など必要なく、不幸な者を救い、全人類を革新するという目的を掲げ、多くの支持を集めていたからだ。人が国ではなく、彼らについたことで、国は機能を失った。人なき国など脆もろいものだ。それは滑こつ稽けいですらあり、滅ぶまであっという間だった。


    《ユニオン》で優秀なセンスを持っていた者には〝グノーシス〟からの勧誘があり、ほとんどの者がセトに感化されて、ついていったらしい。《ユニオン》で充分に訓練を積んでいた彼らが、軍事兵器をものともせず圧倒したのを、私は従軍して目の当たりにした。


    　もはやあれは戦争ですらない。


    　一方的な殺さつ戮りくであり、出来の悪いショーでも見ているかのように思えた。


    　当時の大人たちは、「現実でセンスを使える」ということに対して半ば懐疑的だったが、目の前で見て信じざるを得なくなり、センスに関する方針を転換したのはこの時だ。


    　人々がセンスを認識し始め、爆発的に広がったのも……。


    　各国が慌あわてふためき、各々でセンスの研究や〝グノーシス〟討伐に本腰を入れたが、すべては遅かった。


    　世界は〝グノーシス〟によって統一され、センスによる進化を促うながされた結果、センスなき者から生存権すら失われた。センスを持つ者も常に向上を図るべく常に競争に晒さらされ、フェーズという身分制度はそれを大きく助長することとなった。


    



    　私自身も〝スバル〟というパーティで、《ユニオン》の中で活動していたこともあり、彼らが大規模な計画を実行に移す前に勧誘が来た。すぐに断ったが。


    　だが、今にして思えば、受け容いれて内部に食い込めばよかったとも思う。


    　内部で戦争を止める活動をしていた方が、まだ今のような世界にならずにすんだかもしれないと夢想してしまうからだ。彼らは私のセンスを評価していたが、何よりも私が継いだ財閥の資金が目的だっただろう。当時、彼らには何よりも足りなかったもののはずだった。


    　だが結局、彼らに私の資金などすぐに必要なくなった。あの時の判断が間違っていたかどうかは、未いまだにわからない。仮に内部に迫れたとしても、私がどこまでセトに意見を言えたかは予想もつかないため、楽観の域を出ない。


    　その後、財閥はセトに協力を求められた際に拒否したことを理由に解体された。


    　すべての財産や資産は没収され、私自身もフェーズⅣに落とされた。


    　最後に残ったコネクションで本を作り、記憶とともに文を残そうと思う。


    　誰か、遠い未来で私たちの無念を晴らしてほしい。


    　この行き過ぎた競争の世界が、いつか元に戻ることを祈っている。


    　無様にもセトを止めることのできなかった、この時代の哀れな羊たちを罵ののしってくれ。


    



    　最後に。


    　革新の女神──あるいは地下で絶望の女神と呼ばれているアサヒについて述べたい。


    　彼女はゲーム内でゲームオーバーとなり、同時に現実でも死んだ。葬儀も執り行われた。


    　だから、彼女がセトと共にプロパガンダの映像に出てきた時、私は目を疑った。今でも信じていない。人の蘇生という神話の如ごとき業ごうなど、卓越したセンスでも不可能なはずなのだから。


    　彼女もまた〝スバル〟のメンバーであり、〈未来視プロフエアータ〉のセンスで他を圧倒したのは事実だ。


    　そして、〈未来視〉が可能性の世界を選び取るセンスだというのも、セトが統一時に語った通り、確かなのだろう。


    《歴史創造ノルンシステム》が〈未来視〉によって作られたシステムだということも理解している。


    　だが、私は決して認めない。


    　認めてたまるものか。


    《歴史創造》のような未来を奪うおぞましいものを、アサヒがもたらしたなどと。


    　誰とも分け隔てなく接する心優しい彼女が、人を陥れることを嫌う天てん真しん爛らん漫まんな彼女が、どんな時にでも人に笑顔を振りまく太陽のような彼女が、そのすべてを否定するような愚おろかしく下らないシステムで、世界を支配することに荷担するなど間違ってもあり得ない。


    　いつだって仲間を大切に思う彼女が人を選別する世界を作るなど、与太話にもほどがある！


    　今の世界は彼女の望む世界とは真逆もいいところではないか。こんな世界は、彼女自身が耐えられないだろう。つまんない！　と叫んで、そこから逃げ出す方がアサヒらしいというものだ。


    　……私は彼女の生存の真実について、何ひとつ解き明かすことができなかった。


    　私の数あま多たある屈辱の中でも最大の汚点だろう。行動しようにも私はもう四し肢しすら奪われ、満足に動くこともできないが、死んでも死に切れない。


    　もう一度、生を得られるのならば……いや、指一本でも動かせたのならば、〝グノーシス〟に挑み、アサヒを助け出すものを……！


    　無責任であることは承知だ。だが、それでも聞いてほしい。


    



    　真実を暴き、アサヒを救ってくれ。


    
      二〇四九年九月　タカノリ・ミカド

    


    



    「絶望の女神……アサヒ……」


    　エリシアは思わず呟つぶやいていた。


    　シェイの言っていたことを思い出す。


    『セトに力を貸す者の中でもひときわ、常軌を逸いつしているのが研究者アサヒね。彼女が作り上げたと言われる《歴史創造ノルンシステム》は、思い描いた未来を自由に選択する、とんでもない代物よ』


    　セトの協力者であり、この世界を創つくり出した大本とも言える要因。


    　どんな悪魔なんだと、エリシアは想像を積み重ねてきた。


    　だが、この本での記述は今までの情報とはまるで異なっている。


    　この本が事実とは限らないのに、口惜しさが滲にじみ出ている文章には圧倒されるほど真に迫るものがあった。


    　エリシアの頭にあったアサヒ像が、微かすかに揺らぎつつある。


    「どうかしたの？」


    　自身の本を読み終えていたのか、ルシアが横から覗のぞき込んできた。


    「ああ、アサヒについて、ね」


    「アサヒ、か……」


    「ルシアは知ってるのか？」


    「……名前だけはね。具体的にどういうことをしたのかは知らないよ」


    　別の本も読んで整合性を調べたいと思っていたところに、ここの鍵かぎを渡してくれた当人がやってきた。


    「おー。もう読んでるのか」


    「ありがとうね、セインズ。ためになる本がかなり多いよ。あたし、三冊も読んじゃった」


    「適当に持ってきたのもあるが、役に立つならよかったぜ。上じゃ読めない本ばっかりだしな」


    「うん」


    　セインズがルシアの頭を軽く撫なでる。


    　すると、ルシアは頬ほおを染めて、恥ずかしそうに小さく俯うつむいた。


    「エリシアはどうだ」


    「興味深い本が多い。しばらくは没頭できそうだ」


    「そうかそうか」


    　同じようにセインズが頭を撫でようとすると、エリシアは嫌いやがって手をはたいた。


    「そういう子供扱いは必要ない」


    「まったく可か愛わいげがねーな。ルシアはちゃんと撫なでさせてくれるのに」


    「悪かったね。ところで、アサヒがもたらしたという、《歴史創造ノルンシステム》というのは、具体的にどういうものなんだ？」


    　エリシアが本を広げて、セインズに見せる。


    「あー。この本か。《歴史創造》ね」


    　言葉を探すようにセインズは腕を組んだ。


    「思い描いた未来を自由に選択するってのは聞いたか？」


    「それはシェイから聞いた」


    「不都合な未来が視みえたら、世界を創つくり替えて理想の世界にすることができる。厳密に言えば違うんだが、簡単に言えばそういうもんだ」


    「……規格外すぎないか？」


    「そりゃそうだ。セト個人の強さは圧倒的だし、取り巻きたちも精鋭揃そろいだが、意思を持った人間であることには違いない。選択を間違うこともある。《歴史創造》がなきゃ、ここまで〝グノーシス〟が何ひとつ間違わないなんてことはなかっただろうよ」


    　つまり、どう足あ掻がいても、アサヒを。ひいては《歴史創造》をどうにかしないことには世界は変えられない。このレジスタンスの活動にも意味がないということだ。


    「セインズは、こんな連中相手にどう勝つつもりなんだ」


    「おいおい。それを知ってどうするんだよ」


    「現状、どこをどう考えても、わたしたちに勝つ術すべはない。だけど、《歴史創造》をわたしのセンスで封印すれば──」


    　しかし、セインズは首を振る。


    「甘すぎる」


    　仕方なさそうに頭を掻いて、少し考える素そ振ぶりを見せてから、セインズは親指で自分の左肩を指さした。


    「エリシア。ここにお前のセンスをぶち当ててみろ。センスを使えなくするほうを全力で打ち込め」


    「な……」


    　さすがに仲間を撃つのはエリシアも躊躇ためらう。


    　だが、


    「俺に膝ひざをつかせたら、お前の戦闘への参加を認めてやろう」


    　その一言でエリシアの顔色が変わった。


    「言ったな？　言げん質ちを取ったぞ」


    「だから、そういう言葉をその年で使うなって……。将来が思いやられるぞ」


    　ふたりの剣けん呑のんなやり取りに慌あわてたのはルシアだ。


    「ちょ、ちょっとふたりとも!?　あ、危ないよ！　セインズも怪け我がしたらどうするの！」


    「心配するなっての。エリシアのセンス程度じゃ死にはしねーし」


    　それを聞いたエリシアが珍しく不敵な顔を作る。


    「一週間、センスを使えなくしてやる。絶対に認めさせてやるからな」


    「もーっ！　エリシアちゃんも落ち着いてよっ！　喧けん嘩かはダメだよ！」


    「わたしは極めて冷静だ」


    　ルシアの顔がどこがだ、と呆あきれたものに変わる。


    　もう止められないと察したらしい。大きな溜ため息いきを吐ついた。


    「怪我したら、あたしが強引に傷口を塞ふさぐからね！」


    　ルシアのセンスは、肉体を前もって解析しておけば、個人の修復が可能だった。


    　彼女はすでにレジスタンスメンバー全員の身体からだに触れて解析しており、全員の傷をいつでも塞ぐことができるようになっている。


    　ただ、そのセンスによる身体の修復は苦痛を伴う。大の男が涙を流してしまうほどだ。


    　だが、そんな脅おどしもセインズは笑って流した。


    「怪我なんかしねーし、安心して見てろって」


    　そして、ふたりは距離を開けて向き直る。


    　エリシアはいつも使っている弓を手に取り、弦を引いた。それと同時に指先から光の矢が生成される。


    　躊躇ためらうことなく、肩に向かって射た。


    　光が綺き麗れいな線を描いて、狙ねらい通りにセインズの肩に命中する。


    　だが、深々とは刺さらなかった。一ミリか二ミリ、皮膚を傷付けた程度で貫つらぬいたりすることもない。一滴の血すら流れなかった。


    「ほれ。この程度だ」


    「だ、だが、命中はしたんだ。センスは封印できたはず……！」


    「封印だぁ？」


    　その瞬間、セインズの身体が赤せき熱ねつ化したかのように、赤き闘気が噴出する。


    　エリシアのセンスがまったく効いていなかった。封印されていない。


    「ま、こんなもんだ。今の実力を思い知っただろう？」


    「そ、そんな……」


    「センスは子供の頃の方が発想力で上を行く、なんて時代もあったけどな。もう体系化されちまってるし、想像力が入る余地はないんだよ。俺のセンスを封印できないようじゃ、《歴史創造ノルンシステム》もセトのセンスも、どうにもならないぜ」


    「………」


    「約束だ。お前は戦闘要員には入れない」


    「……わかった」


    　不承不承、エリシアは頷うなずいた。


    　ようやく納得してくれたと、セインズは胸を撫なで下ろす。


    　だが、


    「今は無理でも、絶対にセインズに認めさせてみせる」


    　エリシアはまだまだ諦あきらめてなどいなかった。


    　その瞳ひとみにやる気を漲みなぎらせ、発憤している。むしろ、セインズに負けたことで、目標がはっきりした分、意志を強固にした節ふしすらあった。


    「まだ諦めないのかよ」


    「諦めるわけがない。目的を達成するまで、絶対に……」


    　頬ほおを膨ふくらませたまま、エリシアは新しい本を読み始める。


    　セインズは「やれやれ」と漏もらして、図書室を出た。


    「ねえ、セインズ」


    「なんだルシア。エリシアの近くにいなくていいのか？」


    「そろそろ料理を作らないといけない時間だし。それよりもエリシアちゃんのセンス自体は有用なんじゃないのかな？」


    　すると、セインズは口を窄すぼめる。


    「そりゃあなぁ。《歴史創造ノルンシステム》があいつのセンスで無力化できれば、俺たちレジスタンスとしては最強のカードになる。セトまで封印できれば文句なしだ」


    「じゃあ……」


    「それでも、俺はお子様を戦場に出したくねーんだよ。特に〝グノーシス〟には関わらせたくねーんだ」


    「エリシアちゃんはまだ十歳にもなってないからわかるけど、あたしはもう十四歳ぐらいだし……大人だよ」


    「子供だ。第一、さり気なく一歳ちょろまかすなよ。十三歳のはずだろ、お前」


    「……あう」


    「〝グノーシス〟は危険なセンスを見つけたら、即座に確保にかかる。センスの封印が、その網に引っかからないとも限らないしな。連中の眼を欺あざむくためにも、あいつもお前も表に出したくない。だからこそお前らがいた施設は、被験者は全滅したって情報を撒まいてだな……」


    「……セインズ、随分と〝グノーシス〟に詳しいんだね」


    　何の気なしに尋ねるルシアに、セインズは小さく鼻を鳴らした。


    「色々とな。情報だけは入ってくるようにしてあんだ」


    　どこか誤ご魔ま化かすように言う。


    　しかし、その瞳の奥にある光は、どこか寂さびしげだった。


    「そんじゃ、家事頼むな。美う味まい飯、期待してるぜ。たまには柔らかい獣けもの肉がいいなぁ」


    　セインズはルシアの頭を撫なでて去っていく。


    　ルシアは大切そうに、撫でられた箇所をそっとなぞった。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　約束をしてから数か月が経過した。


    「それじゃ行ってくるぜ」


    　この日もまたセインズは、十数人を連れて外へと出て行く。また戦いに赴くのだろう。


    　エリシアとルシアは今日もアジトで待機であり、雑用を言い渡されていた。


    　しかし、この日はふたりの様子が少しだけ違っている。雑用を昨日のうちに終わらせて、朝の時間をフリーにしたのだ。シェイの授業もない日で一日空いている。


    　いつもなら余った時間は図書室に籠こもったり、秘密裏にセンスの特訓をしたりするのだが──今はアジトの中で、使われなくなって久しい物置にいた。


    「行くぞ、ルシア」


    「う、うん……」


    　ルシアがアジトの壁に〈分子破壊〉で穴を開け、そこからふたりはアジトの外へ出る。


    　外に出ても暗い洞穴の中なのは変わりないが、少なくとも〝アステローペ〟のアジトのように整ってはいない。不安定な足場がそれを証明している。


    　そして、ルシアは崩した壁を元に戻した。


    「これでしばらくはバレないだろう」


    「いいのかなぁ……」


    「よくはないと思う。……だけど、このまま遊んでなんていられない。わたしは十三番や十八番の仇かたきを討ちたい。そのためには、〝グノーシス〟と直接戦う必要がある。アジトに籠ってるだけじゃダメなんだ」


    「……うん」


    　セインズたちが助けてくれた、脱出の日の光景を忘れたことはない。


    　あの時の無念を思い出すだけで自然と拳こぶしに力が入る。


    「大丈夫。わたしたちは、あの日からちゃんと訓練を重ねてきた」


    　セインズたちが見ているところではできないが、エリシアとルシアはセンスを使いこなせるように密ひそかに訓練をしていた。あれからセンスは、さらに強化されている。


    　多少なりともセインズの役に立てると自負していた。


    「認めさせてみせるんだ」


    「エリシアちゃん……」


    　ルシアは不安そうにエリシアを見ていた。


    　今回のセインズ追跡に、ルシアは反対している。


    　セインズの言うことを守ろう。いつか時が来るまで力を蓄えよう、というスタンスだからだ。


    　エリシアの独断専行に付き合う理由はふたつ。


    　ひとつはエリシアが、


    「わたしひとりでも行く」


    　と無茶を言っていること。せめて自分がついていなければ危険すぎる。


    　そして、もうひとつは、


    「セインズがどんなことをしているのか、それを見ておきたいんだ」


    　戦闘が目的ではないということだ。


    　施設脱出の時にセインズたちの戦闘は見ていたが、普段の外出でどんなことをしているのか、それを見たことがない。


    　セインズに勝つことができないのは、以前証明されてしまった。今のままでは足下にも及ばないのはエリシアも理解している。


    　だが、セインズが戦う敵はどの程度なのか？　一度でも見れば、敵の強さもおおよそわかるだろう。


    　そこではじめて、自分が本当に役に立てないのかどうかの確信が持てる。


    「絶対に勝手な行動をしないこと。あたしの命令には絶対に従うこと」


    　エリシアがそれに頷うなずいたことで、ルシアも外に出ることを決めたのだ。


    「行こう」


    　話し声が微かすかに聞こえる方へ向かい、ふたりはセインズたちの後を追いかけた。


    「──ッ！」


    　そして、足を踏み出した瞬間に違和感を抱いた。


    　アジトの中にいた時は、一切感じなかったもの。


    　強烈な殺気。


    　周辺一帯に、剣けん呑のんな気配が充満している。


    　セインズたちに、鋭い殺気が向かっているのがわかった。


    　エリシアにも、ルシアにも、気配を察知するセンスはない。にもかかわらず、針の突き刺さるような感覚が肌に纏まとわり付いてくる。吐き気が込み上げてくるほどだ。


    「な、なんだ？」


    「近くに、いろんな人がいる……」


    　機を窺うかがうように物陰に隠れている者たちが何人もいた。


    　だが、彼らは周囲に殺気を向けるだけで何もしてこないし、動くことはない。


    　触らぬ神に祟たたり無し、とばかりに……。


    「これが、フェーズⅤの平常……」


    「シェイさんに習った通り、だね」


    　最初の授業で習ったフェーズⅤのルールだった。


    



    「フェーズⅤは元々、センスの使えない人たちを閉じ込めるために掘られたのよ」


    「なぜ、そんな真似まねを……」


    　閉じ込めるだけで、殺すでもなく、罰を与えるでもない。


    　それは悠ゆう長ちようでもあるし、非効率的でもある。生産的な方法はもっとあるはずだった。


    「この世界は常に競争に晒さらされてるわ。フェーズⅠからフェーズⅤにまで分かれていることもそうだけど、その内部ですら熾し烈れつな生き残り競争が起こってる。少しでも気を抜けばフェーズを落とされて生活が一変する。そして、フェーズⅤでの敗北は死に直結するわ。何しろ、これ以下はないからね」


    　ふたりに言い聞かせるように、シェイは続ける。


    「でも、残酷なことに、フェーズが上がるケースも稀まれにあるの。だから、〝グノーシス〟の狙ねらいとしてはフェーズⅤ内で殺し合いをして、そこで少しでもセンスが覚かく醒せいすれば御の字……ってことらしいわ」


    「………」


    「もっとも、『センスレス』を何人も落としているうちに、皆みんなが好き勝手に洞穴を掘り始めてフェーズⅤは無秩序に広がっていったけどね」


    「じゃあ、皆さん、普通に生活してるんですか？」


    　ルシアが神妙な顔で尋ねる。


    「普通……とは言い難いわね。元々掘った理由は、ただ他の人の目を欺あざむくためであって、生活のためじゃなかったから。だから、外では気を抜いた瞬間に、殺し合いが始まると思いなさい」


    「じゃあ、シェイたちは……？」


    「私たちはそんなルール糞くそ喰くらえだって理由で、セインズの下に集つどったのよ。殺し合いなんてアホらしいだろ？　なんて言われてね。それからここを生活基盤にして、センスレスたちが望めば、集落を作る手伝いもしてる。話し合いを望まない連中が、手出しをできないように力を見せつけながらね」


    　そして、シェイは最後に「絶対、勝手に外出しないこと」と言い含めてきた。


    



    　そんな話を思い出した。フェーズⅤにいるのはセンスレスたちであり、センスがない、あるいは、センスが役に立たない連中だということを。強烈な殺気があろうと、襲おそってきたところで返り討ちにできるだろうと、エリシアは高を括くくった。


    「セインズたちは歓迎されてなさそうだね」


    「向こうとすれば勝手にできない分、目障りなのだろうな」


    　ひとまず、エリシアとルシアは気配を察知されないように注意しながらセインズを追いかけた。


    　その間もずっとふたりは殺気に晒さらされる。


    　襲おそいかかってくることこそなかったが、少しずつ精神が疲ひ弊へいしていくのがわかった。慣れない殺気に晒されるというのは、常に死を予感させられるということだ。一瞬も油断ができない。


    　いつまで歩くのか、うんざりし始めた頃、ようやくセインズたちは足を止める。


    　どうやら目的地に着いたらしい。


    　壁に隠れながらセインズたちの視線の先を見ると、鉄製のドアがあった。アジトのものとよく似ている。


    「ここって、あたしたちと同じ集落なのかな？」


    「だが、扉が……」


    　完かん膚ぷなきまでに綺き麗れいに切断されていた。扉としての役目を果たしていない。


    　セインズたちは壊れた扉を入念に調べている。


    「内側から破壊されてやがるな」


    「……遅かったんじゃないすか？」


    　セインズたちの声が聞こえてきた。


    　エリシアたちはバレないように息を潜ひそめながら、耳を傾ける。


    「間に合わなかったんだったら、弔いだけでもしよう。残ってる物資があれば、悪いが持っていく。これもフェーズⅤでやっていく上で仕方ないことだ」


    「放置して腐らせるのももったいないですもんね」


    「もっとも有用なものが残っているとは思えないがな」


    　そう言ってセインズを始めとするメンバーたちは中へと入っていく。


    　エリシアとルシアも距離を開けてから追いかけた。


    「うっ……」


    　ドアの向こう側に足を踏み入れた瞬間、異臭に気付く。


    　生臭さと鉄。


    　鼻に纏まとわり付くようで、本能的に忌き避ひする匂においだ。


    　急速に記憶から浮上してくる。


    　脱出の日に、強く強く染みついたもの──。


    　眼を凝らし、奥にあるものを見る。


    　そこには──人の死体が幾つも転がっていた。


    　夥おびただしく破壊され、無事なものはひとつとしてない。


    　内臓が引きずり出され、ぐちゃぐちゃにされているという、おぞましい光景が広がっている。


    　ふたりから悲鳴があがらなかったのは、それが恐ろしいと思うよりも先に、衝撃的な光景に思考が停止してしまったからだ。


    　自然とお互いに手を握り合う。


    　それから落ち着きを取り戻すまで、しばらく時間がかかった。


    　すぐに逃げるようにその場を離れ、セインズたちが向かった方へと急いだ。


    　その途中、周辺を見渡しながらルシアが気付く。


    「ねえ、エリシアちゃん。ここ、腐った食べ物がいっぱい落ちてる」


    「……しかも、死体の傍そばに落ちてるってことは……」


    　死体は奪い合った後のような体勢になっていた。


    　それが片付けられることなく、放置されている。


    「改めて思うけど、恵まれているんだな。わたしたちは……」


    「うん。あたしたちはちゃんと食事もできてるし……」


    　アジトでの食事は少ないものの、それでも毎日、何かしらの食べ物が出てくる。


    　だが、ここはそれすらない。


    　打ち棄すてられ、世界から見捨てられた場所と言うに相応ふさわしい場所であった。


    　死の気配しか漂ただよっていない世界。エリシアとルシアは心底ゾッとしたように、身体からだを震ふるわせる。初めてフェーズⅤの凄せい惨さんさを目まの当たりにしたのだ。


    「……それに、なんなんだ、これは。もう殺気の元凶はいないはずなのに、まだ残ざん滓しが……」


    「残滓として残るほど強烈な殺気なんて……信じられない」


    「この殺気の残滓は、ここを襲おそった連中のものということか？」


    　エリシアがそう独りごちると、


    「正解だよ」


    　意図しない反応が戻ってきた。


    　反射的に弓を構え、振り向く。


    　そこにいたのは──。


    「……ったく。こういう光景を見せたくないから、黙ってたってのに」


    　ぶっきらぼうな表情で立っているセインズだった。


    　眼前の光景に意識が向きすぎて、警戒がなおざりになってしまったらしい。まったく接近に気付けなかった。


    「えっ……」


    「あのね、セインズ、これは──」


    　ルシアが即座に言い訳をしようとするが、その前にセインズの手が動く。


    　ふたりの頭に軽く拳げん骨こつが落とされた。ふたりは小さくうずくまる。


    「……何度も言ってるだろう、アジトの外は危険だって。帰ってたっぷりと絞ってやる」


    　すると、傍そばにいた男たちが「くくくっ」と笑った。


    「でも、セインズさんも把握が遅れましたよね」


    「ここまで気配を消して追いかけてくるなんて大したもんじゃないすか」


    　セインズは闘気使いであり、周囲の気配を探ることに長たけている。


    　エリシアは何度もその効果範囲を調べ、上う手まくその網から逃れられる距離を見つけていた。もっとも結局、警戒を怠おこたり、網に引っかかってしまったが。


    「あーもう。黙ってろ、お前ら。とにかくもうここでの用は済んだ。さっさと帰るぞ」


    　エリシアとルシアは、それぞれ腕に抱えられ、強制的にセインズたちと帰ることとなった。


    　ルシアはもとより、エリシアもばつが悪いのか、大人しくしている。


    「……セインズたちは、あそこに何の用で行ってたの？」


    　帰還途中で、ふとルシアが尋ねる。


    「フェーズⅤには定期的にセンスレスたちが一気に落とされる。何も知らない連中がとにかく生き延びるために結託し、纏まとまった戦力で集落を襲おそうことがあるんだよ。救難要請が届いたから、助けに来たんだがな……」


    「セインズたちが辿たどり着く前に、負けちゃったってこと……？」


    「ああ。フェーズⅤに落とされたショックが原因で、即覚かく醒せいするようなやつも中にはいるからな。センスを活いかした方が勝つわけだ」


    　結果があの集落。


    　食物の奪い合い、そして、殺し合い。


    　話し合いの余地などない。そもそもフェーズⅤはそういう場所ではないのだ。


    　レジスタンスのようなアジトがある方が不自然なのである。


    「ふたりとも、頼むから死体の匂においに慣れるなよ」


    　だからこそ、まだまだ幼いエリシアとルシアに、そんな光景を見せたくなかったのだろう。


    　セインズの言葉の端々から、細やかな配慮を感じた。


    



    　セインズたちへの尾行がバレたエリシアとルシアは、アジトに戻ると正座をさせられ、説教を受けていた。


    　外が危険だということ、センスがなくても隙すきを衝つけば殺傷は可能で、簡単に人は死ぬんだということ、殺気に晒さらされていると精神的に堪こたえることを説いている。


    　しかし、


    「今は洞どう窟くつ内でもちゃんと育つ植物ってのがあるんだよ。陽の光を浴びずに育つなんて、すげーと思わねーか？　しかも、ちゃんと加工すれば結構美う味まいんだよ、これが」


    　十五分もしないうちにまったく関係のない話へと変化していた。エリシアは興きよう味み津しん々しんな表情でそれを聞き、ルシアは困った表情でそれを見ている。


    　子供への説教など慣れていないセインズらしい。


    　途中でやってきたシェイに「話逸それてるけど、いいの？」と指摘されるまで、脱線は続いた。


    「ゴホンッ」


    　わざとらしく咳せき払ばらいをして、話を戻す。


    　覚悟を問うように、厳しい目つきで突き刺した。


    「……お前らはそんなに外出たいのか？」


    　エリシアは真っ向から受け止める。


    「外に出たいわけじゃない。ただ……わたしは仇かたきを討ちたいだけだ。あいつらが、虫けらみたいに殺した、家族たちの……」


    　セインズが深い溜ため息いきを吐ついた。


    　否定したわけでもない。むしろ、気持ちがわかるかのように──。


    「お前の覚悟を舐なめてるわけでも、見くびってるわけでもねーけどさ。それって復ふく讐しゆうってことだろ？　それをお前の仲間たちは喜ぶのか？」


    　エリシアは言葉に詰まる。


    　考えたこともなかった。今まで〝グノーシス〟に復讐することばかりを考えていたが、それを十三番と十八番が喜ぶのだろうか、と。


    　彼らの言葉を聞いたわけではない。


    〝グノーシス〟に殺されたからと言って、彼らの気持ちをわかった気になって、勝手に代弁するというのは非常に傲ごう慢まんだろう。


    　だが──。


    「わからない。だけど……この世界は間違ってる」


    　苦渋に歪ゆがむ表情で呟つぶやくように言うエリシア。


    　セインズは神妙な顔で黙って聞いている。


    「十三番も十八番も、死ななくてよかった。自由に生きてよかった。生きてやりたいことがあったんだ。それを理不尽にできなくした連中には、相応の報いがあってもいいだろう……」


    「復讐なんて死んだやつは喜ばねーよ……とか、そんな気の利いたこと、俺は言えねーよ。俺も、結局は復讐のために動いているからな」


    「だったら……！」


    「だけど、これがいいこととは思えねーから、お前らにはやってほしくねーんだ。……想像するんだよ。このまま仮に超上う手まくいって〝グノーシス〟を倒せたとしても、失ったもんは帰ってこないんだよなって。たぶん、虚むなしさが残るだけなんだろうってな」


    　すると、ルシアが尋ねる。


    「なら、なぜセインズは〝グノーシス〟を倒そうとしてるの？」


    「この世界が間違っているからさ」


    　エリシアと同じ言葉を言ってセインズは遠い目をした。


    「本で昔の世界のことは読んだだろ？　俺の言ってる復ふく讐しゆうってのは、目的を果たすための原動力……ってか、燃料でしかねーんだよ。〝グノーシス〟打倒ありきで、復讐はついでみたいなもんだ。……個人的な落とし前だってつけなきゃなんねーしな」


    　すると、ルシアは真剣な顔付きで食い下がる。


    「じゃあ、あたしたちに復讐を諦あきらめろって言うの？」


    「それが難しいこともわかってるよ。だから、諦めろとは言えない。ただ……できれば、お前らが成人する前に、すべてを終わらせて世界を元に戻したいんだ。お前らが手を汚さないまま、新しい世界で生きてほしいからな」


    　その表情は優しく穏やかで、酔狂で言っているわけではないらしい。


    　まるで大事な家族に言い聞かせるようで。


    　言動こそ違うがその思いやりに、十三番や十八番が看病してくれた時のことをエリシアは思い出す。


    「セインズ……」


    　ルシアも少々熱っぽい表情でセインズを見上げていた。


    「ま、そういうわけだ。わかってくれ」


    　ふたりの頭を優しく撫なでるセインズ。この時のエリシアは手を払ったりはしなかった。


    　意地悪や適当な気持ちで言っているのではない。


    　信念の下に、決めている。


    　エリシアとルシアは黙り込むしかなかった。


    「……ひとつ聞きたい」


    　エリシアが顔を上げる。


    「わたしたちが成人する前に、と言ったな？　わたしが成人するまでに〝グノーシス〟を倒すアテがあるのか」


    　すると、セインズは得意げに口の端はを吊つり上げた。


    「そのために依頼を請けたり、仕事したりして日銭を稼いでいるからな。お前らの成人前に実行できるかどうかはわからんが、ちゃんと考えてはいるんだよ。失敗はできないから、詰めに詰めて、入念な計画をな」


    「ならば、その計画が遅れて、わたしが成人すれば戦闘要員となってもいいはずだ」


    「そりゃそうだが……」


    　セインズは言い方を間違ったかもしれないと、少し後悔したような表情を浮かべた。


    「なら、わたしはその時に備えてセンスの訓練をする」


    「おいおい……」


    「戦闘要員として駆り出したくないなら、早く〝グノーシス〟を倒してくれ。それならいいだろう？」


    「……まったく。急せかされたところで、俺らにゃどうしようもないことも多いんだけどな」


    　セインズはボリボリと頭を掻かく。


    「わかったよ。何でもかんでも禁止したら、悪影響も出そうだしな。勉強の時間や睡眠時間を減らさないって条件付きで認めてやる」


    　そう言われて、エリシアとルシアは喜んで手を叩たたき合った。


    「じゃあ、さっそく訓練するぞ。ルシア」


    「うん。やろう、エリシアちゃん！」


    　そして、ふたりは足早に去っていく。


    「……まったく。俺らに秘密で訓練してたクセして、大おお袈げ裟さに喜びやがって」


    　疲れたように漏もらすセインズ。


    　すぐ傍そばにいたシェイはくすりと小さく笑った。


    「あんたに認められたのが嬉うれしかったんでしょ。……でも、いいの？」


    「何がだよ」


    「わかってるでしょ。あの子たちにあんな名前をつけておいて──」


    「守ってみせるさ」


    　セインズは腰に括くくり付けた剣にそっと触れる。


    「俺がここに落ちたことを無駄にするつもりはない」


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　しばらくして、再びセインズたちは外に向かうこととなった。


    　今回はエリシアとルシアも同行している。


    　戦闘を行う予定がないというのがひとつ。それに加えて、やるべきことが多く雑用の手が足りなかったのと、お目付役であるシェイも付き添うため、目の届くところに置いておいた方が安全という判断だった。


    「俺やシェイの命令にはちゃんと従うこと。勝手な行動をしないこと。不測の事態が起こったら、とにかく逃げて自分の命を優先。わかったな？」


    　セインズの命令に素直に頷うなずくエリシアとルシア。


    　ふたりにとって戦闘が行われないのは、多少不満ではあるものの、セインズの下で働けるのならば文句はなかった。


    　特にルシアは、とても嬉しそうにしている。


    「ルシアは機嫌がいいね」


    「そ、そうかな？」


    　自覚がなかったらしいが、傍はた目めからもわかるほどだ。


    「セインズが近くにいると安心するから、かな……。目の届く範囲にいてくれると、すごくホッとするんだ。少しの怪け我がだったら、あたしが治せるからね」


    　セインズは傷だらけで戻ってくることも多く、ルシアにとって処置はお手のものである。


    　もっとも、ルシアのセンスによる修復は強烈な痛みも伴うため、セインズはあまりいい顔をしないのだが。


    　治療を行いながら、無理をしすぎだとセインズを説教をするのも、いつものことだった。どちらが年上からわからないともっぱらの噂うわさになっている。


    「そう言えば、ルシアはいつもセインズを目で追ってるよね」


    「え。そ、そんなことないと思うよ？　あはは……エリシアちゃん、よく見てるね」


    「ルシアが見すぎなだけだと思うけど……。わたしがルシアを見かけると、だいたいセインズを見てるし」


    　ルシアの頬ほおが少しずつ朱あかに染まる。


    　どうしたのかとエリシアは疑問に思い、首を傾かしげるだけだった。


    「女子トークもいいが、そろそろ目的地だぞ。戦闘が起こらないと言っても油断はするなよ。襲おそってくる連中がいないとも限らないからな」


    　セインズがいつの間にかすぐ傍そばに来ていた。


    　ルシアが驚いたように身体からだを大きく震ふるわせる。


    「き、聞いてたの!?　セインズ」


    「いや、別に。ただ、きゃっきゃしてたから、女子特有の話だったんじゃないのか？」


    「ち、違うからっ！」


    　ルシアは真下を見るぐらいに俯うつむく。まるで自分の顔をセインズに見られたくないように。


    　そんな様子のおかしいルシアを、エリシアはやはり不思議そうに眺める。


    「熱があるなら、帰った方がいいかもしれないぞ」


    「だ、大丈夫だよ。熱じゃないから……」


    　余計な心配は不要とばかりに、ルシアは首を振った。


    



    　セインズについて洞穴を歩いていると、大きな広場へと辿たどり着いた。天井まで届くような三階建ての建物がある。


    　フェーズⅤではこういった建築物自体が珍しいため、ルシアとエリシアは少し驚いていた。


    「よし。着いたぞ。全員、ちとここで待ってろ」


    　鉄製の小さな扉の前に行き、セインズが何事か喋しやべっている。


    「ここは？」


    　エリシアが問うと、シェイがいつもの教師然とした口調で答えた。


    「ここはステージⅤとステージⅣを繋つなぐ中継地点でね。〝グノーシス〟の管理から外れたイリーガルな転送器が唯一ある場所よ」


    「転送器……。じゃあ、これから上に行くのか？」


    「今日、用があるのは転送器じゃないわ。それを使って送られてくる物に用があるのよ」


    　しばらくすると、セインズの前の扉が開き、中から強い光が漏もれ出した。


    「皆みんな、中に入ってくれ。シェイはあっちを頼む」


    「わかったわ。さあ、皆、荷車を準備して。ルシアとエリシアは中ね」


    　中に入ると、広々とした倉庫のような場所だとわかる。幾つもの扉があるが、そこは厳重に閉まっており、前には屈強な装備で固めた警備員が立っていた。


    　そして、レジスタンスとは違う、少し小こ洒じや落れた服を着た者たちが数人ほど固まっている。


    　セインズは彼らの傍そばに寄って、紙束を片手に話していた。


    　その奥──シェイが視線で指し示した方向には、大量の木箱が積まれている。


    「この木箱の中って……」


    　仄ほのかな香りが中から漂ただよってきていた。食欲をそそる、甘い匂においだ。


    「食べ物みたいだよ。果物かな？」


    「そうよ。これが転送器で送られてきたものね。食べ物だけじゃないけど」


    　エリシアは納得がいったように頷うなずいた。


    「うちはどうやって食糧を賄まかなっていたのかと思ったら、ここでもらっていたのか。いったい、彼らは？」


    「上のフェーズで私たちに協力してくれる、同業みたいなお得意さんよ。上に行けば行くほど物資は豊富だし、上う手まいことちょろまかして、私たちに投資してもらってるわけ」


    　すると、ルシアが自分の腰ほどの木箱を持ち上げながら尋ねる。


    「投資ということは、何かしらの見返りを期待されてるんだよね。もしかして……」


    「そう。セインズたちはフェーズⅣに行って、賊退治とかをしているわけ。フェーズⅣはここよりはマシだけど、その分センスの強いやつも多いからね」


    　言わば警備を肩代わりする代わりに物資をもらっているということだ。


    「〝グノーシス〟打倒の話も、もちろん知ってる。それに、ここで渡される物資の量は、上に比べれば微々たるものだから、向こうとしてもさほど痛くもない。捨ててるぐらいの感覚よね」


    「フェーズがひとつ違うだけで、こうも立場が違うんだな……」


    「私たちのフェーズⅤは、常に死と競争をさせられているからね。物資の奪い合いも、そのひとつ。極限状態に置くことで、少しでもセンスを向上させろっていう、〝グノーシス〟のありがたいお触れみたいなもんよ」


    　極限状態でのセンスの覚かく醒せい。


    　エリシアにもその自覚がある。


    　施設を脱出したあの日、仲間が殺されてしまった時、エリシアは確かにセンスを向上させたという感触を得ていた。


    　しかし、だからと言ってあんな手段が肯定されたら、同じように殺される人間が増えるだけだ。どんな高尚な信念があろうと、認められるはずもない。


    「さ。交渉も終わったみたいだし、どんどん物資を詰め込むわよ。物資の来歴がどういうものであろうと、うちの生命線だからね」


    「了解」


    　皆が動き始めるとエリシアとルシアも一緒に動き、荷台に必要な物資を詰め込んでいく。


    　懸命に働くふたりを見て、他の者たちも感化されたようにテキパキと動いていた。


    　どれだけしっかりしていても、エリシアもルシアもまだ子供であり、最年少なのだ。負けていられないということなのだろう。


    「あれ？　セインズはどこに行ったの？　もしかして、サボり？」


    　ルシアが周辺を捜すが姿が見えない。先ほどまでは交渉相手と一緒にいたはずだったが、いつの間にか共に消えていた。


    「ああ。セインズなら上に行って、もう一方の交渉相手と長話してるわよ。今後のための話し合いね」


    「今後、か」


    　エリシアが独りごちる。


    　それが意味するところは、たったひとつ。


    　以前、セインズは〝グノーシス〟を打倒する計画があると語った。そのための話し合いなのだろう。大事な話のはずだ。


    「シェイ。持ってきた麻あさ紐ひもが切れたんだけど……予備はないかな？」


    　物資の積み込みが佳境に入ると、メンバーのひとりであるファンが近づいてくる。


    　細身で、切れ長の目。如い何かにも頼りない青年なのだが、これでもセインズの右腕として、確かな実力を持っている闘気使いだ。


    「もうないわよ。困ったわね。交渉にはないからお金がかかるけど、分けてもらいましょう」


    　すると、ルシアが控えめに手を挙げた。


    「ここに来る前、すぐ傍そばに繊維質の植物が生えてたし、たぶん麻紐にできると思うよ。センス使えばすぐだから、取ってこようか？」


    　エリシアも確かに見た。洞どう窟くつ内でも育つアサのような植物で、フェーズⅤでは麻紐の原料となる。シェイのサバイバル授業でも出てきたものだ。


    「なら、わたしも付き合おう。必要な分を言ってくれ」


    　シェイは少しだけ迷う素そ振ぶりを見せる。


    　ここの周辺であれば、まだ安全な方ではあるが、危険がないとは言い切れない。


    　だが、麻あさ紐ひもが必要なことには違いなかった。


    「わかったわ。じゃあ、ちょっと取ってきてもらえるかしら？」


    「はーい。わかったよ」


    「任せてくれ」


    　ルシアとエリシアの返答を聞いてから、シェイはファンに視線を向ける。


    「それと……ファン」


    「わかってますって。オレがお目付役兼護衛として付き添いますよ」


    「何かあったら許さないからね」


    「何もないですって」


    「人ひと気けがないのをいいことに、手を出したら殺すわよって意味よ」


    「そっちもしませんから！」


    　三人は建物の外に出て、目当ての植物があった場所まで歩いて行く。


    　ルシアが道順をしっかり覚えており、すぐ現場に到着した。


    　手分けして植物を刈り取っていく。


    　ルシアはふたりから植物を受け取った端から、センスを発動させて綺き麗れいな麻紐に仕上げていった。


    「手際よくなったねぇ、ルシアちゃんも」


    「えへへ。シェイさんに叩たたき込まれましたから」


    　集落の外だったが、和やかな雰囲気。


    　ここはフェーズⅣへの転送器が近くにあることもあり、警戒のための警備員も多い。


    　この周辺を徘はい徊かいするようなセンスレスはいない。


    　常軌を逸いつした精神の持ち主でもない限りは──。


    　突如、風切り音が耳に届いた。


    　そう気付いた瞬間、


    「え──」


    　植物を刈り取っていたファンの右腕が、切り飛ばされた。


    　血が吹き出て、瞬またたく間に血ち溜だまりができあがる。


    　殺気が膨ふくれあがり、エリシアたちの肌にも突き刺さった。嫌いやな予感が、エリシアの背中を駆け上がってくる。


    「ファンさんっ！」


    　ルシアは混乱に陥おちいることなく、すぐに動いた。


    　斬きり裂かれたファンの右腕を取って、センスで結合する。血は止まったが、それでも元に戻すには時間がかかった。


    　エリシアは護身用にと持たされていた弓を構える。


    　弦を引いて、光の矢を生成。


    　再び風切り音を耳に捕らえた。敵のセンス、切り裂く風が向かってくるのが気配でわかる。


    　エリシアは狙ねらいを定めて光の矢を放つ。


    　矢は闇やみを切り裂き真空の刃に当たると無効化して、敵の肩へと突き刺さった。


    「ガ、アッ!?」


    　闇の奥で敵が動揺し、蠢うごめいているのがわかる。


    　センスが封印され、使えなくなったのだ。


    　だが、すぐにセンスを封じられたはずの敵が、こちらに向かってくる。油断をしていたわけではないがエリシアよりも反応が早かった。


    　薄暗い闇の中で、きらりと微かすかな光が見えた。


    　それはナイフの刀身。


    「エリシアちゃん──！」


    　ルシアはファンの治療を止めることができず動けない。


    　接近してきた敵のナイフが、エリシアの胸に狙いを定める。


    　もう避けきれない。


    　エリシアは思わず目を瞑つむろうとして──昔のことを思い出した。


    　脱出の日のことを。


    　あの時も、目を瞑って諦あきらめてしまっていた。


    　──もう、昔の自分じゃない！


    　五本の指に、光の針が生成されていく。


    　一本しか作れなかった光が、同時に出現していた。


    　今から放っても間に合うかどうかはわからない。それでも、エリシアは足あ掻がくことを決めた。


    　敵のナイフがエリシアに迫るのと、エリシアが光の針を放つのとほぼ同時に──。


    　柔らかい風が、頬ほおを薙ないだ。


    　気付くとエリシアの目の前に、セインズが立っていた。


    　まるで脱出の日と同じように──。


    「セインズ！」


    　セインズが剣を振り、甲高い音が響く。


    　ナイフが空中に弾はじかれて、回転しながら地面に落ちた。


    　敵が危険を察知して逃げようとすると、セインズが赤い闘気を放つ。まともに喰くらった相手は壁まで吹き飛び、動かなくなった。


    　そのまま麻あさ紐ひもで四し肢しをすべて縛り付ける。


    　その顔を見て、セインズは舌打ちした。


    「……こいつ前回落ちてきて、あの集落を壊滅させたやつじゃねーか。まったく……」


    　ひとまず一難が去って、ひと息吐くセインズ。


    「大丈夫か。エリシア。ルシアも」


    「………」


    　エリシアは答えられない。


    　初めての実戦に高揚と恐怖が入り混じっていた。


    「あ、あたしは大丈夫。エリシアちゃんが守ってくれたから」


    「それでファンはどうだ？」


    　セインズの言葉に、ファンが無念そうに眉まゆを顰ひそめた。


    　ルシアは小さく首を振りながら、まだ痛みで喋しやべれないファンの代わりに説明する。


    「どうにか手は繋つながったと思います。大事はないです」


    「そうか。それなら──」


    「でも……日常生活には困らなくても、もう戦闘ができないんじゃないかと……。神経の切れ方が複雑で、元通りに繋ぐことができなくて。あたしの力不足で……ごめんなさい」


    　大きく肩を落とすルシア。


    　だが、セインズはルシアの頭に手を乗せて、乱暴に撫なでる。


    「いいんだよ。命があるだけでも。命あってのものだねだ」


    　セインズに遅れてやってきたシェイが頭を下げた。


    「ごめんなさい。まさかこんなことになるなんて……」


    「お前のせいじゃねーよ、シェイ。ただ、次からは慎重にやろう」


    　そう言って、セインズは安心させるようにエリシアとルシアに笑みを向け、


    「ふたりとも、無事でよかった」


    　抱き込むように、強く強く抱きしめた。


    「ど、どうしたんだ」


    「せ、セインズ!?」


    　意外な行動にエリシアは驚き、ルシアは真っ赤になっていた。


    「また死なせるところだったんだ。本当に、すまなかった」


    　また、という言葉がどういう意味か、ふたりにはわからない。


    　施設の仲間を助けるのに間に合わなかったという意味に聞こえるが、もっと別の意図があるようにも思えた。


    「さ。帰るぞ。用事は終わったからな」


    　それからエリシアたちは物資を詰め込み、無事にアジトへと戻る。


    　帰る途中、エリシアは何度も何度もセインズを見てしまっていた。


    　見る度に、助けてもらった時の背中が脳裏を過よぎる。


    　考えることまでセインズのことばかりになって、心が落ち着かなくなっていた。だというのに、嫌いやな気分ではない。


    　──ルシアのことを言えないじゃないか。


    　自分の今の気持ちを説明できる者はおらず、エリシアは少し悶もん々もんと過ごすこととなった。


    



    　物資を持ってアジトに帰還し、非戦闘員のメンバーたちから出迎えを受けてから、セインズの号令で一同が食堂へと集まった。


    　全員が集まったのを確認すると、セインズが咳せき払ばらいをひとつして話を始める。


    「例の計画について、また進展があったから話しておくぞ」


    　すると、シェイがエリシアとルシアの方を見た。ふたりがここにいていいのかと、セインズに確認を取るような視線だ。


    「いいんだよ。このふたりに隠すのもなんだし……。それにもうひとつ、このふたりの件で皆みんなに相談もあるからな」


    　意味深な言葉を並べてから、セインズは少しだけ申し訳なさそうな視線をエリシアとルシアに向ける。


    　エリシアもルシアも、何の話をするのか、何のことなのか、まったく聞いていないため、詳細はわからない。


    　ただ皆の雰囲気と計画という単語で、何の話かは察しがついた。


    「お前らも鋭いからわかっているだろうが、〝グノーシス〟を壊滅させる計画についてだ」


    　セインズに視線を向けられると、ふたりは背筋を引き締め、顔を強こわ張ばらせる。


    　レジスタンスメンバーたちも同じだ。一言も発しない。微かすかな雑音すら聞こえなくなる。


    「一番の問題だったフェーズⅡでの拠点確保についてだが、どうにか話は纏まとまった。かなり大きな前進と言ってもいい」


    「フェーズⅣとの長い交渉はそれだったのね」


    「ああ、フェーズⅢやフェーズⅡの連中にも繋いでもらった。フェーズⅡにはフェーズⅠへの直通転送器があるからな。そこの近くに構えられることになってる」


    　食堂が俄にわかにざわつく。不安な者、興奮気味な者、喜んでいる者、それは様々だった。


    　経緯は違えど、皆〝グノーシス〟に人生を狂わされた者ばかりなのだ。


    「これが俺たちの拠点となる場所だ」


    　セインズが大きな白い紙に描かれたマップを壁に貼る。


    　仔細な市街地図の中に、小さな丸と、大きな丸が描かれていた。


    　小さな丸には『拠点』。大きな丸には『転送器』と横に補足されている。


    「こちらが希望した通りの物件ですね」


    「ああ。まさか、ここまで近くにいけるとは思わなかった」


    「じゃあ、今すぐにでも……」


    　熱くなる同志たちを諫いさめるようにセインズは首を振った。


    「当分、先の話だ」


    「どうしてですか！」「そうですよ！」「早く行くべきです！」


    　不満そうに声を荒らげるメンバーたちに対して、セインズは盛大に水をかけた。


    



    「俺たちの力じゃ、どう足あ掻がいても〝グノーシス〟には勝てないからだよ」


    



    　セインズは強い口調で続けた。


    「セトとナハシュ……。未いまだ生きるこの化け物ふたりをどうにかしなきゃ、〝グノーシス〟の打倒は叶かなわない。そして……残念ながら、俺のセンスは連中の足下にも及ばない」


    　それを聞いてショックを受けたように固まる男たち。


    「俺たちを、騙だましたんですか!?　〝グノーシス〟を倒すって言ったでしょう……！」


    「確かに言った。だが、騙してはいない。少なくとも連中に大打撃を与えるとは、ずっと前から言っているだろう」


    「………」


    「連中の個々の力は、世界でもトップだろう。だが、〝グノーシス〟が持つ、最も恐れるべき力はなんだ？　どう考えてもひとつだろう。《歴史創造ノルンシステム》だ」


    　世界そのものを改変させることすら可能な、万能の力。


    　神の力と言ってもいい。だからこそそれを生み出したアサヒは、革新、あるいは絶望の名が冠されていようと、女神と呼ばれているのだ。


    「こいつを──無力化する。破壊でもなんでもいい。〝グノーシス〟から奪うんだ。それで初めて、〝グノーシス〟打倒の、最初の一手になるんだよ」


    〝グノーシス〟打倒を諦あきらめているわけではない。


    　これはそのために必要な、最初の一手なのだ。


    　あとに続く戦いのための、重要な手段のひとつ。


    　それでようやく全員が納得したように頷うなずいた。


    「セトやナハシュと戦う必要はない。あくまで目的は《歴史創造》。だからこそ、ふたりがいない時を狙ねらって、その隙すきを衝つく。今まで動向を探っていたが、アサヒはセトが世界を統一した時のプロパガンダ映像の時以来、一度も表舞台には出て来ていないし、動いた気配がない」


    「でも、連中だって馬ば鹿かじゃないでしょ。転送器だってあるのだし……ふたりが同時にいなくなったとしても、すぐに戻って来られたら結局は戦う羽目になるわ」


    「そこも含めて問題はない」


    　セインズはさらに続けた。


    「《歴史創造》がある連中の本拠、『サルヴァタワー』に出入りするために必要な転送器はひとつしかない。これを強襲直後に無力化する。これで充分な時間稼ぎが可能だ。転送器のすぐ近くに、突入する予定だからな」


    「もうそんなところまで、話を詰めてたの？」


    「勝算を高めるのが俺の役目だからな」


    　冷静に。だが、熱く。


    　セインズの目は、そんな相反する感情を秘めていた。


    「強襲計画については以上だ。まだ大おお雑ざつ把ぱだが、さっきも言ったように、当分先の話だから、頭の片隅にでも置いておけ。詳しくは日が近づいたらまた説明する」


    　そして、セインズがちらりと、エリシアとルシアを見る。


    「ここからは問題というか、相談も含める」


    　セインズは気乗りしないような様子で、頭を掻かき始めた。


    「知っての通り、ファンが腕をやられた。残念だがもう前線には立てないだろう。今でもカツカツだが、ついに戦力不足がのっぴきならないところまできちまった」


    　悔しそうに歯は噛がみする。


    　元々、ファンはセインズがいない時でも辣らつ腕わんを振るえる人材でもある。


    　実力的にも、彼が抜けるのはレジスタンスとしてかなりの痛手だった。


    「そこで、エリシアとルシアを戦闘に参加させるかどうかを決めるってわけね」


    　シェイの言葉に、セインズが重々しく頷うなずく。


    　何度も何度もふたりの戦闘参加に反対してきて、今いま更さらという思いもあるだろう。


    　だが、本当に戦力不足が致命的なラインに達してしまったのだ。


    　これから強襲計画が本格的に立ち上がることを考えても、代わりの力は絶対に必要になる。そんな苦渋の決断であることが窺うかがえた。


    「……オレは参加してもらってもいいと思う」


    　ファンが口火を切るように言う。


    「オレが腕をやられて一瞬だが呆ぼう然ぜんとしている時に、このふたりはちゃんと敵に対応した。混乱することなく、シェイが教えた通りに動いてくれたんだろうな。大人顔負けのセンスを持ってるんだ。だったら、参加してもらうべきだと思う。実戦を積めばふたりは、オレなんかよりも遥はるかに強くなるだろうし」


    　周りの意見も同じだった。


    　セインズが溜ため息いきを吐ついて、仕方なさそうに唇くちびるを噛かむ。


    「このために、お前らを助けたわけじゃなかったんだけどな……」


    　だが、ふたりのセンスがセインズの助けになるのもまた事実だった。


    　エリシアとルシアのセンスは、すでにメンバーたちの中でも群を抜いている。


    　先ほどは、集落を全滅させるような風使いのセンスを封印したのだ。実力は折り紙付きと言えるし、ふたりが本格的に戦闘に参加すれば、できることが増えるのもわかっている。


    　セインズが天井を見上げながら考え込んだ。


    　だが、すぐに決断したらしい。視線を戻す。


    「わかったよ。じゃあ、明日からエリシアとルシアには戦闘にも参加してもらう」


    「了解」


    「わかりました」


    　待ってましたとばかりに、満足そうに返事をするふたり。


    　ようやくだ、と言いたげな表情だ。


    「もう甘やかすことはできないからな。同じ戦闘要員として覚悟してもらうぞ」


    　だが、そんな脅おどしをエリシアは歯し牙がにもかけない。


    「そのつもりだ。〝グノーシス〟打倒のために、こき使ってくれ」


    「同じく。あたし、できることなら、なんでもするから」


    　ルシアもまた覚悟を決めたように、真剣な表情で返した。


    「……わかった。では、以上だ。解散」


    　セインズがそう言うと、メンバーたちはそれぞれの持ち場へ散っていく。


    　エリシアとルシアも自分の部屋に戻ろうとしている中、ふとシェイたちの言葉が耳に入った。


    「ところで、セインズ。もうひとつの計画とかいうのはどうなってるの？」


    「雲を掴つかむような話だからな……正直、アテにはできない。こっちは期待するな」


    「わかったわ。そっちは諦あきらめて、こっちに注力するわね」


    「頼んだぜ。そっちのプランに頼るときはほぼ終わりみたいなもんだ」


    　その後、エリシアとルシアが何の話だと尋ねても、セインズは教えてくれなかった。

  


  
    ［間章　～the side of Lucia act.2～］


    



    　頭の中にぼやけた映像が流れ込んでくる。


    　いや、それは映像かどうかすらわからない。


    　夢特有の乱雑な、説明できない何かだった。


    『……たすけて……。この、せかい、を……』


    　頭に小さく響く助けを求める声。


    　女の子の声だった。


    　幼少期、施設に送られる前から時折、聞こえてくる声。


    　──あなたは、どこにいるの？


    『……わからない。なにも、みえない……』


    　そこで声は途切れた。


    　意思の疎通ができているのかどうかすらわからない。


    　ただ、ぼやけた映像が流れ込むのと、彼女の声が聞こえてくるのはいつも一緒だった。


    　悲しそうな声で弱々しく、今にも消えそうなほどか細い。


    　施設に送られる前に行っていた実験の被験者になって以来、ずっと続いているが、未いまだに正体は判明していない。


    「ん……」


    　目が覚める。


    　いつもの通り、知らなかったはずの知識が記憶の中に紛れ込んでいた。


    「また……。これは二年後ぐらい……？」


    　他た愛わいのない未来。


    　レジスタンスの皆でいつも通りに食事をしているという、何の役にも立たない情報だ。


    「ふぅ……」


    　ルシアは昔から突然何かを識しることがあった。


    　先ほどのように、未来の知識が脈絡もなく脳内に紛れ込んでくる。


    　正夢や予知夢ですらない。お告げや託宣という言い方が最も近いだろう。


    　助けを求める女の子の夢とは違い、映像はない。夢との関連性は不明なままだが、少女の声を聞いた時に発生することが多かった。


    　当時、センスに付けられた名は〈未来識プロフエジーア〉。


    　最初こそ気にしていなかったが、未来がその啓示通りになってくると話は変わる。


    　以前エリシアに語った『自分とエリシアがまだ死なない』というのも、突然入り込んできた情報を元に言っていた。最も、当時ですらまだルシアは、未来識の啓示を疑っており、施設を脱出してはじめて、正しかったのだという確信を得たのだ。


    　そして、〈未来識プロフエジーア〉で得た啓示が決して変わらないということも……。


    　気分を落ち着かせるように、息を吐いて隣を見ると、エリシアが穏やかな呼吸で寝息を立てている。


    　施設にいた頃は、眠りの中でもずっと苦しんでいたが、ここに来てからはその頻度が減っていた。


    　今日も彼女がしっかり寝られていることに安あん堵どしつつ、ルシアは立ち上がる。


    　──喉のど、渇いちゃった。


    　ずっと喋しやべり続けていたように喉が痛く、水がほしくなった。


    　見張りの人以外が寝静まっている中、食堂に移動する。


    　そこに微かすかな光が点ついているのが見えた。


    　中を覗のぞき込むと、貴重な酒を前にシェイとセインズが会話をしている。


    「ふー。久々にいい酒だな」


    　静かに杯を傾けて味わうと、セインズは恍こう惚こつとした声をあげた。


    「ホントね。主にフェーズⅡで流通してる蒸留酒みたいよ」


    「こんな美お味いしそうに飲んでると、またルシアのやつが、飲ませてって言ってきそうだな」


    　ルシアに見られているのだが、完全に油断しているのか、セインズは気付いていない。


    「……ルシアのあれは意味が違うわよ。まったく、気付いてるくせに」


    「んー……。まあ、なんつーか、思いの外ほか、似てきちまって困る」


    　理解できない会話だった。


    　もう少し聞けばわかるかもしれない、とルシアは隠れながら少しずつふたりの傍そばに寄る。


    「エリシアはともかく、ルシアは最初から似てたけどね。正直、生き写しかと思ったわ」


    「……そうだな」


    「だから、妹たちの名前をつけたんでしょう？」


    　初めて知る事実だった。


    「え……」


    　思わず声が漏もれる。


    　すると、セインズもシェイもルシアに気付いた。


    　聞かれたくなかったのか、ふたりとも困った表情を浮かべている。


    「油断しすぎたわね。……この際だし、ルシアとはちゃんと話しておくといいわよ。全部ね」


    　そう言ってシェイは杯を持ったまま、気を利かせたように食堂から出て行った。


    　あとには決まりが悪そうに頭を掻かいているセインズだけが残される。


    「あたしたちの名前って……妹さんの名前なの？」


    「あー。まあ、な。妹がふたりいたんだよ……」


    　話しぶりだけで、妹たちはもうすでにいないということが窺うかがえた。


    　そして、セインズはさらに続ける。


    「ふたりとも《星を継ぐ者アイオーン》の候補者で……お前と同じ被験者だった」


    　ルシアは身体からだをビクリと大きく震ふるわせた。


    「し、知ってたの!?」


    「まあ、な。最近まで確信を持てなかったけど」


    「じゃあ、セインズの妹さんは……」


    「実験に耐えきれず、な……」


    　ルシアも当時のことをあまり詳細には覚えていない。


    　ただ、選えりすぐりの子供たちが集められて、様々な実験が行われたことは記憶に残っている。


    　そして、実験を続けるうちにルシアでは実験の目標を達成することができないと失格の烙印を押され──さらに地下の施設に売り払われたのだ。


    　つまり、セインズの妹は最も成功率が高いということで、実験が続けられたということだ。


    　その結果──。


    「でも、あの実験って秘ひ匿とく性が高いはずで……」


    　セインズは座ったまま、ルシアを引き寄せ、強く抱きしめた。


    「セ、セインズ……？」


    「よく生き残っててくれた……。本当に……」


    　絞るような声で呟つぶやく。


    「ど、どうしたの、セインズ。おかしいよ？」


    「酒のせいってことにしといてくれ」


    「あ、あたしは別にいいけど……」


    「もう二度と、お前らを犠牲にするつもりはないからな。絶対に守ってみせるから……」


    　ルシアの想像でしかないが。


    　助け出された時、きっとルシアもエリシアも、セインズには妹に重なったのだろう。


    　そして、犠牲にしないという決意を込めて、名付けたのだ。


    「……うん。あたしは死なないよ。セインズ……」


    　ルシアは初めて、セインズが弱みらしい弱みを見せた気がした。


    　今までおどけて、ずっと気を張ってきたのを解放するように。


    　もういない妹に、甘えたいのかもしれない。


    　──今は妹でいい。でも……。


    　いつかは、きっと。


    　そんな想いを抱いて、ルシアは小さな笑みを浮かべる。


    　そして、それは。


    　ルシアが、エリシアに語った夢を芽吹かせた瞬間でもあった。

  


  
    ［第三章　選択の指標］


    



    　フェーズⅤは地下という立地上、誰にとっても季節という概念が薄い。


    　洞穴の中は常に一定の温度が保たれており、地温は変化しないのだ。


    　地中でも育つ植物はあるが、その種類はどの季節でも代わり映えしない。常に同じ植物が生え続けている。


    　しかし、時が過ぎ去るのは平等だ。


    　エリシアとルシアが、正式にレジスタンスの戦闘要員となって以降、三年の歳月が過ぎているが、彼らの活動は大きな広がりを見せていた。


    　実績が積み上がることで、〝アステローペ〟を支援してくれているスポンサーの持つイリーガルな転送器を使わせてもらえるケースも多くなり、やれることも実入りも段階的に増えていく。


    　当然、戦うべき敵も強くなっていくが、そこはエリシアのセンスがものをいった。


    　一時的に敵のセンスを封じるセンスは、今まで手を出せなかった領域にいた敵をも簡単に屠ほふることができた。敵がどれだけ強大だろうと、センスを封じてしまえばほぼ無力化できる。


    　幾つか厄やつ介かいな問題はあったものの、ふたりの活躍は想像以上で、レジスタンスのメンバーたちを大いに喜ばせた。


    　この日もフェーズⅣの〝グノーシス〟末端の研究施設襲撃に成功し、様々な物資を奪ったところだ。


    「いやー、大漁大漁」


    　ファンが嬉うれしそうに荷台に積んだ収奪物を眺めている。


    　一線から退しりぞいて三年が経過しているが、後方支援に回ってからも仕事は腐るほどあった。〝アステローペ〟は前線だけでなく、後方支援の人材も足りていない。


    「大漁って言葉は海で魚を釣つったときに使うもののはずよ。海なんて見たことないけど」


    　シェイが冷静に指摘すると、ファンは「まあまあ」と意に介さなかった。


    「海関係なく、そういう風に使うことがあってもいいじゃないっすか。シェイ姉さん」


    「それもそうだけど……。にしても、やっぱりエリシアとルシアが戦闘に加わってから、とんでもなく成果が上がり始めてるわね」


    「ううん、皆みんなのフォローのおかげだよ」


    「一芸に特化してるだけで、特段優れているわけではないと思うが……」


    　ルシアもエリシアも謙虚であり、そう言って周囲を立て、増長することはない。自身の手柄を殊こと更さら、自慢することもなかった。


    　エリシアは以前ほどガツガツしておらず、淡々と作戦をこなしている。


    「でも、今日は久しぶりにエリシアちゃんと一緒に出られて、ちょっと嬉うれしかったな」


    「ルシアは以前とは違ってたね。分解が早くなった」


    「あはは。慣れてきたからね」


    　この日は大規模な作戦だったこともあり、ふたりも共同でことに当たっていた。


    　ふたりが一緒に戦うのは、ほぼ一年ぶりになる。


    「エリシアちゃんの足を引っ張らずに済んでよかったよ」


    「別に気にはしないんだが……」


    　ふたりが戦闘要員になってから、戦力増強になったのは紛れもない事実。


    　しかし、問題がなかったわけではない。


    　特にエリシアのセンスと、戦闘における洗練された動きは他を圧倒している。


    　それが少々、行きすぎた。


    　他の面々がエリシアについていけていないのだ。


    　エリシアが後方で最適な行動をして矢を放とうとしても、前線側で敵への射線を塞ふさいでしまう場面が多々あった。


    　エリシアの矢は誤射でもセンスを封じてしまうこともあり、前方に味方がいると扱いが非常に難しくなってしまうのだ。どうにか他の面々に合わせるよう、エリシアも苦心していたのだが……。


    「それはエリシアの成長を阻そ害がいすることになる」


    　と、セインズはエリシアが抑えた動きをすることを禁じた。


    　そうなると、他の面々がエリシアに合わせるようにレベルアップする必要があったのだが、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに上う手まく行くわけがない。


    　それで仕方なく、エリシアは少人数や単独行動での戦闘が多くなっていた。


    　現状、エリシアが気兼ねなく共に戦えるのは、セインズだけだ。


    「わたしも人の動きが少しずつ読めるようになってる。今回は上手くいっただろう」


    「そうだね。あたしも頑張らないと！　エリシアちゃんともっと一緒にいたいしね」


    　それを見て、ファンが感慨深く、目を拭ぬぐう仕草をする。


    「……ふたりとも、いい子に育ったなぁ」


    「シェイさんがあたしたちに、色々と叩たたき込んでくれましたから」


    「生活のために必要なものから、戦闘や勉強まで、全部教えてくれた。感謝してもしきれない」


    「ふたりが優秀なのよ。もう教えることもほとんどない。でも、今日の作戦であなたたちがセンスを振るうために必要な時間を稼いで、場を整えたセインズへの感謝も忘れないようにね」


    　シェイの言う通り、ふたりが今回、きっちりと戦えたのも、リーダーであるセインズのおかげだった。


    　セインズは闘気を纏まとえば非常に固く、鉄よりも遥はるかに高い硬度を持つ。さらに炎のような闘気を纏まとうことで、傍そばにいるだけで熱によって敵の行動を阻そ害がいしていた。


    　それでいて素早く動くのだから、生半可なセンスでは太刀打ちできない。


    　セインズが盾たてとなり、敵を混乱に陥れているからこそ、レジスタンスメンバーは十全に力を発揮できる。それはエリシアもルシアも例外ではない。


    　エリシア自身、セインズと一緒に戦う時は一度も妨げになった記憶がない。あれこそが本当に実力があるということなのだろうと、エリシアは密ひそかに憧あこがれていた。一緒に戦うことが多くなったからこそ、セインズの実力は誰よりもわかっている。


    「もちろんです。セインズあっての〝アステローペ〟ですからね」


    「セインズがいなかったら、今のわたしはない。感謝は忘れようもないさ」


    「本当にふたりともいい子に育ってホッとするわ」


    　ただ、そう言いつつも、シェイは少し複雑な顔をしていた。


    　それは、いつかに見たセインズと同様の表情。


    　ふたりを戦わせていることに、一抹の不安を抱き始めていた。


    　いまや彼女たちは完全に戦闘に染まっている。これまでずっとそうであったかのように。


    　ルシアは元より、エリシアなどすでにセインズに次いで強くなっているのだ。元々の才能かもしれないが、成長が早すぎる。


    　シェイはそれが逆に心配だった。あまりにも規格外すぎて自身の理解が追いついていない。しかし、今いま更さらふたりを戦闘要員から外すわけにもいかなかった。


    　戦いは激化しており、奪うためにも、守るためにも、ふたりの力は必要不可欠となっている。


    「しかし、ここまでやっても〝グノーシス〟は向こうから仕掛けてこないですねぇ。結構、ヤバい橋も渡ったと思うんすけど」


    　ファンが腑ふに落ちないような口調で言う。


    「何度も言うけど、見み逃のがされているだけよ。セインズは〝グノーシス〟が反撃に動かないであろうラインを見極めて、慎重に狙ねらいを定めてるからね」


    　それはルシアやエリシアの実力も踏まえてだろう。


    　セインズは〝グノーシス〟の動くラインを、熟知している節ふしすらあった。


    「しかし、それでは〝グノーシス〟にとって取るに足らない連中を倒しているだけで、ダメージを与えていない」


    　エリシアが至極真ま面じ目めな顔で言う。


    〝グノーシス〟への恨みが人一倍深いだけに、その言葉はとても冷たかった。施設脱出から、ここはずっと徹底している。


    「地道に行くしかないわ。〝グノーシス〟に本気になられて潰つぶされたりした日には、今までやってきたことが無駄になる。ようやく日程が決まりそうになってるサルヴァタワー強襲計画も、すべておじゃんだわ」


    「……あれから三年か」


    　エリシアは十一歳、ルシアは十六歳になっている。


    　エリシアも少し背が伸びて成長したが、ルシアなど日に日に女の子らしくなってきていた。見み惚ほれている男性メンバーも多いぐらいである。


    「もう近いんですね。セトが外に出る日が」


    　ファンが緊張感のある表情で呟つぶやいた。


    「ま、セインズが考えなしにやってるわけじゃないってことよ」


    　すると、ルシアがふんわりと笑った。


    「セインズは何も考えてないように見えて、頭の中ではすごく複雑なことを思い描いてそうですもんね」


    「ま、馬ば鹿かじゃないからね。馬鹿を装ってはいるけど。……でも、ちょっと馬鹿な気がする」


    「ひどいですよ、シェイさん」


    「ルシアは少しセインズをよく見すぎよ。変な男に騙だまされちゃダメだからね。そこにいるファンとか」


    「ファンさんはちょっと……」


    「何も言ってないのに、振られた！」


    　ファンが大きく肩を落として、ルシアとシェイが笑みを浮かべる。


    　最下層のフェーズとは思えないほど、穏やかな時が続いていた。


    　それでもレジスタンスのメンバーはわかっていた。これが嵐あらしの前の静けさでしかないと。


    　そして──。


    　ほどなくして、日程が決まる。


    　サルヴァタワー強襲のために、拠点をフェーズⅡへ移動させる日が──。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　計画の実行日が決まり、レジスタンスが俄にわかに慌あわただしくなっていく。


    　戦闘要員以外の人員も、立ち止まらずに忙せわしなく動いていた。


    　ここから持っていく資材をチェックし、木箱へと詰めている。


    「……ついに、来たのか」


    　エリシアが小さく震ふるえた。


    　決行する日はまだ少し先だが、ここまで来たらもう引き返すことはない。


    　サルヴァタワーに強襲をかけて、《歴史創造ノルンシステム》を無力化する。


    　それで〝グノーシス〟が崩壊するわけではないのは、セインズが再三言っている通りだが、それでも崩壊への足掛かりとなるであろう一大計画。


    　心が抑えられないほど高揚していくのがわかる。エリシアは気持ちを落ち着かせるように胸を押さえた。


    「エリシアちゃん……」


    「復ふく讐しゆうが完全に果たせるわけじゃない。それでも、あの時の十三番や十八番たちの苦しみを……連中に返すことができる……」


    「そう、だね……」


    　資材の整理をしているところに、セインズがやってくる。


    「全員、そろそろ行くぞ。もし、少しでも怖おじ気けづいたなら、ここに残っても──」


    　セインズはそこで言葉を止めた。


    　ここに怖じ気づいているものなどいない。目を見れば、すぐにわかる。


    　全員が〝グノーシス〟に対して、忘れられない恨みを持っている者ばかりなのだ。


    　親を殺された者。


    　子供を殺された者。


    　人生を台無しにされた者。


    　行きすぎた競争によって、等しく幸せを奪われている。


    　センスがない。


    　たった、それだけのことで最底辺まで落とされ、世界に必要ないという烙らく印いんを押された。


    　それを否定するために、ここまでやってきたのだ。


    「想像はしていると思うが、危険度は今までの戦闘がかわいく思えるほどだぞ。生きて帰れる保証はない。その上、成功してもこの一撃だけで〝グノーシス〟を潰つぶせるわけじゃないんだ」


    　セインズはそう言って、背中を向けた。


    「それでもいいやつだけが、俺についてこい」


    　その言葉に従わない者はない。


    　レジスタンスのメンバーが、我先にとセインズを追いかけた。


    　エリシアとルシアも、負けじと飛び出す。


    　大所帯の集団がフェーズⅤを堂々と移動していった。


    　そして、見覚えのある場所へと辿たどり着く。


    「ここは……物資を搬入したところか。フェーズⅤに唯一の転送器があるんだったな」


    「そうだ。ここにはフェーズⅡへ行けるイリーガルの転送器がある。本来なら、転送先は固定されているんだがな。そこに出たらすぐに逮捕されちまうから、管理する連中を買収して、少し別の場所に出ることになる」


    「そんなことをしてたのか」


    「買収なんて軽けい蔑べつしたか？　エリシア」


    「いや、別に。セインズにとって必要な手段だったのなら、わたしが軽蔑する理由もない。むしろ、よくそんな資金を捻ねん出しゆつできたものだな」


    「そのための日銭稼ぎだよ」


    　セインズたちは転送器へと誘導された。


    　転送器は円形の台座になっており、ガラスが嵌はめこまれている。その奥には白い円が描かれており、ぼんやりと発光していた。


    　眼を凝らしてみると、何か模様のようなものが描かれている。


    「……これって、天理のセンス？」


    　ルシアが少し興味深げに尋ねる。


    「ああ、よくわかったな。この転送は天理を応用してるんだ。名前は変わったようだが、昔からあるらしい。〝グノーシス〟は一部のセンスを自動化して、機械化にも成功してるからな。扉のセキュリティとか」


    　円の光が少しずつ強くなる。転送が開始されたのだ。円内の全員が光に包まれると、足の先から頭まで、羽毛でなぞられるような感触が伝わってくる。


    　転送された──と、気付いた瞬間には周囲の風景が一変していた。


    　窓のない寂さびれた部屋の中で、エリシアたちは転送器の上に立っている。


    「さっさとここの円から退しりぞいておけよ。転送できる数が限られてるからな。ピストン輸送しなきゃならん。のんびりやっててもいいことはない」


    　エリシアたちが円を出ると、再び転送器が光を放ち始め、それが収まるとメンバーたちが立っていた。


    　転送を初めて経験した者は、その感覚にくすぐったそうな顔をしていた。


    　そうして部屋の中に次々とメンバーたちが集まっていく。


    　少しずつ人の熱気が籠こもっていった。


    「さて、全員揃そろったな？」


    　セインズが全員がいることを確かめて部屋を出る。


    「外に出るが……。もうここはフェーズⅡだ。一気に出るなよ。目をやられるからな」


    　光の入らない部屋ではわからなかったが、扉を開けて建物を出ると──。


    



    「わあ……」


    



    　ルシアが感嘆の声をあげた。


    　他のメンバーたちも次々と感動したように目を押さえる。


    　暗くら闇やみに慣れすぎた彼らにとっては眩まぶしすぎて、目ま蓋ぶたを開けられない。


    「懐かしいわね、太陽を見るのも……。フェーズⅢにいた時は、かろうじて天てん蓋がい大陸の隙すき間まから見ることもできてたけど」


    　生命の象徴とも言える太陽が昇っている。


    　惜しげもなく強烈な光を、あまねく世界にばらまいていた。


    　ここは何もかもがフェーズⅤとは違った。


    　エリシアも遠征でフェーズⅣやフェーズⅢまでは行ったことがあるが、そのどれとも異なっている。それらの都市や街よりも遥はるかに洗練されており、太陽光の反射のせいでどの建物もプラチナと見み紛まがうかのように輝いていた。


    　道は綺き麗れいに舗装されており、新緑の葉が芽吹く並木道が続いている。


    　上を見上げれば、染め上げられたような蒼あおい空があり、純白の綿のような雲が爽さわやかな風に流れていた。


    　ここは視界のすべてが、フェーズⅤにはない美しい彩いろどりに溢あふれている。


    「すげぇな。世界を照らしてるぜ」「目を瞑つむっても眩まぶしいですね」「これがフェーズⅡ……」


    　陽の光を浴びた者が少ないレジスタンスのメンバーたちにとって、初めて味わう衝撃とも言えるものだった。


    「太陽……」


    　エリシアも感慨深げに呟つぶやいた。


    　久しぶりのような、初めてのような、不思議な感覚がある。


    　セインズがエリシアの隣に立った。


    「エリシアは太陽を見たことがあるんだったか」


    「一応。フェーズⅡにいたことがあるみたいだし。ただ……初めて見るような衝撃だけどね。セインズはあんまり感動してなさそうだけど……」


    「……俺は昔、フェーズⅠにいたからな」


    　少し気まずそうに、そんなことを呟く。


    　セインズの過去はシェイも詳しくは知らないし、他の皆も知らない。


    〝グノーシス〟への恨みがあることは確かだが、それはフェーズⅤへ落とされたことではないらしい。


    　ただ、フェーズⅠにいたというのは予想外だった。


    「何も聞かないのか？」


    「聞くつもりはないよ。言いたいなら聞くけど」


    「ま、ひとまず拠点に行こう。ここじゃ、目立つしな」


    　脇道から大通りを見れば、すぐ近くをフェーズⅡの住人たちが行き来している。


    　セインズたちレジスタンスは完全に浮いていた。みすぼらしい服を着た者たちが集団でいれば、怪しんでくださいと言っているのも同然だ。


    　セインズたちは速やかに移動を開始した。


    



    　仮本拠地は、今まで使っていたものとは比べものにならないほど立派な建物だった。


    　元々は複合型居住施設のようで、一階には商業施設が入り、二階より上──最上階の十階まではすべて居住スペースとなっている。


    　ただ、今は誰もおらず、買い手を探している状況らしい。もっとも、それはレジスタンスが拠点を構えるための方便だったようだが。


    　築何年かはわからないが、相当高度な素材が使われているようで、頑がん丈じような上、まるで劣化していない。非常に綺き麗れいな光沢を放っていた。


    　シェイの話ではすべての部屋を自由に使っていいらしく、物資の置き場にも困らないだろう。


    　地下まであるようで、すべてを使い切れる気がしなかった。


    「すごいねー。天理で素材を解析したけど、複雑すぎて簡単には壊せないよ。ここまでいいところにする必要あったの？」


    　ルシアが如い何かにも慣れていないようにキョロキョロしているとセインズは笑った。


    「ボロい場所だと、それだけで怪しまれるからな。しかも、当分は頻ひん繁ぱんに出入りするだろうし」


    「ああ、なるほど」


    「会社ってことになってるんだ。お前らはその社員ってことだな。上は社宅って扱いになる」


    　そんな話をしていると、シェイが箱を持ってやってきた。


    「皆みんな。そんな格好してると怪しまれるからね。これに着替えて」


    　箱の中から出てきたのは洋服だ。


    　しかも、今のメンバーたちが来ているようなつぎはぎだらけのものではなく、新品の綺麗な一いつ張ちよう羅ら。初めて見た色も多く、皆が活気づいた。


    「ルシアとエリシアはこれね」


    　シェイが掲げた洋服はとても可か愛わいらしく、鮮やかな色をしていた。


    　フェーズⅤではお目にかかれない色である。


    「ねえねえ。エリシアちゃん、早く──」


    　ルシアはすぐ傍そばを見渡すが、エリシアはいなかった。


    　ロビー周辺の通路を呆ほうけたような目をしながら、とぼとぼと歩いている。


    　突然、止まって首を傾かしげて、また歩いて……という動作を繰り返していた。


    「ど、どうしたの？」


    　声をかけられて、ようやくエリシアは振り返る。


    　その表情は訝いぶかしげで、明らかに様子がおかしい。


    「いや……。少しこの建物の中にいると……」


    　そう言ってエリシアは大きく首を振った。変な考えに囚とらわれまいとするかのように。


    「フェーズⅡに来て、精神的に変調があるのかもしれない。休めば回復する」


    　そうは言ってもルシアの心配そうな表情は晴れない。


    「ルシア、エリシア。ふたりは先に風ふ呂ろに入ってきなさい。ここは二階にスパっていう共同のでっかい風呂があるから。そこで身体からだを洗って風呂から上がったら着替えること。それまで外に出るの禁止よ。はい、タオルね」


    　タオルを受け取り、ふたりは風呂場に向かう。


    　その間もエリシアはキョロキョロと落ち着かない様子で周囲を見渡していた。


    



    　ふたりは身体を洗ってから大きな湯船の中に入る。


    　今までは水浴びしかできなかった身のふたりにとって、身体を石せつ鹸けんで洗うことも、ふたりで浴槽に浸かることも初めての経験だった。


    　身体から力が抜けていく。


    　エリシアも張り詰めた精神がほぐされていく気がした。


    「すごかったねー。石鹸なんて初めて見たよ。泡がすっごく面白かった。綺き麗れいで、いい匂においで、ふわふわで！」


    「施設でもシャワーだけだったからな。わたしは時々アジトでやったドラム缶のお風呂も嫌いじゃないけど……」


    「えー。こっちの方がいいよー。だって、こうしてエリシアちゃんに触れられるもん」


    　そう言ってルシアは横からエリシアに勢いよく抱き付く。大きく水が跳ねた。


    「ただでさえ暑いのに、暑苦しい」


    「お風呂では温まった方がいいしー」


    「のぼせるんだが……」


    　だが、そう言いつつエリシアはルシアの手をほどこうとしない。


    　普段と違うエリシアの様子に、ルシアが眉み間けんに皺しわを寄せた。


    「エリシアちゃん、元気ない？」


    「いや、元気がないわけじゃないが……」


    「浮かない顔をしてるけど。やっぱりどこかおかしいんじゃ……」


    　エリシアは小さく吐息を漏もらす。


    「ルシアに隠し事はできないな……。でも、本当に大したことじゃないんだよ」


    「そうなの？」


    「ただ、既視感があるだけなんだ。ここの建物に。なぜかはわからないけど」


    「施設を思い出すってわけじゃないよね」


    「綺麗さ度合いが雲泥の差だから違うと思う」


    　妙な気分になる正体が、エリシアにはまったくわからない。


    　ただ、ここの建物にいると、霞かすみがかかったように思考が乱される。


    　長くいたくないという気持ちと、離れたくない気持ちが混在していた。


    「すぐに動くわけでもないみたいだし、ひとまずは気にしないでいいんじゃない？　今はせっかくのフェーズⅡの生活を楽しもうよ」


    「そうだな。その方が建設的だ」


    　ふたりは風ふ呂ろを出て、身体からだをタオルで拭ふいてから、シェイから預かった服へと着替える。


    　肌触りがいつもと違いすぎて、くすぐったさを感じてしまうぐらいだった。


    　その服を着たまま、メンバーたちが集まっているロビーへ向かうと、


    「おー、エリシアちゃん。可か愛わいい可愛い」「ルシアちゃんもいいねー。嫁にほしいわ」


    　締まりのない顔をした男たちから喝かつ采さいを浴びた。


    　セインズも満更でもない顔をしている。


    「こういうのなんて言うんだっけか？　立派な羽が立派な鳥をつくるだっけか」


    「それは褒ほめ言葉じゃない気がするのだけど……」


    　シェイが呆あきれたように、頭を引っぱたく。


    「でも、見違えたな。フェーズⅡにいる子どもと見分けがつかないぜ」


    「……わたしたちはもう子どもじゃないんだが」


    「あたしも、もう大人です」


    「何言ってんだ。俺から見りゃ、まだまだ子どもだっての」


    　そして、セインズがテーブルから立ち上がる。


    「さて。次は俺が風呂をいただくぜ」


    「何言ってんすか。エリシアちゃんとルシアちゃんのあとは俺がいただくっす」「馬ば鹿か、オレだ」「僕が行きます！」「これはリーダー相手でも譲れん！」


    　そんな様子を女性陣が呆れた目で見る。見下げ果てた顔と言ってもいい。


    「馬鹿なことを言ってんじゃないの。私が先よ。あんたらは私の残り湯で我慢しなさい。出るまで、その有り余った体力を訓練で消費してきなさいよ。せっかく地下があるんだから」


    「えーっ！　トウのたった、シェイの──」


    「は？」


    　男性陣は恐怖で震ふるえ上がり、黙り込む。


    　次に入るのがシェイになることに、誰も異論を挟むことはない。


    「俺まで残り湯目当てだったみてーじゃねーか！」


    　だが、セインズは納得いかないというように、テーブルをバンバンと叩たたき始める。


    　エリシアもそれを見て少しだけ笑みを浮かべており、ルシアはホッと胸を撫なで下ろした。


    



    　住居の一戸分を割り当てられ、さらにその一部屋がエリシアとルシアの寝室となった。


    　部屋には何も置かれておらず、殺風景だった。


    　風呂に行っている間に設置されたのであろう遮光カーテンと、布ふ団とんの一式。それ以外は何もない。


    　ただ、ところどころに傷や微かすかな汚れがあり、昔の生活を窺うかがわせた。


    「フェーズⅡの中でも立場の低い人たちが住むような場所って話だけど充分だよねぇ。あたしたちが今まで過ごしていた場所に比べたら」


    　ルシアが部屋を見渡しながら、そんなことを漏もらす。


    　だが、エリシアは反応ができなかった。


    　同じように壁や天井を見て、何かを思い出そうとするかのように目を瞬かせている。


    　再び様子がおかしくなっていた。


    「ど、どうしたの？　エリシアちゃん」


    　ふらふらと吸い寄せられるように、部屋の端に向かうエリシア。


    　柱の前に立つと、それを確かめるようになぞった。


    「……ここは」


    　瞬間──強烈なフラッシュバックが起きる。


    　幼い頃の記憶が、次々と浮かんでは消えていった。


    　動どう悸きが激しくなり、息遣いが荒くなる。


    「こんな偶然、あるのか……？」


    　あり得ないことを語る時のように、声が震ふるえていた。身体からだがふらつく。


    「エ、エリシアちゃん!?」


    　ルシアが心配そうに身体を支える。


    　エリシアが触れている柱にあるのは、刃物でつけられたであろう何本かの傷だけだ。


    　横に引かれた傷は等間隔ではなく、狭かったり、広かったりと、乱雑だった。傷の付け方も、刃物の扱いに慣れていないことが窺える。


    　だが、それがエリシアにとって何を意味するのか、ルシアにはわからない。


    「どうしたの？　大丈夫？　顔が真っ青だよ」


    「い、いや。問題ない。……あまりにもおかしな出来事に、目が眩くらんだだけだ」


    「もしかして、さっき既視感があるって言ってたことと関係があるの？」


    　エリシアはこくりと頷うなずく。


    　柱の傷、壁のシミ、天井の模様。


    　様々な記憶の断片が、ひとつの真実を呼び起こす。


    「ここは……わたしが昔、住んでいた家かもしれない」


    　エリシアは自分でも信じられないような口調で語る。


    「え……本当に？」


    　当然、ルシアもすぐには理解できなかった。


    「覚えがある……。この傷。父がわたしの身長を測っていた時の……」


    　エリシアの幼少期。


    　施設へと入れられる前。


    　幸せを享受していた時の記憶が、少しずつ蘇よみがえっていく。


    　親から無条件の愛情を受けていた時の、優しい世界。


    『どんどん大きくなるな、───は』


    『ふふ。あなたったら、また家の中に傷をつけて。この前測ったでしょうに』


    　優しげな父と母の声が、蘇ってくる。


    　もう忘れたと思っていた、過去の記憶。


    　朧おぼろ気げだった映像が、少しずつ鮮明になっていった。


    『今日はセンスチェックを行う日ね。───はどんなセンスを持つのかしら？』


    『どんなセンスでもいいけど、───が一生を幸せに過ごせるようなものだったらいいな』


    　親との思い出が加速していく。


    「あ……あ……」


    　理不尽に奪われた。


    　センスチェックの時に告げられた、『センスレス』という言葉。


    　穏やかだった両親の豹ひよう変へん。


    　片隅に追いやられていたすべての過去が、ひとつひとつ痛みと共に浮上してくる。


    「頭が……いたい……」


    　エリシアの視界が歪ゆがみ、身体からだが大きくふらつく。


    　もう立っていることすらできなかった。


    「エリシアちゃん……？」


    　隣にいるはずのルシアの存在すら感じることができず、


    「エリシアちゃんッ！　エリシアちゃんッ！　シェイさん！　エリシアちゃんが──！」


    　ただただ他人事のように、ルシアの叫ぶ声が耳に入るだけだった。


    



    　エリシアは気付くと、ベッドの上で寝ていた。


    　普段と違い、硬い土の上に藁わらや布を敷いたようなものではなく、ふわりとした身体を包むような布ふ団とんの上だ。


    　まだ頭がぼーっとしており、上う手まく身体が動かせない。


    「ここ、は……？」


    「ふう。起きてくれたわね」


    　目の前にはシェイがいた。


    　そして、すぐ傍そばにはルシアが身体を倒して寝ている。


    　エリシアの手をしっかりと掴つかんでいた。まるで遠くに行ってしまうのを食い止めるように。


    「いったい、何が……。わたしは確か……」


    「割り当てた寝室に行って倒れたのよ。覚えてる？」


    「つぅ……」


    　微かすかな頭痛とともに、エリシアはすぐに思い出す。


    「ああ、無理はしないの」


    　シェイが優しくエリシアの額に触れた。


    　すると不思議と気持ちが落ち着いていく。


    　シェイの手から伝わる仄ほのかな温かさが、身体からだをじんわりと癒いやしていった。


    「事情はルシアから聞いたわ」


    「すまない。迷惑をかけた」


    「いいのよ。あなたたちはまだ子供なんだし」


    「……また子供扱いする」


    「どんなに大人ぶろうと、大人顔負けのセンスを持っていようと、あなたたちはまだ子供なのよ。だから迷惑かけてくれた方が、こっちも気が楽だわ」


    「？　そういうものなのか？」


    「そうね。子どもが大人っぽすぎると、大人は逆に焦あせるのよ」


    　エリシアとしてはいまいち理解しかねる話だった。


    　だが、シェイに言われると寄り添いたくなるような、甘い感覚に襲おそわれる。


    「おう。起きたか」


    　セインズがやってきて寝室に入ってきた。


    「お前も人の子だったんだなぁ。倒れたなんて聞いて、たまげたぜ」


    「ちょっとセインズ。入ってくるなり、デリカシーの欠か片けらもない……」


    「いや、いいんだ。わたし自身も意外だったし……」


    　すると、セインズは眼を細めて、真ま面じ目めな顔を作る。


    「エリシア。お前、記憶が完全に戻ったんだな？」


    「……完全ではないけど、子どもの頃のことを大部分思い出した」


    　物心がついてから、六歳までの記憶。


    　施設で苛か烈れつな実験を受けて以来、必要なものではなかったからこそ、エリシアから少しずつ零こぼれ落ちていったもの。


    　施設での実験や、代わり映えのしない生活。さらに番号で呼ばれる日々の中で、エリシアはその頃を思い出さないようにしていた。


    　それが幸せな記憶であればあるほど、施設での日々が痛くて辛つらくてたまらなくて……。


    　自己防衛の結果だろうか。無意識に記憶を心の奥底へと沈めていったのだ。


    「本当の名前も……思い出したか？」


    　エリシアはすぐに頭を横に振った。


    　鮮明に思い出したというのに、そこだけはノイズが走っている。


    「……そうか。じゃあ、お前の両親が、どこに行ったかわかるか？」


    　セインズの質問に、またも首を振った。


    　あの後、両親がどうなったかは、施設でも聞いていない。


    　施設では外の情報など一切知らされることがなかったし、エリシア自身も考えないようにしていた。


    「わからない……。ただ、フェーズⅢに落とされたはずだ。そう宣告を受けていたし……」


    　それを聞いたセインズはシェイに向き直る。


    「センスレスを産んだ場合の処置はどうなったっけか？」


    「まずは、それ以降の出産の禁止ね。これが一番大きいと思うわ。そして、今回のケースならフェーズⅢへと落とされることになるわね。ただ、フェーズⅡでの功績と、フェーズⅢに行ってからの実績次第で、数年で戻ることもあるはずだけど」


    「だよな。ってことは、エリシアの親がフェーズⅡに戻ってるって可能性も……」


    　勝手に進む話に、エリシアが嫌いやな予感でも抱いたような顔で目を瞬かせる。


    「……なんで、そんな話をする」


    　すると、セインズは真剣な眼でエリシアを見た。


    「簡単な話だ。場合によっては、お前を返す必要があるってことだよ」


    「馬ば鹿かな！　ありえない！」


    　エリシアは興奮気味に否定する。


    　まるで信じていたものに裏切られたような表情を浮かべていた。


    「なんで、なんで、そんなことを言う！」


    「本来なら、俺らみたいなレジスタンスなんかに入らず、お前ぐらいの年なら親と一緒にいる方が健全だからだよ」


    「ふざけるな！　そんなの、今いま更さら……！」


    「ふざけてなんていない。至極真ま面じ目めな話をしている。もちろん、親御さんがお前を取り戻したいと思っていたら……だが」


    　セインズの目つきは変わらない。


    　紛うことなき本音を晒さらしていることが窺うかがえた。


    　元々、セインズはエリシアやルシアがレジスタンスで戦闘要員になることを忌き避ひしていたが、それを思い出したかのようだった。


    「わたしは親に捨てられたんだぞ。受け容いれられるはずがない！」


    「エリシア。あなたが親に何を言われたのかはわからない。でも、あなたは捨てられたわけじゃないわ。〝グノーシス〟に引き離されたのよ。『センスレス』と判明したら、親がどうしようと、強制的に施設行きになるからね」


    　シェイはセインズに同意したかのように言う。


    「もちろん、お前の親次第だが……」


    「わたしがいなくなったら、戦力は大幅に落ちるだろう！」


    　まるで置いていかれるような気持ちになる。


    　役に立たないと言われたような気がして、エリシアは食い下がった。


    「否定はしないが、それでも俺は戻れるなら戻った方がいいと思ってる」


    　突き放すような物言いが、ナイフのように鋭く突き刺さる。


    「冗談じゃない！」


    　熱くなって怒りのままに叫ぶエリシア。


    　すると、セインズは小さく溜ため息いきを吐つく。


    「エリシア。そこまでムキになってる時点で、お前はまだ引ひき摺ずっているんだよ」


    「な……」


    「いつものお前なら、こんな話をした時点で一笑に付すだけだろう。だけど、お前はこうして激げき昂こうしている。正常な心理状態じゃない」


    　まるで図星を衝つかれたかのように、エリシアは押し黙る。


    「そんな精神状態のまま、計画には連れていけない。いつセトたちが動くかわからないから、まだしばらくはここに待機することになるが、今のままであれば親のところに返す返さない以前に、お前は強襲計画から外れてもらう」


    　セインズの言葉に、エリシアは何も反論できなかった。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　翌日、エリシアとルシアは警戒のために、拠点周辺をふたりで歩いていた。


    　傍はたから見ると、休日に姉妹が出かけているように見えるだろうが、妹の方は俯うつむき気味で外に出てからずっと考え込んでいる。非常に暗い顔をしていた。


    「エリシアちゃん、まだ気分は晴れない？」


    「いや……」


    　ルシアの言う通り、エリシアの心の中はもやもやしたままだ。


    　なぜ、ここまで考えがまとまらないのかわからない。


    　親は自分を捨てて、産まなければよかったとまで言った。


    　その事実だけで戻る理由などないというのに、ざわつく気持ちが抑えられない。


    　セインズに言われた通り、このままではいざという時に足を引っ張ってしまうのはよくわかった。センスは何よりも精神の影響を受けやすい。センスが使えなくなる、あるいは効果が薄れるといった形で現れるだろう。


    「そもそも、仮に親がフェーズⅡに戻っていて、わたしがそこに行ったら、ややこしい話になるんじゃないのか。ここでわたしの扱いがどうなっているかわからないんだぞ。死んだ扱いになってたら、どうしようもない。施設からの逃亡者として手配されている可能性だってあるんだ。何を考えているんだ、セインズは……」


    　いつにもなく、饒じよう舌ぜつになってしまう。それで平常心でないことを、また自覚した。


    　こんなことを言ったところで意味もないというのに。自分の無為な発言に、深い溜ため息いきを吐ついてしまう。


    「セインズは、昔からあたしたちに戦ってほしくなかったみたいだからね」


    「いつも子供扱いだ。わたしたちは仲間じゃないのか……」


    　切なそうな顔をするエリシアに、ルシアは真ま面じ目めな口調で返す。


    「セインズはきっと不安なんだよ。エリシアちゃんの幸せを奪ってるんじゃないかって」


    「奪ってなんかいない！　セインズはわたしを救ってくれた！　仲間を与えてくれた！　皆みんな、家族みたいなものじゃないか……」


    「でも、本当の家族じゃないんだよ」


    　ルシアは真剣な表情で続けた。


    「あたしたちはレジスタンスに救われた。それは間違いないし、みんないい人だった。こうしてあたしたちが生きてこられたのも、みんなのおかげ。でも、間違いなくあたしたちは普通じゃないよね？」


    「………」


    「エリシアちゃんは戻れるかもしれないんだよ。元の普通に……幸せな生活に」


    「なら……ルシアだったら、戻るっていうのか？」


    「わからないよ。あたしは、エリシアちゃんみたいに子どもの頃の幸せな記憶なんてないからね。エリシアちゃんが感じているのは、ギャップなんじゃないかな？　もし、今みたいにセンスがあったとしたら、エリシアちゃんは施設に落とされることもなかったんだから」


    「もう、今になって幸せなんて……」


    　自分の幸せなどどうでもいい。


    　何よりも十三番と十八番の無念を晴らすために、〝グノーシス〟を打倒したかった。


    　……だというのに、こんなことで心を乱されるなんて、未熟さを感じてしまう。


    「わたしに、そんな資格など──」


    「資格とかじゃない。エリシアちゃんがどうしたいかだよ」


    　珍しくルシアが強く言う。


    　暗に、真剣に考えろと言っているようだった。


    　少し違和感を覚えるが、ルシアにそう言われてしまうほど、エリシア自身に問題があるということなのだ。


    「その気持ちをはっきりさせないと、これから長い間、迷うことになるよ。今だけの話じゃない。ずっと、ずっと、悩むことになる」


    「どうしたいか……」


    「このままレジスタンスに残るのか、記憶にあるような幸せな世界に帰るか」


    「そんな選択肢はない……。今いま更さら、そんな……」


    　エリシアがルシアを寂さびしげな瞳ひとみで見る。


    　縋すがるような、目つきだった。


    「どうしたら、いいと思う？」


    　ルシアは毅き然ぜんと首を振る。甘えるなと言わんばかりに。


    「それはあたしに聞くことじゃない。自分で決めなきゃいけないことだよ。それぐらい、これは大事なこと」


    「………」


    「自由っていうのはそういう責任を負うんだよ。施設の中では痛くて苦しい思いをしたけど、研究員の人に従ってればよかった。レジスタンスの中でもあたしたちは、シェイさんやセインズに従ってればいい。でも、大人の人たちはちゃんと自分たちで責任を持って決めてるんだよ」


    「責任、か……」


    「その責任を負えてないから、あたしたちは子供扱いなんじゃないかな」


    　身に覚えがあるように、少しだけ複雑な表情でルシアは呟つぶやいた。


    「だから、適当に選んじゃダメだよ。エリシアちゃんにとって、きっと初めての選択肢だと思うから」


    「初めての選択では……ないだろう」


    「本当に？　どれも自分で選択してきたこと？　施設での脱出も、レジスタンスへの加入も、どっちも流されてた気もするけどな」


    　ルシアはいつになく厳しいことを言ってくる。


    　改めて考えてみると、成り行きという気がしてきた。


    　施設からの脱出も十三番に乗っただけだし、レジスタンスへの加入も〝グノーシス〟へ復ふく讐しゆうするのならば、こうするのが最善だと思っただけだ。


    「そうか……。そうだな」


    　ずっと導かれてきたエリシアにとって、自分自身の重要な選択は初めてのことなのだ。


    　締め付けられるように心が苦しい。


    　戦闘でこんな苦しみを味わったことはなかった。


    「……わたしは」


    　理性はレジスタンスに残るべきだと告げている。


    　だが、昔の幸せな記憶がこびり付いてしまっているのも事実だった。


    　施設に送られて、あんな目にあったのだから、もう消えていてもよかったはずなのに、なぜここに来て思いだしてしまったのか。


    「なんで、あの場所になったんだ……」


    　別の場所であれば、こんな記憶が蘇よみがえることはなかっただろう。


    　それが八つ当たりだとはわかっているが、愚ぐ痴ちらずにはいられない。


    「あたしはエリシアちゃんに、記憶が蘇ってよかったと思うけどな」


    「どうして。わたしは迷惑だ。こんな記憶、必要なかった」


    「過去はその人を形成する大事な記憶だもの。その幸せな記憶も、エリシアちゃんの一部なんだよ」


    「じゃあ、ルシアも施設の頃の記憶があってよかったって言うのか？」


    「そうだね。十三番くんや十八番くんにも会えた。他の子たちにも会えたし、セインズにも救ってもらったし。何よりもエリシアちゃんが傍そばにいるもの」


    　一度、会話を区切ってから、ルシアは再びエリシアに語る。


    「あたしは、エリシアちゃんには幸せに生きてほしい」


    「……まるで、これから死ぬみたいじゃないか。縁起でもない」


    「そうなる可能性も高いってことだよ。どれだけセインズが万全な計画を立ててたとしても、不測の事態は起こりうるからね」


    　サルヴァタワーの強襲から、《歴史創造ノルンシステム》の無力化。そして、そこからの脱出。


    　どれも難易度が高く、僅わずかでも不測の事態が起これば、すべてが瓦が解かいしかねない。


    　これまで行ってきたレジスタンスの活動において、それはいつだって起こりうることをエリシアもルシアも経験してきた。


    　さらに付け加えれば、脱出後の逃亡のこともある。


    《歴史創造》を無力化された〝グノーシス〟は、〝アステローペ〟を許しはしないだろう。


    　これまで取るに足らない存在として見み逃のがされてきたとしても、この件では間違いなく殲せん滅めつ対象となる。


    　成功したとしても、自分たちの身が危険なことには変わりがない。


    　だが、もし──。


    　両親の下へ帰り、昔と何ひとつ変わらない生活ができるのなら。


    　それは、幸せなことなのかもしれない。


    「……より良い選択とは難しいな」


    「違うよ、エリシアちゃん」


    　優しく諭さとすようにルシアが囁ささやく。


    「後悔しない選択なんて、そうそうないんだよ。でも、覚悟した上で選択して、それをより良くするために全力を傾ける──それが選択する時の心構えだと思うな」


    「選択したら、そっちに注力しろということか」


    「うん。だから、どっちの未来も想像してみて。どっちの未来が幸せになれるか……」


    　エリシアは両方の未来を少し想像してみたが、どちらも不透明なまま、霧に包まれたように見えることはなかった。


    　こういう時は想像力の乏しさが恨めしい。


    「決めることは大事だけど、でも、すぐに決めることはないからね」


    　ルシアは優しい言葉を投げかける。


    「あたしはエリシアちゃんがどっちを選んでも、真剣な選択だったら尊重するよ」


    　そして、包み込むように手を握った。


    



    　拠点へ帰還し、問題がなかったことをロビーにいたファンに報告する。


    　すると、口の前で人差し指を立てた。


    「今、すぐそこの部屋でシェイとお客さんが話してるから、うるさくしたら駄目だよ。まあ、ふたりはいつも静かだから言うまでもないことだけど」


    「わかった。でも、お客様って……。レジスタンスの協力者か何か？」


    「そうだね。ここを貸してくれた人でもあるよ」


    　会議しているのであろう部屋からは、話し合いの声が小さく聞こえてくる。


    　勝手に内容が耳に入ってきてしまった。打ち合わせの内容は物資についてなどだ。


    　物資はまだまだ足りていない。当分は問題ないが、援助がなければ枯渇してしまうだろう。


    「では、次の搬入は明後日ということで」


    「ええ。ありがとうございます」


    　その話が一段落すると、別の話題へと移った。


    「〝アステローペ〟では、広く人捜しもやっていると伺いましたが」


    「ええ。フェーズⅤからフェーズⅢまでですが……」


    「それでしたら……もしこの子を見かけることがあったら、教えていただけませんか」


    「写真？　この子は……」


    　シェイの声が少なからず動揺している。


    「『センスレス』ということで、五年前、〝グノーシス〟に奪われた私の娘です」


    　その言葉を聞いて、エリシアの心臓がドクンと跳ねた。


    　まさか、そんな──幾つもの想像が浮かんでは消えていく。


    　雰囲気を察したのか、ルシアもファンも黙っていた。


    「ご息女が『センスレス』だったということは、あなた自身にも罪が着せられたと思いますが」


    「ええ。妻共々、フェーズⅢに落とされました。もう子供も産めません」


    「であれば、その子のことも恨んでいるのでは？」


    「最初は、はい。そうでした。私も妻も遺伝子的には問題のないセンスを持っていましたから、愛する子供を『センスレス』と判定されて耳を疑いました。娘を奪われ施設に送られることが決まって、フェーズⅢへ落とされることが決定して……気が動転してたんでしょう。私も妻も、娘に酷ひどいことを口走ってしまいました。今でも、夢に見ます……」


    　エリシアは胸を押さえ、ともすれば崩れ落ちそうな身体からだをテーブルに手をついて支えた。


    　──嘘うそだ、嘘だ。


    「言ったじゃないか……」


    　親と決まったわけではない。


    　頭の中に、暗い声が木こ霊だまする。


    「『お前なんて産まなければ良かった』って……」


    　あの時、言われた言葉が、心臓にグサリとナイフが突き刺さったかのような痛みを走らせる。


    「エリシアちゃん……」


    　ルシアが咄とつ嗟さに身体を支えた。


    　すると、そこにセインズがやってくる。


    「セインズ。エリシアちゃんが……」


    「今は黙って聞かせておけ」


    　ルシアは一瞬、冷たいと思ったのか、反論しようと口を開きかけた。


    「セイ……」


    　すると、エリシアがルシアの手をギュッと握る。


    「大丈夫……。セインズは、わたしのために言ってくれてるのだから……」


    　厳しい言葉をかけられていたら、あるいは優しい言葉をかけられていたら、心の天てん秤びんは容易に傾いていただろう。そして、また安易に流されていたに違いない。


    「……わたしはちゃんと考えて選ぶんだ」


    「エリシアちゃん……」


    　ルシアがキュッとエリシアの手を握り返す。


    　苦しみを分かちあいたいという思いが伝わってくるようだった。


    　隣の部屋で会話は続く。


    「ですが、フェーズⅢに落ちて思い知りました。空の太陽を失って、想像したんです。もし、ここに娘がいれば……何もいらなかったことに。娘こそが太陽だったのだと、失って初めて気付きました」


    　すすり泣く声が響いてきた。


    　本当に後悔しているような、悲しい声色。


    　一言一言が、エリシアの心を削り取っていくようだった。


    「フェーズⅢに落ちてから、娘を捜すために必死でした。フェーズⅡに戻っては来られましたし、資金も昔ほどではなくても、あなた方に提供できるぐらいにはなりました。これもすべて娘を否定した憎きセンスシステムを廃し、娘を取り戻すためです。どうか娘を捜し出してください。このままでは、死んでも死にきれない……！　許してくれなくても、一目でもあの子に会って、謝らなければならない！」


    　会話が止まる。


    　まるで世界が静止したかのように。


    　今、まさにエリシアは眼前に選択肢を突きつけられた気分だった。


    　──もし、ここで私が名乗り出れば……。


    「戻っても、いいんだぞ」


    　セインズが耳元で呟つぶやく。


    　それはエリシアの背中を押すのに充分な言葉だった。


    　振り返る。


    　ルシアが傍そばにいて。


    　シェイがいて。ファンがいて。


    　三年間をずっと一緒に生きてきた、大事な仲間たちがいて。


    　単独行動の多かったエリシアを、いつも優しく迎えてくれた彼らが。


    　守るべき家族たちが、そこにいる。


    　何よりも、その中心にはセインズがいた。


    「……戻る、か」


    　エリシアは俯うつむいたまま、独りごちる。


    　ようやく、霧がかかっていた未来の想像図がはっきりと輪郭を伴って見えてきた。


    「決めたよ。わたしは──」


    　瞳ひとみに、もう迷いはなかった。


    　ゆっくりと、口を開く。


    



    「ここに残る」


    



    　セインズが覚悟を問うように、エリシアの目を覗のぞき込んだ。


    「……いいのか？　これは最後のチャンスだぞ」


    「わかってる。でも、もう遅い。何もかもが遅いんだ。わたしは結局、一度受けた恨みは忘れられない性質らしい。仮に戻ったとしても、ずっと捨てられたことが、しこりとして残り続けると思う。それは、〝グノーシス〟を滅ぼさない限り、ずっと続いていく。また〝グノーシス〟がやってきた時に、差し出されてしまうことを想像するから……」


    　それに、もっと強い理由もあった。


    「わたし自身が幸せになるよりも、わたしは新しい家族に幸せになってほしい。セインズに、ルシアに、シェイに、ファンに……ここにいるメンバーに、元のアジトで待ってる皆みんなにも……」


    　すると、セインズは仕方なさそうに、ほんの僅わずかな笑みを浮かべた。


    　もしかしたら、嬉うれしかったのかもしれないと、エリシアは考えたが、


    　──まさかな。


    　と、考え直した。


    「それでは、よろしくお願いします」


    　シェイと来客の男性が部屋から出てきて、正面入り口へと向かっていく。


    　その時、男性とエリシアの目が合った。


    「……君はもしかして……リーザ……」


    　時の彼方に追いやっていた自身の名前。


    　だが、エリシアはそれを再び引き出しの奥深くに仕舞い込む。


    「わたしの名前は、エリシアだ」


    　毅き然ぜんと、何ひとつ迷いのない瞳ひとみでそう答えた。


    



    　拠点の地下にあるスペースで訓練を行うエリシアの下に、セインズがやってくる。


    「精が出るな」


    「……セインズか。まあ、ようやく本調子になったからね。ちゃんとセンスが使えるかどうか試してる。今ならセインズのセンスも封印できそうな気がするよ」


    「お？　昔のリベンジかよ。試してみるか？」


    　本気で言っているわけではないだろうが、エリシアは昔のことにくすりと小さく笑った。


    「やめておくよ。いざという時にセインズのセンスが使えなかったら、わたしが文句を言われるし。ルシアの説教も長そうだ」


    　そんなエリシアに対して、セインズは褒ほめるように言う。


    「ちゃんと、選んだな」


    　エリシアは大きく頷うなずいた。


    「ああ。なんだか初めて自由を感じた気がする。自由っていうのは、難しいし辛つらいんだな」


    　自分で決めて、自分で責任を取る。


    　当たり前のことだが、この世界ではそれはなかなかできない。


    　流されるままに生きた方が楽だし、言い訳もできる。


    　自分の足を一歩踏み出すというのは、とても勇気のいることだった。


    「はは、偉いぞ。少し大人になったな」


    　そう言ってセインズはエリシアの頭を撫なでる。


    　エリシアは照れくさそうに、ほんのりと頬ほおを赤くした。

  


  [image: ]


  
    「お？　珍しいな。叩たたいてこないなんて」


    「……最後にちゃんと、撫なでさせてあげようと思ってね」


    「最後？」


    「ああ、これが最後だ。もう撫でるのはこれっきりにしてくれ。わたしからのお願いだ」


    「……そっか。わかったよ」


    　セインズに、


    『戻っても、いいんだぞ』


    　と言われた時、本当に心が揺れた。


    　だが、セインズを見て気付いたのだ。


    　この抑えきれない気持ちがなんなのか、エリシアは正体がはっきりと掴つかめない。


    　それでも突き詰めていくと、たったひとつの答えが出る。


    　──セインズと離れたくなかったんだ。


    　それに……。


    『あたしは脱出したらね……恋がしたいの』


    『自分の心が制御できないぐらいに、誰かを好きになってみたいの。経験したことがないから、全然わかんないけどね』


    　あの時、よくわかっていなかったルシアの気持ちを初めて理解した。


    　ルシアの悲しそうな表情が脳裏を過よぎる。


    　──ルシアは……一番大切な家族だ。


    　何よりも自分がセインズといるよりも、ルシアとセインズが一緒に楽しそうにしているところを見る方が嬉うれしい。心の底からそう思う。


    　そして、エリシアにとっても曖あい昧まいだった夢が明確になった瞬間だった。


    　この大切な家族たちと、まだ見ぬ未知の世界を見てみたい。


    　仲間たちとなら、共に生き、共に苦楽を分かちあい、共に同じ景色を見ることができるのだと確信している。


    「これからも、よろしく頼むぜ。エリシア」


    「ああ、任せてくれ。セインズの背中は、わたしが守る」


    　エリシアの小さな淡い想いは誰にも知られることなく、引き出しの奥底に仕舞い込まれた。


    　決して明かすことはない、大事な大事な感情。


    　頭を撫なでられる最後の余韻に浸ひたりながら、エリシアは小さく笑った。

  


  
    ［間章　～the side of Lucia act.3～］


    



    　──おねがい！　届いて……！


    　ルシアは勢いよく跳ね起きた。


    　周囲がフェーズⅡの拠点であることにホッとして、胸を撫なで下ろす。


    　荒い呼吸を整えて、今の記憶を整理した。


    「また、託宣……」


    〈未来識プロフエジーア〉による、未来の啓示。


    　普段なら、取るに足らない知識でしかない。


    　セインズと一緒に晩ご飯を食べている。エリシアと水浴びをしている。シェイと料理を作っている。自分が皆と共に戦っている……と、無害な代物。


    　だが、時折、致命的な啓示をもたらすことがあった。


    「どうしよう……。でも、言わなきゃ……！」


    　布ふ団とんから出て、寝間着姿のままロビーに向かう。幸いなことに、まだセインズはひとりで起きていた。難しい顔をして、サルヴァタワーの設計図を睨にらんでいる。


    「セインズ……」


    「お。ルシアか。どうしたんだよ。眠れないのか？」


    　いつも通りの反応に安あん堵どする。


    　だが、安心している場合ではない。


    　今すぐに伝えなければならなかった。


    「あ、あのね。セインズ……」


    「なんだ？」


    　口が止まる。


    　軽々しく言えることではない。


    　これまでの努力や準備、何もかもを無にするのだから。


    　それでも、ルシアは口にした。大切な人たちを失いたくないから。


    「強襲計画を、取りやめましょう？」


    　だが、セインズの表情が変わることはなかった。


    「……識しったのか。〈未来識〉で」


    「わかるの？」


    「そりゃあな。お前がそんなことを言うとしたら、それしかあり得ない」


    　ルシアは何も反論できなかった。


    〝グノーシス〟への復ふく讐しゆう心しんはエリシアだけが抱いているものではない。ルシアも表にこそ出さないが、十三番と十八番たちの無念を晴らそうと強く決意していた。


    　それをやめようと、自分から言い出すのは明らかにおかしい。ルシア自身、もしエリシアがこんなことを言い始めたら、何かがあったのだと確信するはずだ。


    「それで、ダメなのか？」


    　その質問に、ルシアは重々しく頷うなずいた。


    　セインズは大きく溜ため息いきを吐つき、しかし、首を振る。


    「今いま更さら、止やめるわけにはいかねぇよ」


    「ど、どうして……！」


    「いろんなところから支援をもらってるからな。今更、取りやめるなんつったら、結局、俺たちが狙ねらわれる。味方だった連中が挙こぞって敵に回るってことだ。仲間が未来を予測したから止めますじゃ、説得はできない」


    　ルシアは大きく俯うつむいた。今にも泣き出しそうな顔になっている。


    　ルシアはわかっていた。計画を取りやめたところで、結果は変わらないということを。


    　託宣は絶対。


    　どれだけ回避しようとしても、何も変わらない。


    　まるで決まった結果に収束するように、運命はルシアを嘲あざ笑わらった。


    　だが、その過程を選ぶ権利はある。


    　逃げた分、最悪の結果が延びるかもしれない。その間に奇跡が起きるかもしれない。


    　引き延ばすのは決して、悪いことではないはずだった。


    「なんで泣くんだよ」


    「だ、だって……！　だって……！」


    「決まったわけじゃねーだろ」


    　小さく首を振る。


    「託宣は……運命は変えられないから……」


    「運命、ね……」


    　そう言って、セインズは小こ馬ば鹿かにするように鼻を鳴らした。


    「馬鹿言うんじゃねーよ。運命で決まってるなんて、お前はアサヒにでもなったつもりか？　《歴史創造ノルンシステム》には遠く及ばないお前のセンスで、運命は決まらねーよ」


    「で、でも……」


    「でももだってもない！　お前のセンス如ごときで運命が決まってたまるか。運命は人の意志で決まるもんだ。どんな選択をしたとしてもな」


    「………」


    「俺が覆くつがえしてやる。お前の言う運命ってやつをな」


    　そう言って、セインズは不敵に笑う。


    　運命に殉じるなど冗談ではない、というように。


    「だから、お前も諦あきらめるな。抗あらがってみせろ」


    「抗う……？」


    「今までできなかったからって、今回もできないなんて誰が決めたんだ？」


    　ルシアが目を瞬かせる。


    　──なんでだろう。


    　諦めていたはずだった。


    　抗うことは無駄だと思っていた。


    　なのに。セインズに言われるだけで、運命は変えられると思ってしまう。


    　理屈ではない。論理でもない。


    　ただ、セインズへの信頼が後押ししていた。


    「そうだ。成功させて戻ってきたら、お前の言うこと何でもひとつ聞いてやるぞ。それでやる気も出るだろ？」


    　おどけたように、そう言ってくる。


    　ルシアは首を振った。


    「ううん。別にセインズに望むことなんてないよ。ただ……」


    「ただ？」


    「帰ってきたら、伝えたいことがあるんだ」


    「なんだよ。今じゃダメなのか？」


    「うん。今じゃダメ」


    「なんだと、もったいぶって。気になって夜も眠れねーじゃねーかよ」


    「あはは。嘘うそばっかり」


    　ルシアが笑う。


    「ようやく、笑ったな」


    　そして、セインズもつられたように笑った。


    　覚悟が決まる。


    　──託宣に本気で抗うんだ。


    　絶対に、負けないと。


    　──信じよう。


    　奇跡が起こることを。


    　セインズが運命を破壊してくれることを──。

  


  
    ［第四章　矢は放たれた］


    



    　フェーズⅡでの穏やかな日々がこのまま続くのではないだろうかと、皆の痺しびれが切れそうになっている中、ようやく朗報が舞い込んだ。


    「セト、ナハシュ。共に明日の昼頃には、研究施設の視察で長期間、タワーを出ます」


    「確実なんだな？」


    「複数の情報筋からなので間違いなく。転送器を使って、フェーズⅢからフェーズⅣ内にある研究施設を三日間かけてすべて回るそうです」


    　活気づくレジスタンスのメンバーたち。


    　エリシアも静かに拳こぶしを握った。


    「ようやく……。ようやく、連中に復ふく讐しゆうする時がきた」


    　だが、ルシアは皆とは逆に気乗りしない顔で小さく俯うつむいている。


    　いつもであれば、レジスタンスのメンバーたちとともに喜び合うはずなのに。


    　訝いぶかしげな表情を浮かべるエリシア。


    「ルシア。どうかしたのか？」


    「………」


    「ルシア？」


    「……えっ？」


    「呆ほうけてるなんて珍しい。不安でもあるのか？」


    「ううん。なんでもないの。少し緊張してるのかも……」


    　困ったように笑うルシア。


    　そして、気を取り直すようにエリシアの両手を握った。


    「頑張ろうね。エリシアちゃん。これが改革への第一歩なんだから」


    「ああ。わかっている」


    　ふたりはお互いに上げた手を叩たたいた。


    　──本当に緊張してるだけか。


    　内心で胸を撫なで下ろし、エリシアは小さく安あん堵どの息を吐く。


    「全員集まれ」


    　セインズの号令の下、強襲メンバー全員がひとつの部屋に集められた。


    　皆、静かに耳を傾けている。


    「作戦の再確認をするぞ。まず最大目標は《歴史創造ノルンシステム》──その無力化だ。成功させるためには速やかな強襲をしなきゃならない。セトとナハシュの介入を阻止するためにな。絶対的に必要なのは転送器の破壊。そして、連絡手段を断つことだ」


    　すると、次にシェイが補足する。


    「ただ、ひとつひとつをやっていくのでは効率も悪いし、間に合わない。この作戦はとにかくスピードが求められる。だから、三チームに分けることになるわ」


    　昔ながらのホワイトボードに、名前が書かれていく。


    「Ａチームはセインズとエリシアのふたりだけ。《歴史創造ノルンシステム》のある場所へ向かう。破壊ができて早く動けるセインズと、相手のセンスを封じるセンスを持つエリシアがいれば、ふたりだけで事足りるわ。いいわね？」


    　セインズとシェイに見られて、エリシアはこくりと頷うなずいた。


    「言われるまでもない。立ちはだかる障害は、ことごとくわたしが封じてみせる」


    　エリシアの表情を確認すると、シェイは続けた。


    「次に転送器の破壊。これはルシアを中心にＢチームを組む。ルシアのセンスで、一直線に転送器に向かうこと。壁はいくらでも破壊して構わないわ。以前、受け取った素材はもう解析してるわね？」


    「もちろん。完全に解析済みだよ。一瞬で〈分子破壊〉できるから」


    「オーケー。それが終わったら脱出ポイントへ向かって。これも障害はルシアが破壊していくこと」


    　ルシアと名指しされたメンバーたちが、お互いを確認し合うように目配せする。


    　元から言われていたことだ。今いま更さら、疑問を挟むこともない。


    「そして、残ったメンバーは私をメインにＣチーム。通信関係と、通信のできるセンスを持つ者たちを片っ端から無力化して、セトやナハシュへの連絡手段を断つ」


    　シェイはＣチームの所属メンバーを睥へい睨げいする。


    「私たちはＡＢに先んじて潜入することになるわ。私の心奏センス、〈心波鼓動ドミネイトパルス〉を使って『サルヴァタワー』の通信機能を一時的に封鎖。私の心奏センスの終わりと同時に脱出。Ｂチームがそこまでの経路を開いてくれているわ」


    　全員が頷いたのを見て、シェイも満足そうに拳こぶしを握った。


    　シェイの説明が終わると、セインズが立ち上がる。


    「事が終わったら長居は不要だぞ。お互いのフォローも必要ない。他チームの作戦を手伝おうなんて考えないことだ」


    　真ま面じ目めな視線で、全員を威圧するように強く睨にらむ。


    「命を懸ける必要がある。だが、決して命を無駄にするな。無理だと思ったら退ひけ。俺たちは派手な花火を打ち上げて終わりにするつもりはない。これからも、お前らにはもっと働いてもらわないといけないからな」


    「まったく、人使い荒いぜ。リーダーは」


    　ファンのそんな軽口に、セインズはニヤリと笑う。


    「今いま更さら気付いたわけじゃないだろう？」


    「違いない」


    　全員が長年、セインズについてきたのだ。


    　誰もがセインズの無茶振りをわかっている。


    　そして、その無茶に応こたえれば、道が開けるということも。


    「では各々、手抜かりがないように準備を開始しろ。頭に設計図もしっかりと叩たたき込んでおけよ。迷子になったら、末代までの恥だぞ。アナウンスでナビされたりすることがないようにな」


    「ははは！　捕まったら末代がいなくなるぜ、セインズ」


    　全員の笑い声が重なり、強く響き渡った。


    　気後れしている者などいない。


    　恐れている者もいない。


    　ただ、目的がはっきり見えたことで、皆が使命に燃えている。


    　もちろん、エリシアも。


    「やろう、ルシア」


    「うん。エリシアちゃん」


    　ふたりはそれ以上何も言わず、静かに拳こぶしを合わせた。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　翌日。太陽が真上に差し掛かろうとする頃──。


    「……〈陰影截然シヤドウアブセント〉」


    　セインズが闘気で、施設内を探る。


    　感覚を先鋭化し、人の足音は元より、呼吸、心音、体温などを捉とらえる察知のセンスだ。


    　セインズの脳内で構築しているマップの中に、陰影が浮き立つのだという。


    「よし。セトもナハシュも、気配が転送器から消えた。全員、準備をしろ。あと十分したら、上に穴を穿うがって、そこからは計画通りに進めていく」


    　レジスタンスたちがいるのは、サルヴァタワーの地下だ。


    　フェーズⅡの天てん蓋がい大陸から、さらにフェーズⅠを建築するにあたって使われた作業通路。


    　中途半端に残っていたそれを、幾年もかけて組み直していた。


    　サルヴァタワーへ強襲をかけるために作られたトンネルだ。


    〝アステローペ〟が何年もかけてきた準備のひとつで、数多くのセキュリティと、センスを何重にもかけて、察知されないように作り上げてある。


    　すべてを、〝グノーシス〟打倒のために費やしてきたのだ。


    「よくここまでできたね。かなり難しかっただろうに……」


    「元々、顔だけは広かったし、そのツテだ。お前が作戦をガンガンこなしてくれるおかげで資金も潤うるおったしな」


    　エリシアの質問に呼吸を整えるようにして答えるセインズ。


    「エリシアは緊張してねーのか？」


    「してないわけじゃないが……むしろ、興奮してる」


    「ヘマするなよ？」


    「そっちこそ」


    　お互いに笑い合う。


    　そして、セインズのつけたリング──指輪型通信機がピーと小さなアラームを鳴らした。


    　シェイが〈心波鼓動ドミネイトパルス〉を発動させ、Ｃチームが内部の通信機能を無力化に成功したというサイン。


    　そして、ＡチームとＢチームが作戦を開始する号砲だ。


    　セインズが剣を上に掲げて、闘気を巡らす。


    　溜ためたエネルギーが刀身に集まり、周囲を真っ赤に照らした。


    「〈紅虎咆哮ソールインパクト〉！」


    　剣から闘気が天井へ放たれ、すべてを破壊するかの如ごとく貫つらぬいていく。


    　落ちてくる破片すら溶かすその闘気は、轟ごう音おんとともに天井に充分な穴を開けた。石が焼け爛ただれたように垂れ下がっている。


    「行くぞ！」


    　セインズの号令の下、全員が動き出した。


    　天井に鉤かぎ爪づめを投げて上っていく者もいれば、跳躍力に任せてジャンプする者もいる。


    　全員が一斉に内部へと侵入した。


    「ルシア。頼んだよ」


    「エリシアちゃんも。……頑張って。あたし、絶対に負けないから」


    　サルヴァタワーの内部へ侵入。


    　建物の中で最も警備の薄い場所だった。そのためか、未いまだに警報すら鳴っていない。


    　侵入を察知されないようにしていたとはいえ、こうもバレないと拍子抜けですらある。


    　通信機能を無力化したことで、施設内部でも連携はまったく取れていないのだろう。


    「全員、計画通りに行くぞ！」


    　セインズの言葉とともに、Ａチーム、Ｂチームが目的を果たすべく動き出す。


    　そして、セインズはエリシアの腰を抱え込んだ。


    「本気で行くぞ。お前に合わせる暇ひまはないからな」


    　セインズが足に闘気を伝え、射出されたかのように床すれすれを滑空する。足にジェットエンジンを積んでいるかのようだ。


    　赤き闘気によって身体からだを強化し、限界以上の速さを繰り出していた。


    　そこでようやく警報が鳴り響き、侵入者の存在が露呈される。


    　警備員と思おぼしき者たちが集まってくるが、セインズの速さについて来られない。残像しか見えていないだろう。


    　呆ぼう然ぜんと口を開けて見送るしかない。


    　そんな中、エリシアもまた指から簡易的に光の針を放ち、敵のセンスを封じた。追撃を防ぐためである。


    「さすがに速いね、セインズ」


    「これをずっと磨みがいてきたからな。速さこそが、俺の武器だ」


    　セインズはエリシアを抱えながら、《歴史創造ノルンシステム》の設置されているであろう場所に迷うことなく、突き進む。


    　すべては順調に推移していた。


    　この時までは──。


    



    　セインズとエリシアは突き当たりの分かれ道に差し掛かる。


    　そこでふたりの表情が同時に変わった。微かすかに戸惑いの色が混じる。


    「設計図と違う？」


    「ああ。ここは真まっ直すぐのはずだが……」


    　設計図は脳に焼き付くほど記憶に刻みつけてきた。


    　勘違いしているなどあり得ない。


    「もしかして、わたしたちは騙だまされたのか？」


    「……わからんな。元々、これを入手したのは一年前だ。改装したという可能性もある」


    「であれば、改装したという情報が上がって然しかるべきだろう」


    「………」


    　セインズは答えない。


    　この状況においては騙された可能性の方が高いことは確かである。


    　だが──。


    「進むぞ。騙されたのだとしても、手ぶらじゃ引き返せない。通信も断絶して、転送器も破壊済みならば、多少の猶予は生まれているはずだ。ひとまず、《歴史創造》があるだろう部屋の座標まで向かう」


    　他に取れる選択肢はすでにないのだ。


    　ルシアたちもシェイたちも危険を冒して、セインズとエリシアの道を切り拓ひらいてくれている。


    　部屋が近いことは間違いないのだ。ここで逃げるわけにはいかない。


    　エリシアは覚悟を決めたように目を見開いて頷うなずいた。


    　再びセインズはエリシアを抱きかかえて突き進む。


    　設計図はすでに用を為なさなかった。廊下も部屋も、何もかもが違っている。


    　記憶した道順も意味はない。


    　ただただ、《歴史創造ノルンシステム》があるであろう場所を目指すしかなかった。


    「……エリシア。来た道順を覚えておけよ。お前の脱出のためにもな」


    「それはわかってるが……」


    　不安が膨ふくらんでいくのを止められない。


    　脱出の道を覚えるのは当然なのだが、セインズの言葉にはどこか違和感があった。


    　ただ、今のエリシアにはその正体がわからない。


    「部屋に出るぞ！」


    　そして、ふたりは扉を開けて広い一室に辿たどり着く。


    　不気味なほど静かで、この場には誰もいない。


    　幾つもの機材が置かれているが、大半を移動させた痕こん跡せきが残っている。


    「……ここに《歴史創造》があったのは確実だ。だが……移動したか！」


    　これでアサヒがいるであろう場所はわからなくなった。


    　虱しらみ潰つぶしに捜していく以外に方法はない。しかし、それには時間が足りなかった。


    「どうするセインズ。このまま闇やみ雲くもに捜しても」


    「いや、移動させたのは今さっきみたいだ。大勢の人間たちが移動してる。これを追えば──」


    　焦あせるふたりを無視するように。


    　突如、天井が砂となって崩ほう落らくした。


    　砂が立ちこめ、ぱらぱらと白煙が舞う。


    　それと同時に、どさどさと、何かが落ちる音がした。


    



    「捜しても無駄だ」


    



    　白煙が晴れると周囲には、


    「ゲルカ!?　ネード!!　ハルカ!?」


    「バフスムに、エイジーまで……？」


    　身体からだのありとあらゆる場所にメスのようなナイフを突き刺された、無惨な姿で仲間たちが倒れていた。事切れているのか、ピクリとも動かない。


    　彼らの苦く悶もんの表情が心を締め付けるほど痛ましかった。


    「……あ、あ」


    　周囲に横たわる彼らを見て、エリシアの身体が固まる。


    　脱出の時の光景が、エリシアの脳裏を過よぎった。無力だった時と同じ、理不尽に駆逐された惨劇が甦よみがえる。


    「こ、こんな……。なぜ……」


    　エリシアが擦かすれた声を漏もらした。


    「なぜだと？　まだ気付かんのか」


    　エリシアたちがやってきた入り口から、ひとりの老人が歩いてくる。


    　百歳をゆうに超えているような酷ひどく年老いた顔だというのに、黒いフードの奥にある目つきはギラギラとしており、老いを感じさせない。


    「あんたか、ナハシュ……」


    　セインズが苦々しく呟つぶやいた。


    「ナハシュって……確か、〝グノーシス〟の第二者の名……」


    「その通りだ、小娘」


    「馬ば鹿かな……。お前は、外に、出ているはずじゃ……」


    〝グノーシス〟に強襲をかけるにあたって、セインズが敵かなわないと言った相手のひとり。


    　この男がサルヴァタワーから出ていくという情報があったからこそ、計画は実行に移されたのだ。


    　ここにいること自体、予定外であり、あり得ないはずだった。


    「くっくっく。愚ぐ者しやどもが」


    　ナハシュが口の端はを吊つり上げる。


    　巣にかかった獲物を弄もてあそばんとする蜘く蛛ものようだ。


    「最初からすべてを知っていたわ。こいつが三年間、逐一教えてくれたでな」


    　ナハシュの背中から、のそりとひとりの少女が現れた。


    　施設時代からずっと一緒で。


    　レジスタンスに入ってからも、何をするにもふたり一緒で。


    　お互いに将来を、夢を、理想を語り合った、親友──。


    　ルシアが、そこにいた。


    　昏くらい瞳ひとみを伴った虚うつろな表情で、ふたりの前に立っている。


    「ど、どうして……ルシアが？　嘘うそ、だろう……？」


    　エリシアは混乱する頭で、どうにか言葉を絞り出す。


    　だが、ルシアは何も返さない。まるで意識を奪われているかのように。


    「こいつは元々、最初から洗脳しているのだ。三年前から儂わしの手駒ごまとして動いてもらっておった」


    「……三年前。まさか」


    「思い出したか。六番」


    　唐突に思い出す。


    『ナハシュ様が査察に来るまで、まだ猶予はある。それまでには……』


    『くそ！　まだナハシュ様が近くにいるはずだ！　連絡を──』


    『二番のみ待機せよ。他は部屋に戻れ』


    『うーん。変なおじさんに身体からだの調子を聞かれただけだけど……』


    　施設脱出前に来ていたのだ、この男が。


    「貴様らを誘おびき寄せるために出ていったと装い、転送器ですぐに戻ってきただけよ。そこで転送器を探しに来たこやつらを殺し、這はいずり回っていた他の連中も殺したというわけだ」


    　そう言うとナハシュのすぐ近くの何もない空間から、またも人の身体が出てくる。


    　それはシェイを始めとする、Ｃチームメンバーたちの身体だった。


    　彼らもまたすでに事切れている。


    　全身が原形を留とどめておらず、ただ、顔だけは潰つぶされていない。


    　まるで誰が死んだかを、すぐに理解できるように──。


    「シェイ……っ」


    　教師役として長年導いてくれた母のような彼女はもう何も返してくれない。


    　エリシアは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしてしまう。


    　それを見て得意げに、下げ卑びた笑みを浮かべてケタケタと笑っている。


    　エリシアには、ナハシュがおぞましい化け物のように見えた。

  


  [image: ]


  
    「なぜ……知っていたのなら、なぜ襲おそわせた。こんなところまで侵入させて──」


    　襲撃前に潰した方がどう考えても、よかったはず。


    　セインズがエリシアの肩を掴つかんだ。


    「……そういう連中なんだよ、こいつらは」


    「くっくっく。さすが、よく知っているではないか。これは言わば訓練よ。ここの連中も平和ボケし始めていたからな。二番こいつのような内通者を使い、数年に一回、こうして貴様らのような愚ぐ者しやを招き入れて、本当の訓練をさせている。セト様の仰おつしやる競争はこの『サルヴァタワー』とて例外ではない。出し抜けると思っていたか？　セインズ。いや──」


    　ナハシュがセインズを指さした。


    「《星を継ぐ者アイオーン》計画の立案者よ」


    　セインズの顔が小さく歪ゆがむ。


    　エリシアが戸惑ったような目をセインズに向ける。


    「ふぁーっふぁっふぁっふぁ！　なんじゃ、聞いていなかったのか。六番よ。セインズは元々、我々の側に属していた人間だ。そして、この二番はその被験者のひとりだったということだ。もっとも、施設の連中は力を引き出すことができず、処分しようとしたようだがな」


    　ナハシュはルシアの頭に手を乗せる


    　セインズは大きく息を吐いた。


    「嘘うそ、だろう？」


    「本当だ」


    　未いまだにエリシアは理解が追いついていない。


    　元々、〝グノーシス〟だった人間が、なぜ反旗を翻ひるがえすレジスタンスになったのか。


    　考えれば考えるほど混乱していく。


    「だが、貴様は逃げ出して地下に落ちた、ドブにも劣る下げ賤せんの身よ。この恥知らずの裏切り者が！」


    　ナハシュが悪あし様ざまに罵ののしると、セインズは鋭い視線で睨にらみ返した。


    「恥知らずはてめぇらだろうが。センスのあるなしだけで未来を束縛して、人を生きるだけの家畜にしやがったんだ。しかも、それを高尚な世界の革命と嘯うそぶく。セトの目的も、手段も、何もかもがおかしいんだよ！　この狂信者どもが！」


    「貴様……ッ！」


    　ナハシュの雰囲気が変わる。


    　顔が真っ赤になり、剥むき出しの怒りが伝わってきた。


    「セト様の侮辱は許さんぞ……。神の領域たるセト様が間違うことなどない。世界の革命は、まだまだ歩みを止めていない。人にとって理想の世界はすぐそこだというのに！　それを侮辱など、たかが人の身で何様のつもりだ！　理解できないからこそ、貴様はドブネズミなのだ！」


    　ナハシュは全身から殺気を放ち、センスが暴走しそうになっていた。周囲で激しいスパークが起きている。バチバチと不気味な音が響き渡る。


    「二番。貴様は六番をやれ。殺しても構わん」


    「は……」


    　ルシアはナハシュの命令を躊躇ためらうことなく受け容いれる。


    　まるで自由意志などないというように。


    　ナハシュと、セインズが。


    　そして、ルシアとエリシアが向き直る。


    「う、嘘うそだろう。ルシア……。嘘だと言ってくれ」


    「………」


    「エリシア！　気持ちを切り替えろ。もう状況は変わったんだ！」


    　セインズがそう叫ぶものの、エリシアは未いまだに受け止められない。


    　ルシアがエリシアに向かって、手を伸ばす。


    　セインズがエリシアの襟えりを掴つかんで引っ張り、強引に攻撃を避けさせた。


    　そのまま抱えて、赤き闘気を纏まとう。


    「〈紅虎咆哮ソールインパクト〉！」


    　剣に伝わった闘気を振り払うように薙ないだ。


    　強固な壁がバターのように切れていき、穴が開いた。


    「行くぞ！」


    　セインズはそこにエリシアを抱えたまま飛び込む。


    「ふん。無駄なことを。……だが、万が一のことがあっては事だ。行くぞ、二番」


    「はい……」


    　背中にそんな声が小さく届き、エリシアの心を絶望に染めた。


    



    　開いた壁の穴は別の通路に繋つながっていた。


    　セインズは闘気に任せて全身を強化し、高速で駆け抜ける。


    　地下へ下りたかったが、すでに厳戒態勢下にある中ではどこも警戒が厳しく、抜けられない。


    　せめてエリシアが正気であれば、センスの封印でどうにかなったかもしれない。


    　だが、仮にエリシアが我に返っていたとしても、多勢に無勢で突破は難しかっただろう。


    　もう計画は失敗に終わったのだ。すべてが筒抜けで……。


    　警戒の薄い通路の隅で一度足を止めた。


    「おい、エリシア。聞こえているか」


    　エリシアを下ろして、セインズが声をかける。


    「……ルシア。どうして」


    「あいつは洗脳されていた。それだけのことだ。それに気付けなかった俺の落ち度だ。……すまん」


    「ルシア……」


    　セインズは目を見開き、エリシアの肩を掴つかんで揺さぶった。


    「目を覚ませ！」


    　エリシアの瞳ひとみがビクリと震ふるえる。


    　ようやく正気を取り戻したが、思考が覚おぼ束つかなかった。


    「ルシア……。洗脳を受けてるなんて素そ振ぶり、一度も見せなかったのに」


    「ナハシュは洗脳のスペシャリストだ。痕こん跡せきすら探すのが難しい。まんまと罠わなにかかっちまったんだよ。あいつが最初から、こういう絵図を描いていたのであれば、俺たちにはどうしようもなかった」


    「ルシアを助けられないのか？」


    　縋すがるような眼でセインズを見るエリシア。


    「俺じゃどうにもならん。魂たましいまで支配されてちゃ……」


    　どうにかできるならどうにかしている。そんな言葉が透けて見えるような表情だった。


    　エリシアの瞳の中に絶望がうつろう。微かすかな希望すらあっさりと消えていった。


    「また……また、わたしは何も、何もできなかった！　わたしは無力で、誰も守ることができずに、殺して──」


    「お前が殺したんじゃない」


    　エリシアの言葉を否定するように、セインズが強く叱しかるように言う。


    　だが、エリシアの思考はさらに闇やみへと落ちていった。


    「お前が力を持ってようと持ってまいと、誰だって人は死ぬんだ。力を持ってたから守れたなんて、そんなものは幻想に過ぎない。傲ごう慢まんな考えだ」


    「でも……！」


    「お前がいた施設の仲間を殺したのも、俺たちの仲間を殺したのも、お前じゃない。〝グノーシス〟だ！」


    　軽く頬ほおを叩たたかれた。


    　まったく痛くない平手打ち。むしろ、叩いたセインズの方が痛そうにしていた。


    　それでエリシアの頭の中は一瞬、真っ白になり……正常な思考へと回帰していく。


    「落ち着いたか？」


    　エリシアは小さく頷うなずく。


    「まったく……慣れないことをさせるなよ」


    　こんな時でもセインズは、自分らしく振る舞っていた。


    　それを見て、自分が情けなくなる。


    「すまない……」


    　昔からまったく成長していないことを自覚した。


    　セインズに無茶を言って困らせて、叱しかられる。まるで変わっていない。


    　こんな状況でも。いや、こんな状況だからこそ。


    　エリシアもまた思う。


    　──まだ、わたしは何も果たしていない。


    〝グノーシス〟への復ふく讐しゆうを。


    　敵かたき討ちを。


    「これから……どうすればいいんだ？」


    　状況は想像以上に絶望的だ。


    　ルシアは裏切り、シェイをはじめとする突入メンバーたちは殺された。


    　残っているのはセインズとエリシアのみ。


    　ふたりだけでできることなど、死ぬまでここにいる連中を道連れにするぐらいだ。


    「脱出しようにも、なかなか厳しい。だが……サブプランはある」


    「なんだ、それは……」


    「だが、これは凄すさまじく可能性の薄い話だ。正直、そんなものはないかもしれない」


    　そこでエリシアは思い出した。


    『雲を掴つかむような話だからな……正直、アテにはできない。こっちは期待するな』


    　以前、シェイに語っていたもうひとつの計画を──。


    「セトが昔、《ユニオン》を作り上げたという話は知っているな？」


    「ああ。確か、センスを向上させるための実験場だったって……」


    「当時のセトは、絶大なセンスを持っていても、まだ世界を動かす力は持っていなかった」


    「昔の話をして、どうするんだ。今の話を──」


    「まだ《歴史創造ノルンシステム》を──アサヒを手に入れていなかった昔のセト相手なら、倒せるかもしれない」


    　エリシアには話の全ぜん貌ぼうが掴めない。


    　正直なところ、セインズの気が触れたとしか思えなかった。


    　だが、彼は真ま面じ目めに、真剣な目で語る。


    「《ユニオン》は時を渡るセトのセンスを利用して作られていた。そして、それは今の時代と繋つながっているんだよ。今、〝グノーシス〟が残している機材の中には、その時代の量子が残っている可能性がある。その量子を辿たどれば──過去に遡さかのぼることも可能だ。〝グノーシス〟にいた頃に聞いた話だがな」


    「……冗談じゃ」


    「理論上はできるんだよ。だが、何もかも眉まゆ唾つばで、機材があるかどうかも、当時の量子が残っているかもわからない。だから、計画として使えなかったんだ」


    　当然だろう。そんなことを言われたところで、レジスタンスのメンバーたちが信じるわけがない。エリシアも鼻で笑ったはずだ。


    「その量子を保持している機材があるかどうかがすべてだ。揃そろってさえいれば、過去の《ユニオン》へアクセスすることができる」


    「まさか、それを手に脱出をしろ、と？」


    「そうだ。過去へ行くんだよ。戦うために」


    　雲を掴つかむどころの話ではない。荒こう唐とう無む稽けいにもほどがあった。


    　だが、もはや、その限りなく薄く、あるかもわからない霞かすみのような雲を掴むほかない。


    　どれだけ荒唐無稽だろうと、今ならば縋すがることができる。


    　それを希望に、エネルギーに変えることができるのだ。


    　もはや、それ以外に選択肢などないのだから。


    「しかし、過去へ仮に戻れたとして、セトを倒す手段が見つかるかどうかなんて……」


    　エリシアが不安そうに言うと、セインズは笑みを浮かべた。


    「きっと見つかるさ。文献でしか知らないけど、昔のセンスは今じゃ考えられないような自由なものだったって話だしな。セトを倒せるセンスのひとつやふたつあるだろ。それこそ、伝説にもなってる〝スバル〟は凄すごかったらしいぜ」


    　その表情は活発な少年のようで、絶体絶命の状況にあることが信じられないぐらいだった。


    「……アサヒがいたパーティだろう、それは。〈未来視プロフエアータ〉を育て、《歴史創造ノルンシステム》をもたらす原因になった連中じゃないか」


    「だが、別に彼らがこの未来を思い描いてそうしたわけじゃない。もし、過去に戻ったら、お目にかかりたかったもんだぜ」


    　またもエリシアは、違和感を抱いた。


    　どこかいつもと違うような気がするセインズの言動。


    　その正体はまだわからない。ただただ不安だけが募っていく。


    　そして、セインズは立ち上がった。


    「ここからは別行動としよう。雑ざ魚こ相手ならばお互い問題ないが、ナハシュやセト相手だと、ふたりいてもどうしようもないからな。一緒にやられるのを避けるためにも──」


    　本当ならば、セインズと一緒に行動したい。


    　だが、セインズは諦あきらめていなかった。その瞳ひとみは死のうとしている者の目ではない。


    　ならば確率の高い行動を選ぶべきだ。


    「最後まで、足あ掻がこう」


    　そう言ってセインズとエリシアは、お互いに軽く拳こぶしをぶつけた。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　ルシアは無感情のまま、ただナハシュについていく。


    　それが当然というように。一言も発しない。


    　そして、周囲では慌あわただしくスタッフたちが行き来している。すでに通信網は回復しており、連絡が行き交っているようだが、まだ情報が錯さく綜そうしていた。


    「ちっ……。どこもかしこもゴタついておるな。ええい、情けない……！　選りすぐりのセンスを持つというのに！　それでもフェーズⅠか！」


    　苛いら立だたしそうに周囲を叱しつ責せきするナハシュ。スタッフたちがビクリと身を竦すくませる。


    「油断しすぎた貴様らの処罰は後だ。儂わしは指揮所に行って立て直す」


    「………」


    「二番。貴様は連中を追いかけ、始末しろ」


    「はい」


    　瞳ひとみに光もなく、表情もないまま、ルシアは頷うなずいた。


    　今のルシアはナハシュに従うだけの人形でしかない。


    　対象が誰になろうと、その命令を行使するのみだ。


    　ナハシュが去り、エレベーターで上に向かうと、ルシアもまた動き出す。


    　セインズたちが去った方向へと。今の彼女には元同胞だったという記憶すらない。


    　ただただ、天理を使うだけの自動人形とも言うべき存在だった。


    『サルヴァタワー』の中を走っていると、


    　──だめ……。


    　ふと声が響く。


    　脳内に直接響いた声に、ルシアは誰もいない通路のど真ん中で足を止めた。


    　──取り戻して……自分を……。


    　一歩一歩進むごとに、その声はよく通った。


    　周囲には聞こえていない。


    　自分だけに聞こえる声。


    　痛い。寒い。怖い。苦しい。悲しい。寂さびしい。


    　様々な負の感情が、押し寄せてくるようで──ルシアは足を止めた。


    「あ、あああ……あ、あ……」


    　魂たましいに直接、触れられているような不快感が襲おそう。


    　立っていられなくなって、ルシアは膝ひざをついた。


    　感情が戻ってきたと同時に、洗脳されていた時の記憶が流れ込んでくる。


    「……あ」


    　三年間。逐一、ナハシュに〝アステローペ〟の報告をし続け。


    　この強襲計画でもまた、転送器を破壊せずにナハシュたちを、『サルヴァタワー』の中へと帰還させた。


    　その結果が、ナハシュによるＢチームとＣチームの虐殺。


    「ああ、あ、あ、あ……」


    　ルシアは頭を抱えて半狂乱になって叫びそうになる。


    　しかし、それはすぐに嗚お咽えつへと変わった。


    　罪悪感という言葉だけでは表しきれない自責の念。


    〈未来識プロフエジーア〉によってレジスタンス全滅をルシアは識しっていた。


    　だが、それでも抗あらがおうとしたのだ。セインズと共に。この悲惨な運命を壊そうと。


    　それが、この結果だ。


    　自覚すらできていなかった洗脳によって、仲間たちの命を奪った。


    「なんで、なんで……！」


    　大事な人たちを自分の手で、危機に追いやって。


    　こうしてのうのうと生きている。


    　──希望は……あるよ。


    　再び、声が響いた。


    　慰めのような言葉と共に、脳内に様々なノイズ混じりの映像が巡る。


    　今までになかった情報量に、脳が悲鳴を上げ始めた。


    〈未来識〉で知ることのできるものは未来の知識だけ。


    　だが今、ルシアはノイズ混じりとはいえ、映像として知覚している。それが未来の映像なのだと本能的に感じ取った。


    「これは……」


    　その中でもひときわ、鮮明な映像がルシアの中に入り込む。


    　ルシアは闇やみの中で光を見つけたかの如ごとく、それを選択した。


    「……今のって、もしかして」


    　被験者だった時に、聞いたことがある。


    　可能性の中から未来を選択する──〈未来視プロフエアータ〉というセンスのことを。


    　さらに、知識が脳内へと潜もぐり込む。


    　《星を継ぐ者アイオーン》として、彼女とシンクロを起こしたかのように──。


    「そう、だったんだ……」


    　ルシアは歯を食いしばる。


    　後悔は消えない。罪悪感は身体からだを縛り、心を絶えず責め立てる。


    　決して、償いきれない罪。


    　許されることはないだろう。


    　それでも──まだできることがあった。


    　最後の最後に手に入れた一筋の希望は、まるで砂上の楼閣のように頼りない。


    　だが、この希望を繋つなげられるのは、ルシアだけなのだ。


    　ルシアは涙を拭ぬぐい、ひとり立ち上がった。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　気配をできる限り消しながら、エリシアは逃げ続ける。


    　いつ、敵が襲おそってくるかと気が気ではない。


    　そして、遅々とした歩みではあるが、見つけた部屋の中を調べていく。


    　だが、それらしい部屋はないし、そもそも目的の機材を知らない以上、どうすればいいのかわからない。


    　それでも、エリシアは血ち眼まなこになって探した。


    　砂漠で砂金を探すどころか、砂漠で何を探すのかもわからないまま、愚直に走り続けるように。


    　──今は考える暇ひまはない。


    　思考が生まれれば、すぐに不安や絶望に飲み込まれてしまう。


    　頭を無にしなければ、立ち向かえなかった。


    「くそ……」


    　そんな逃亡劇も、ついに終わる。


    　十字路に差し掛かったところで、


    「いたぞ！」「こっちだ！　早く！」「油断するなよ。こいつはセンスを封印してくるぞ！」


    　何十人もの敵が四方から現れ、エリシアの前に立ち塞ふさがった。


    「お前らの相手をしてる暇はないんだッ！」


    　弓を引いて、光の矢を生成。放つ。


    　ひとりのセンスを封印したが、敵は数に任せて包囲を狭めてきた。


    　各々が武器を構えて、エリシアに向ける。


    「放て！」


    　四方八方から攻撃が迫る。様々な形をした刃やエネルギー、光弾がエリシアを襲った。


    「くっ！」


    　これまで培つちかってきた戦闘経験が、身体からだを動かし、攻撃を躱かわしていく。


    　だが、それにも限界があった。避けられるポイントは、ほとんど存在しない。致命傷を避けるように動くが、少しずつエリシアの身体を傷付けていた。


    「焦あせらないでいい！　弱らせろ！」「やつは袋の鼠ねずみだ！　嬲なぶり殺しにすればいい！」


    　もう隣にセインズはいない。


    　助けてくれる者もいない。


    　それでもエリシアは、ひとり、戦う。


    　少しでも耐えれば、希望が見えると信じて。


    　──だが、もう……。


    　精神が悲鳴をあげそうになった時。


    



    「手伝うよ」


    



    　エリシアを囲む敵の中から、ルシアの姿が現れた。


    「……え」


    　ルシアはエリシアに向けて、手を伸ばし、


    「〈絶縁破壊〉！」


    　その奥にいる者たちに向かって、電撃を放った。


    　直撃した彼らが昏こん倒とうすると、周囲がざわつき始める。


    「き、貴様。ナハシュ様の洗脳を受けていたのでは……!?」


    「もう解かれたの。女神さまのおかげでね」


    　さらに広範囲に電撃が放たれ、不意を衝つかれた者たちはのきなみ倒れていった。


    「……ようやく追いついたよ。エリシアちゃん」


    「ル、ルシア……？」


    　明らかに先ほどとは雰囲気が違う。


    「正気に戻ったのか……？」


    　すると、ルシアはエリシアの手を掴つかんだ。


    「ま、待ってくれ。どういうことだ!?」


    「説明してる暇ひまはないの！　いいから早く！」


    　ふたりで走っていると、戦闘服を着た敵たちが現れる。


    「〈粒子再構〉！」


    　ルシアが手を床に押し当てると、地面から尖とがった柱が生えて、敵たちを退しりぞけていく。


    「……ごめんね。エリシアちゃん」


    　走りながらルシアが謝った。


    　だが、その足を止めることはない。


    　エリシアも、何も聞かずにルシアに従った。


    　ルシアがまともであることに、エリシアも気付いている。喜びと疑念に心を占しめられつつも、親友を信じてついていくだけだ。


    　敵が追いかけてくる気配を感じながら、ふたりは懸命に走る。


    　敵を撒まきながら走っていると、通路の奥に扉が見えた。


    「エリシアちゃん、ここを──」


    「ああ！」


    　扉のセキュリティはセンスによるものだ。


    　指から光の針を出して、封印を発現。光の針は鍵かぎとなってセキュリティが一瞬で解かれる。


    　──開いた！


    　ドアが招き入れるように勝手に開いた。


    　飛び込むように入ったそこは──物々しい機材が置かれた白い部屋。


    　ディスプレイや高価そうな小型の機械は、すべて中央の水槽へと繋つながっている。


    　その水槽の中に──ひとりの少女が眠りながら揺蕩たゆたっていた。


    　延命処理をされているのが一目でわかる。


    　──誰だ？


    　エリシアが最初に思ったのは、そんな疑問だった。


    「ここは……」


    「ようやく来られたね。ここに──」


    　ルシアが扉を天理で塞ふさいでから、ゆっくりとそう呟つぶやく。


    　ただただ、悲しそうな、寂さびしそうな、辛つらそうな表情を浮かべていた。


    「目的を果たせて……よかった」


    「わたしを、ここに連れてくること……か？」


    「うん。……エリシアちゃん。これが《歴史創造ノルンシステム》だよ」


    「な……」


    　ここには少女がひとりいるだけで、他には何もない。


    「この周りの機械が、アサヒの作った《歴史創造》ということか？」


    　ルシアはふるふると首を振る。


    「違うよ。その女の子──空く閑が旭姫あさひさんが《歴史創造》そのものなんだよ。彼女のセンスが〝グノーシス〟の未来を作っているの」


    　突飛な話で何を言っているのかわからない。思考が掻かき乱されていく。


    　アサヒは〝グノーシス〟の協力者であり、この未来を絶望に染めた女神。


    　機械に繋がれて意識のない少女がアサヒだと言われても、納得などできるわけがなかった。


    「これが、アサヒだなんて、そんなはずは……。どう見ても意識がない……。こんな状態でセンスが真っ当に使えるわけがないだろう……！」


    「空閑旭姫さんは意識を奪われて、勝手にセンスを使われているんだよ。彼女の〈未来視プロフエアータ〉というセンスを、ナハシュの洗脳を利用して、セトが操って未来を自由に操作してるの。それが──《歴史創造ノルンシステム》の真実」


    　ハンマーで頭を殴られたぐらいのショックに襲おそわれる。


    　今まで信じてきたものが根本から崩れ去っていくような感覚だった。
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    「……嘘うそだ。では、わたしたちが恨んでいた、絶望の女神とは……」


    「利用されてるだけの、かわいそうな女の子なんだよ」


    　かつて、《ユニオン》でゲームを楽しんでいただけの少女が。


    　生命活動とセンス以外を封じられ。


    　ただただ、人々を苦しめるだけの存在に成り果てている。


    『いつだって仲間を大切に思う彼女が人を選別する世界を作るなど、与太話にもほどがある！』


    　昔読んだ本の一説が、唐突に脳裏を掠かすめた。


    「なんで、ルシアが……そんなことを……」


    「助けを呼ぶ声が聞こえたの」


    「……空く閑が旭姫あさひ、が？」


    　こくりと頷うなずくルシア。


    「ナハシュが言ってたこと覚えてる？　あたしは《星を継ぐ者アイオーン》として選ばれたうちのひとりで〈未来視プロフエアータ〉のセンスを埋め込まれたから。失格の烙印は押されたけど、それから時々、彼女の思考が夢の中で途切れ途切れに流れ込んでくるの。ごめんなさいって悲しい声と、助けてって辛つらそうな声が。それはここに近づくにつれて大きくなっていった……」


    　セトが世界を支配してから、もうすでに長い時間が経過している。


    　その間、ずっと彼女は懺ざん悔げを繰り返してきたということだ。


    　もはやアサヒは自分がどういう存在かすら、わかっていないかもしれないのに……。


    　ルシアは悲しそうな声で続ける。


    「ここまで来られてよかった。あたしの、命の、終着地点に──」


    「……どういう──」


    「あたしね。この強襲作戦は失敗するって、識ってたんだ」


    「え……」


    「天理は、理ことわりを統すべるもの。それが空く閑が旭姫あさひさんのセンスと融合したせいで、あたしには〈未来識プロフエジーア〉ってセンスが生まれた。文字通り、世界の未来を識しることができるセンス」


    「そ、それがあるなら、どうして──」


    　ルシアは泣きそうな顔で首を振った。


    「できそこないのセンスなんだよ、あたしの〈未来識〉って……。ただただ託宣として識ることができるだけで、映像も音も見ることができない。ただただ、曖あい昧まいな記憶としてそれが流れ込んでくるだけで。あたしが見られる未来じゃないから……」


    「そ、それでも。失敗することがわかってたのなら、止めることはできただろう！」


    　ルシアは小さく頷うなずいた。


    「運命は変えられなかった。何度も何度も試した。施設を脱出する時だって、まだ半信半疑だったけど、行動を起こせば変えられるって信じてた！　でも……無理だったんだよ……」


    「………」


    「このことを、セインズにも相談したんだ……」


    「セインズは……なんて？」


    　すると、ルシアは小さな笑みを浮かべた。


    　その時のことを思い出すように──。


    「セインズは……『俺が覆くつがえしてやる』って」


    　彼らしい物言いだった。


    　セインズは決して、むざむざ犬死にすることなど考えていなかっただろう。


    「エリシアちゃん。これを」


    　ルシアはすぐ傍そばにあった機器を手に取った。


    　それは頭に被かぶるヘッドマウントディスプレイだ。


    　人の視野に直接情報を映し出す機械で、もう遥はるか昔のものだ。


    　施設で使っていたものと似ているが、あの時に被かぶっていたものよりも遥はるかに無骨に見える。骨董品のようにすら思えた。


    「セインズの言ってた過去へ遡さかのぼるための機械──エンセファロン。これをエリシアちゃんが手にする必要があったんだ」


    「これが、そうなのか？　だ、だが、なぜ、わたしが……？」


    「識しってるの」


    　ルシアがエンセファロンを手にし、エリシアへ差し出す。


    



    「あたしたちの死と引き換えに、遠い未来に、あなたが世界を救うことを……」


    



    　エリシアは呆ぼう然ぜんとしたまま、機械を受け取った。


    「さっき、洗脳が解けたと同時に、この託宣があったの……。それがどういう意味なのかはわからない。これからエリシアちゃんがどういう道を歩むかも……。エリシアちゃん。あなたに辛つらいことを背負わせることは分かってる。でも、お願い。世界を──救って」


    「わ、わたしが？　世界を、救う？　それに、どういうことだ。死と引き換えって──」


    　その言葉を最後まで続けることはできなかった。


    　突然、エリシアの顔に血ち飛沫しぶきが降りかかる。


    　目の前にいるルシアの腹から、刃物が突き出ていた。


    　ルシアの身体からだは、力なく床にどさりと倒れる。


    　生暖かい血ち溜だまりの中に倒れた彼女は、鮮血に塗まみれた。


    「無為な未来だ」


    　その後ろに立っていたのは──一見するとただの優男だった。


    　だが、雰囲気からただならぬものを感じる。


    　傍そばにいるだけで肌が焼け付くようだった。


    「……貴様が、セトか」


    　男は否定も肯定もしなかったが、目が雄弁に物語っていた。


    　昏くらく、底の見えない吸い込まれそうな黒い瞳ひとみ。


    　エリシアを見る目に、何の感情も見えない。


    　こちらを空気とでも思っているかのようだった。


    「無為な未来と言ったな……！　貴様が言っていい言葉じゃない。ルシアの識った未来は──絶対に無為なんかじゃないんだ！」


    　エリシアの身体に異変が起こる。


    　今までにない感覚が、神経の中を駆け巡った。


    「………」


    　何かに目覚めようとした瞬間──視界の端に反射光が煌きらめく。


    　そう気付いた瞬間、眼前に刃が迫っていた。首を刈る死神の鎌かまが。


    　動きが、まったく見えなかった。


    　セインズの高速移動も目では追えないが、初動や止まり際ぐらいはわかる。


    　それすらもなく、背後に転送でもしてきたような。それほどの一瞬だった。


    　避けられない。


    　──わたしが世界を救うなんて、気休めもいいところだ。


    　死をもたらす刃はエリシアの身体からだを呆あつ気けなく切り裂さくだろう。


    　瞬間、幾つもの思い出が浮かんでは消えていった。


    　施設に送られる前の思い出まで浮かんでくる。


    　だが、レジスタンスに残る選択をしたことに後悔はない。


    　なにもできずに死んでしまうことが、ただただ、無念だった。


    　──ごめん。ルシア。十三番。十八番。そして、シェイに……セインズも……。


    



    「諦あきらめるんじゃねぇ！」


    



    　鎌が突き刺さる直前、その間に赤き闘気と鋼はがねが割り込んだ。


    　甲高い音が鳴り、刃は弾はじかれ、熱に溶けていく。


    　まるで自身の絶望の未来ごと、蒸発させたかのように……。


    「大丈夫か、エリシア」


    　絶体絶命のピンチの時、助けてくれるのはいつだってこの男だった。


    　施設脱出の時も、集落を全滅させた男に襲おそわれた時も。


    　そして、こんな死の運命に包まれた塔の中でさえ。


    「セインズ!?　ど、どうしてここに……」


    「色々と巡ってたらな。導かれたというか、気付けばここにいたんだよ。……間に合ってよかったぜ」


    　すぐ傍そばで倒れているルシアを抱きかかえて、セインズは歯を強く食いしばる。


    　ごぼりとルシアが血を吐いた。


    「……セインズ。あり、がとう」


    「ルシア！　まだ生きて……！」


    　エリシアもすぐに駆け寄る。


    　セインズは自身の闘気をルシアに分け与えた。


    「喋しやべるな。ルシア。俺の闘気で治癒力を底上げして──」


    「……セインズは……運命を、守ってくれた……」


    「何言ってるんだ。俺は皆みんなを守れなかったのに──」


    「きっと今のが……エリシアちゃんの運命を変えた……の。セインズは約束を…守ってくれた……。未来を守ってくれた……」


    　ルシアは弱々しく、セインズの腕をキュッと握る。


    　セインズは狂気の怒りを抑え込むように、拳こぶしが震ふるえている。


    　赤い闘気がルシアの血に染まるように、濃度を増していった。


    　死に瀕ひんするルシアを見て、エリシアは何も言うことができない。かけるべき言葉も、伝えるべき言葉も浮かんでこなかった。


    「セインズ。戻ったのか」


    　セトが昏くらい瞳ひとみで、セインズを見み遣やった。


    　セインズは立ち上がって、セトと対峙する。


    「……お前は相変わらずだな。俺に危害を加えられるなんて、これっぽっちも思っちゃいないようなツラしやがって……」


    　顔見知りのような言い様だ。


    　先ほどナハシュが、セインズは元〝グノーシス〟に所属していたと語っていたが、まさか〝グノーシス〟のトップとまで知り合いだとはエリシアも思ってもみなかった。


    「戻ってきたわけではないのか。もったいないことだ」


    「ふん。抜けたおかげで目も醒さめたからな」


    「《星を継ぐ者アイオーン》計画を任せていたというのに」


    「お前が、その名を出すな……！」


    「君の妹たちは──」


    「黙れッ！」


    　セインズが珍しく激げき昂こうする。


    「その計画に妹たちを──ルシアとエリシアを差し出したのが、すべて間違いだったんだ……！　無理矢理、埋め込まれたセンスのせいで、あいつらはもう戻ってこられなくなった！　俺はそこで初めて気付いたんだ。取り返しのつかない大おお馬ば鹿かなことをしたってな！」


    　セトに向かって、直接怒りをぶつけるように、セインズは叫んだ。


    「いずれ寿命が来るアサヒの後継者を、人が創つくり出すなんておこがましいにもほどがある！　人は人として生きるべきだ！　センスなんて必要ねぇんだよ！　お前らの望む未来も、人の進化も、何もかもが余計なお世話だ！」


    「私は人を正しい方向へ導くための観測者に過ぎない」


    「何度も聞いたさ。人はセンスによって無限の可能性を手に入れた。だからこそ、人を新たなフェーズへと昇華させなければならないと……。だが、〝グノーシス〟を離れてわかった！　誰もそんなことは望んでいないってな！」


    「それは君の観測範囲での統計だろう」


    　その言葉は盲信か、確信か。


    　セトは自身の行動を間違っているとは、まったく思っていない。


    　だからこそ、発言に一切の迷いがなかった。


    　彼は、自身の行動こそが人を救うと信じているのだ。


    「戻ってきたまえ。君のセンスも、研究も非常に有用だ。さらなる革新を求めるためにも」


    「冗談じゃねぇ。むざむざ妹をふたり死なせて、大事な女まで傷付けられて、お前に従う道理はねぇ！」


    「ならば、消えるがいい」


    　セトが手を掲げると、その先に渦が現れる。そこから黒き大鎌ウオーサイズが取り出された。


    　禍まが々まがしい湾曲した刃のついた長柄を片手で掴つかみ、セインズに向かって無造作に振るう。


    　大した攻撃ではない──にもかかわらず、セインズは喰くらってしまった。


    　セインズが反撃をしても、その剣はセトにまったく届かない。


    〝アステローペ〟最強の戦士が為なす術すべもなく、身体からだを、誇りを、センスを、ことごとく蹂じゆう躙りんされていく。


    　瞬またたく間に、セインズには傷が増えていった。


    「ああああああああああああっ！」


    　エリシアが弓を構え、光の矢を生成する。


    　すると、


    「止やめろっ！」


    　セインズがそれを制止した。


    「こいつのセンスは〈時遡コンストラクタ〉──攻撃しても、無効化される！」


    　困惑を抑えながら光の矢を消して、エリシアはセトの動きを注視する。


    　セインズが攻撃しようとした瞬間、完全に体勢が変わっていた。


    　素早い動きというレベルではない。シーンがぶつ切りに切り替わっているかのようだった。


    　時間が繋つながっているように思えない動き。


    「まさか……！」


    「エリシア！　逃げろ！」


    　気付きかけたところで、セインズが決死の声で叫ぶ。


    「だ、だけど──」


    　セインズはエリシアを守るように仁王立ちした。


    「言った意味がわかっただろう。勝てない、と」


    　再三、言われてきたことを、真の意味で理解する。


    　セトには勝てない。


    　セインズが言うからには相当な手て練だれだと予想はしていたが、そんな次元ではない。


    　こんなやつと戦うこと自体、どうかしている。無謀にもほどがあった。


    「俺が足止めできる間に……！　逃げるんだ！」


    「だが、こんな相手には足止めすら──」


    「エリシアちゃん……お願い……」


    　エリシアの言葉を、いつの間にか立ち上がっていたルシアが息も絶え絶えながらも遮さえぎる。


    　いつ倒れてもおかしくないどころか、いつ事切れてもおかしくない。


    　だが、その瞳ひとみには覚悟という火が強く灯ともっていた。


    　必ず、逃がしてみせる、と。


    「セインズ……やろう？」


    「……いいんだな？」


    　お互い、すべてを通じ合わせたように小さく頷うなずく。


    「……私を止めるというのか」


    　まるで見せてみろと言いたげに、セトは攻撃の手を止めた。


    　だが、隙すきがない。


    　横を抜けるという簡単なことが、まるで実現不可能なことのように思える。


    「今から、お前に一撃、ぶち込んでやる。俺と、ルシアのふたりでな」


    「エリシアちゃん。……絶対に逃げきってね」


    「ルシア……」


    「そんな顔しないで。これから、世界を救うヒロインが、泣いてちゃダメだよ」


    「……泣いてない」


    　気を緩ゆるめれば、涙も感情も溢あふれてしまう。


    　エリシアはただただ、ふたりを見守るだけだった。


    「さあ、行くぜ。ルシア」


    　セインズの身体からだから赤き闘気が迸ほとばしる。


    　命まで燃やしているかのような、凄すさまじい火勢が立ち上った。


    「うん。セインズ……。お願い」


    　ルシアもまたセンスを発動させた。


    　ルシアの中に、セインズの赤い闘気が流れ込んでいく。


    　彼女のセンスを、強化するかのように──。


    　ルシアから舞い散る粒子が、極限まで細かくされていった。


    　時間とは、一方向に流れるもの。


    　それへの干渉は、四次元時空──その素領域へと達することで可能となる。


    　セトがそこに干渉するというのなら──。


    「あたしの天理も、干渉してみせる！　ひとりじゃできなくても、セインズと一緒なら……！」


    　セインズの闘気で強化されたセンスが、定義されている素粒子をさらに分解し、ルシアの放つ粒子を進化させる。


    「───」


    　この時、ルシアが何と言ったか、エリシアは聞き取ることができなかった。


    　だが、次の瞬間、センスは発動し、ルシアを中心に赤きフィールドが発生する。スパークしながら、いかなる干渉も許さない盾たての如ごとき、三人を守る半円状のドームだった。


    　それを見てもセトは動こうとしなかった。


    　大おお鎌がまを構え、観察するように見ているだけだ。


    　それが余裕なのか、センスを発動させられないのか、エリシアにはわからない。


    　ただ、チャンスであることだけは理解した。


    「これで──運命を、変えるッ！」


    　セインズが剣を構える。


    　赤せき熱ねつ化したように身体からだが真っ赤に染まった。


    　その朱あかは剣にまで達し、周囲を染め、極超新星爆発前の星の輝きを思わせる。


    　ルシアの粒子が、セインズの闘気まで進化させ、彼の闘剣を包むように絡からみ付いた。


    「〈紅蓮冥星ハイパーノヴア〉！」


    　剣を振ると、すべての赤きエネルギーが解き放たれた。


    　彗すい星せいの如き帯を引いて、セトに向かう。


    　すべてを朱に染めるような闘気は周囲を無差別に溶かし、白煙を舞い上がらせて、視界を塞ふさいだ。


    　加勢したかった。


    　ふたりと運命を共にしたかった。


    　だが、そんなことには何の意味もない。


    「うあああああああああああああああああ！」


    　運命に抗あらがうように、大声を上げるエリシア。


    　エリシアは白煙を引き裂くように走り、セインズたちの横を駆け抜ける。


    　死んではならない。


    　捕まってはならない。


    　ルシアの。


    　セインズの。


    〝アステローペ〟の仲間たちが生きた証あかしを残すためにも。


    「……そうだ。それでいい。頼んだぜ。俺の、最後の、可か愛わいい妹……」


    「エリシアちゃん……。夢を、叶かなえてね……」


    　すれ違いざまに、囁ささやくようなふたりの声が、耳を優しく撫なでていった。


    



    　エリシアはがむしゃらに走る。


    　出てくる警備員たちを無視しながら、あるいはセンスを封印しながら、一直線で脱出するための出口へと向かった。


    　ところどころ壁には大穴が開いており、最短距離で行けるようになっている。


    　──これも、ルシア。君がやってくれたのか……。


    　どの段階かはわからない。


    　だが、ルシアはエリシアのために動いていたのだ。


    《歴史創造ノルンシステム》の真実を教えるために。


    　エンセファロンを渡すために。


    　そして、サルヴァタワーから逃がすために。


    　その事実が、ルシアへの思いが、セインズへの思いが、エリシアのセンスを輝かせる。


    「〈心意封印アイデイアル・フオール・散華デイバイド〉！」


    　弓から一度に大量の矢が放たれて、敵へと突き刺さっていった。


    　出てくる者たちのセンスを軒並み封印しながら駆けていく。


    　もはや、エリシアを止められる者はいない。


    　──一階。あと、もうひとつ！


    　最初にセインズが開けた穴まで、エリシアはようやくそこに辿たどり着いた。


    　ここから下へ向かえば、フェーズⅡだ。


    　そこで待機中のレジスタンスたちと合流すれば、フェーズⅤへと逃げることができる。


    　フェーズⅤならば、〝グノーシス〟の目を逃れることができるだろう。


    



    「待つがいい」


    



    　その穴へと飛び込む間際──。


    　忘れようにも忘れられないおぞましい声が、エリシアの足を止めさせた。


    　呼吸を整えながら振り返る。


    「セト……」


    　そこには予想通りの男が立っていた。


    　部下もつけずに、無防備でひとり。


    　だからといって、いくら楽観的な想像をしても、傷をつけられる未来が欠か片けらも見えない。


    　どんな奇跡が起こったところで、この男には勝てないというのが、本能的にわかる。


    　──この男がここにいるということは……。


    　哀しみに押し潰つぶされそうになるのを必死で耐える。


    　セインズとルシアの命を懸けた一撃すらも、この男にかすり傷ひとつつけられていなかった。


    　逃げるべきだと本能は告げている。


    　だが、今までとは少し違うセトの目が引っかかった。


    「それを使って何をするつもりだ」


    　まったく興味を示してこなかったセトの瞳ひとみが、微かすかに違うのだ。


    　昏くらく、闇やみ色で、底が見えないのは変わらない。


    　ただ、よく言えば好奇心のような感情が垣かい間ま見みえた。


    　ルシアとセインズが攻撃を仕掛けた時と同じ、正体のわからない何かが。


    　その瞳はエリシアの持つエンセファロンを映していた。


    「この世界を、貴様の支配から解き放つために過去へ向かう」


    　そう告げると、セトは何の感情も湧わかないようにエリシアに告げる。


    「都合良くその時代に戻れるとは限らない。第一──」


    「そんなことはわかっている」


    　エリシアは毅き然ぜんと答えた。


    「過去を変えたところで、きっとこの世界は変わらない。死んだ者が生き返ることもないだろう。世界はそんな簡単に変わらないし、変えられない」


    　セトは黙ってエリシアの言葉を聞いている。


    「だが、わたしは過去へと戻る。この間違った世界から、本当の姿を取り戻すために。時空の漂流者となって永遠に苦しむことになろうとも、もうこの時代に戻れなくなっても、わたしは」


    　エリシアの視線がセトに突き刺さる。


    



    「必ず貴様に、一矢を報いてみせる」


    



    「私に、別の可能性を見せてくれるというわけか」


    「そんな大層なものじゃない。わたしは大事な親友に、大事な人に、未来を託されたんだ！」


    　エリシアは一歩後ろに下がる。


    「絶対に戻ってくるぞ。貴様を倒す手段を持って！」


    　そして、エリシアはセトを見据えまま、穴に飛び込み、階下へと落ちていく。


    　それをセトは昏い瞳で見送った。


    



    　こうして、〝アステローペ〟の強襲作戦は失敗として正史に刻まれた。


    　しかし。


    　たったひとり──運命を担う少女が生還したことは記載されていない。


    



    　　　　　◇　　　　　◇　　　　　◇


    



    　セトに敗れ、床にはセインズとルシアが倒れ伏している。


    　夥おびただしい血の量が壮絶さを物語っていた。


    　生命の鼓動はか細く、いつ止まってもおかしくない。


    「……まだ、生きてるか……？」


    　セインズがそう呟つぶやくと、ルシアの指がぴくりと動いた。


    「……う、ん」


    　擦かすれた声で言う。


    「エリシアちゃん……逃げられたかな……」


    「安心、しろよ……。あいつなら、やれるさ……」


    　彼女はこの世界の最後の希望だ。


    　安心した途端、意識が薄れていく。


    「……死ぬん、だね……」


    「……そう、だな…………お互い、持って……あと数分だろう」


    　物心ついた頃から〝グノーシス〟の中で育ち、この塔で死ぬのも何かの運命か。


    　シェイと共に地下に落ち、〝アステローペ〟を立ち上げたが、何も成すことができなかった。


    《星を継ぐ者アイオーン》計画を主導する立場になり、そして計画の半ばでふたりの妹を失った。


    　新たな妹たちふたり──姉は死の間際にあり、妹には重い荷物を背負わせてしまった。


    　後悔しか残っていないが、未来への希望を守ったことだけが唯一の慰なぐさめだ。


    　あとは、ただひとつ。


    　叶かなうならば、彼女の心残りをなくしておきたかった。


    「……セインズ。……帰ったら、伝えたいことがあるって……言ったよね？」


    「……ああ。……聞かせてくれ……」


    　一拍おいてからルシアは、絞り出すように声を出す。


    



    「あたしね……セインズのことが……すき」


    



    　途切れ途切れの覚おぼ束つかない思考の中でも、その言葉はじんわりと染み込んできた。


    「妹じゃ……いやだったから……」


    「………」


    「だから、手を……繋つないで、ほしいの……」


    　そうしたくても、ルシア自身はもう動けない。


    「ちょっと……待ってろ……」


    　闘気が欠片かけらもない、血液すらほとんど残らず感覚のない身体からだで、セインズは這はいずる。


    　それは決して優雅などではない。


    　もはや目も見えず、泥臭く、血ち塗まみれで、不格好な動きであっただろう。


    　だが、セインズは足あ掻がいた。大事な女の子の、最期の願いを聞き届けるために。


    　ルシアの傍そばまで来たところで、ついに身体が言うことをきかなくなった。


    　それでもセインズは、意地とばかりに手を伸ばす。


    　ルシアの手に、セインズの手が届き、指と指が自然と絡からみ合った。


    　微かすかに残った体温が、感覚が、優しく溶け合っていく。


    「感じるよ……セインズを……。……あたし、幸せ、だよ……」


    「……俺もだ……もう離さねえぞ……ルシア……」


    「…………うれしい……セインズ……。ずっと……いっしょ、だよ……」


    



    　やがて、二つの生命が終わりを迎える。


    　繋つながれた手は、誰にも引き離せなかった。

  


  [image: ]


  
    ［エピローグ］


    



    「ようやく、準備が整ったよ。エリシア」


    　フェーズⅤ──最下層のアジトの中で、ファンが興奮気味に言う。


    　彼の目の前には一連の機材があり、幾つものケーブルからエンセファロンへと繋つながっていた。どれも数世代以上前のもので、年季が入っている。


    　エンセファロンは単体では動かすことができなかったため、機材の調達や改造も含めてファンが手て筈はずを整えてくれたのだ。ファンの手でかなりの改造が成されたことで、見た目も多少変わっている。


    「……長かったな、ここまで。一年近くかかってしまった」


    　あれから無事、脱出したエリシアは、待機していたファンと合流。


    　脇目も振らずにフェーズⅤへと下り、さらにアジトも別の場所へと移した。


    　それが惑うことなく進められたのは、ファンのおかげだ。


    「元々、セインズは考えていたんだよ。自分たちが全滅するという最悪の事態になった時のこともね」


    　新しいアジトは最初から用意されていた。


    　何もかも、生前のセインズの指示だったという。


    〝アステローペ〟に、まだ彼の息吹があることをはっきりと感じ取れる。


    　もはや、かつての力の二割もないレジスタンスとも言えない弱小の組織でしかないが、セインズが傍そばにいるような頼もしさを抱いた。


    「オレも一緒に行ければよかったんだけどな」


    「こいつは一台しかないから仕方ないさ。大丈夫だ、ファン。わたしはひとりじゃない」


    　そう。セインズとルシア。あの日、共に戦った皆の想いが胸にあるのだから……。


    　エリシアはエンセファロンを被かぶる。


    「それじゃ……スイッチ入れるよ」


    　ファンがスイッチを入れると、エンセファロンのインジケーターが激しく明滅を始めた。


    　エリシアの眼前に映されているモニターには、激しいノイズが走っている。


    「う、く……」


    「大丈夫!?」


    「……続けてくれ！」


    　施設の中で行った訓練をする白い空間に行く時のような、すべてが吸い取られていく感覚。


    　本能的に、電子世界インデイヴイデユアリズムに行くのだと理解した。


    　そして──。


    　気付いた時には、視界が一変していた。


    　光り輝く世界。


    　エリシアが周囲を見渡すと、まるで巨大な街のように石造りの家が整然と立ち並んでいる。


    　背後にある像は勢いよく綺き麗れいで透明な水を噴き出し、微かすかな水滴を周囲に散らしていた。台座の下にある貯水桶おけに落ちた水は、放射状になった街路の溝みぞに沿って流れていく。


    　街の外には連峰が聳そびえ立ち、空には鉄の飛行船が浮かんでいた。それと並ぶように神話上の生物である竜が羽ばたいている。


    　西の空の果てには小型の天てん蓋がい大陸のようなものが浮かんでおり、大地に影を差していた。東には暗雲が立ち込め、周囲一帯は半球状の闇やみに覆おおわれている。


    　それら鮮せん麗れいな自然と空想が違和感なく溶け込む、フェーズⅡ以上に色彩豊かな世界。


    　美しい……と場違いなことを思ってしまう。


    　これが現実ではないと理解するのには、少しだけ時間がかかった。


    　だが、わかる。


    　ここが、すでに自分のいた時代ではないことに。


    　立ち上る光のエフェクトと共に次々と人が現れては、街の雑踏へ消えていった。


    　中世のような武器を持った者が歩き、杖つえを持ちローブを着込んだ者が空に浮き、獣けものに乗って移動する者がいて、妙な道具を使って滑すべっている者がいる。


    　街中は見たことのないような者たちでごった返していた。


    　彼らの雑談に耳を傾けると言葉の端々から、過去へ飛んだということを理解する。


    　ここが、《ユニオン》なのだ。


    



    　エリシアは幻想に彩いろどられた冒険の世界へ降り立った。


    　セインズに頼まれたセトを打倒する手段と──。


    　ルシアが伝えてくれた未来を探すために──。


    



    「見ててくれ、セインズ、ルシア。わたしは──やり遂げてみせる」

  


  
    あとがき


    



    



    　ガガガ文庫の読者の皆様、お久しぶりです。田た尾お典のり丈たけです。


    　七星のスバル０巻となります。０ってなんだ。無かな？　無とはいったい……うごごごご。


    　そんなわけで今巻はエリシアを主人公とした過去話となりました。


    　彼女の過去（未来？）についてはぼんやりとまとめてはいたんですが、まさかここまで深く掘り下げることになるとは思ってもみませんでした。その上、自分の著作の中では一番シビアな話になりましたね。明確に死者を出したのは、おそらく初めてとなります。


    　書き上げた瞬間、少々心に来るものがありました。


    　その分、〝スバル〟に繋つながる重要な話をしっかり書けたと自負しております。


    　裏のヒロイン、あるいは主人公とも言える、エリシアを見守っていただけたなら幸いです！


    　次の巻は本筋に戻りますが、あまり間を置かずに出せるのではないかと思います。


    　表のヒロインを救わないといけませんからね！　乞うご期待です！


    



    　さて。話は変わりますが、そろそろＴＢＳ様にてアニメが始まる頃ですね。


    　もう既に様々な情報が出てると思いますので、私の方から言えることは少ないのですが、脚本や演出、設定画、音楽、声の演技に至るまでプロの仕事を見せていただいております。まだ放送前ですが、皆様もその一端に触れているのではないでしょうか？　痺しびれますよね！


    　というか、どれだけよかったのかをそのまま伝えたいぐらいです。逐ちく一いち送られてくるデータはすべてが宝物ですよ。早くすべてを見せたい衝動を抑えるのに必死です。


    　本当にここまでよくしていただけることが望外の喜びと言いますか、恵まれすぎてて人生の運を使い切ったのでは？　という疑いがあります。今年、競馬で負けてるのも当然でしょう。


    　画面の中で躍動する旭姫あさひや陽はる翔とを見る日も近いです。本当にご期待下さい！


    　その他の情報などはホームページやツイッター（@7subaru_anime）などを見ていただければと思います！　百聞は一見にしかずです！


    



    　それでは謝辞に参ります。担当のＩ様。今巻もご迷惑おかけしました。色々と忙しい中、お付き合いいただき、本当にありがとうございました！　次の巻もよろしくお願いします！


    　イラストレーターのぶーた様。難しい発注になってしまいましたが、こちらの希望通りのイラストを上げていただきありがとうございました！　本当に素晴らしいです！


    　また、出版するにあたって関わっていただいた皆様に、重ねて御礼申し上げます。


    　最後に。この本を読んでくださった読者の皆様に、この上ない感謝を。


    
      二〇一八年五月

    

  


  
    田尾典丈


    Noritake Tao


    



    第10回えんため大賞ライトノベル部門新人賞にて優秀賞を受賞しデビュー。横浜出身横浜育ち。積んでるゲームが多すぎて自由になったら、死ぬほど遊ぶぞと思っていますが自由とはどこにあるのか。とても難しい言葉です。
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